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ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
た
東
京
ジ

ン
パ
２
０
２
４
の
こ
と
や
、
昨
年
10
月

に
開
催
さ
れ
た
北
大
主
催
の
半
導
体
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

東
京
同
窓
会
の
近
況
や
活
動
の
紹
介
が

あ
り
、
会
発
展
の
た
め
の
新
規
会
員
の

増
強
に
向
け
た
協
力
、
な
ら
び
に
来
年

の
北
大
創
基
１
５
０
周
年
に
向
け

た
寄
付
な
ど
へ
の
支
援
の
呼
び
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

横
田
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
の

新
年
交
礼
会
で
好
評
だ
っ
た
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
研
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
が

流
れ
る
中
、
老
舗
レ
ス
ト
ラ
ン
・

京
橋
モ
ル
チ
ェ
の
美
味
し
い
料
理

を
楽
し
み
な
が
ら
、
賑
や
か
な
情

報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

弘
田
裕
副
会
長
（
Ｓ
57
医
）
の

中
締
め
の
挨
拶
後
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ

の
岩
﨑
哲
也
理
事
（
Ｓ
59
工
）
の

リ
ー
ド
で
都
ぞ
弥
生
を
合
唱
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
会
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
た
く
さ
ん
の
同
窓
生

に
お
集
り
い
た
だ
き
新
年
交
礼
会
を

開
催
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

東
京
同
窓
会
の
近
況
と
し
ま
し
て

は
、
昨
年
、
４
年
越
し
と
な
る
〝
ギ
ネ

ス
記
録
に
挑
戦
〟
と
銘
打
っ
た
東
京
ジ

ン
パ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
組
織
・
交

流
委
員
会
の
方
々
の
取
り
組
み
や
、
農

学
部
Ｏ
Ｂ
の
ご
協
力
に
よ
る
食
材
手

配
、
数
多
く
の
卒
業
生
の
ご
支
援
に
よ

り
、
圧
倒
的
な
記
録
で
見
事
に
ギ
ネ
ス

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
後
の
恒
例
の
ジ
ン
パ
に
も
多
く
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し

　

２
０
２
５
年
１
月
17
日
（
金
）、
今

年
最
初
の
東
京
同
窓
会
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
は

る
か
に
多
く
の
卒
業
生
が
京
橋
の
明
治

屋
ホ
ー
ル
に
集
い
、
こ
こ
数
年
で
最
も

賑
や
か
な
新
年
交
礼
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
横
田
会
長
の
挨
拶
で
は
、
ギ

2025年 東京同窓会 新年交礼会 東京同窓会 新年交礼会2025年

東
京
同
窓
会
会
長  

横
田 

浩
（
Ｓ
６０
経
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

上
げ
ま
す
。

　

毎
年
10
月
に
は
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕

彰
・
墓
参
委
員
会
に
よ
る
多
磨
霊
園
の

墓
参
が
行
わ
れ
、
昨
年
は
20
名
超
の
同

窓
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
同
窓

会
員
数
の
増
加
が
必
須
で
す
。
会
社
や

同
窓
会
の
集
ま
り
の
際
に
、
東
京
同
窓

会
へ
の
入
会
の
声
が
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

東
京
同
窓
会
は
同
窓
生
の
き
ず
な
を

深
め
る
と
と
も
に
、
学
部
横
断
で
大
学

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
で
す
。
同
窓

会
の
厚
み
を
増
す
こ
と
で
同
窓
生
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能
も
持
ち
う
る
も
の
で
す
の
で
、
是
非

多
く
の
同
窓
生
に
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
10
月
17
日
、
北
大
主
催
で

半
導
体
関
連
の
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ラ
ピ
ダ
ス
の
千
歳
進
出
を
契
機
に

北
大
が
北
海
道
に
お
け
る
半
導
体
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
な
る
べ
く
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
開
催
に
あ
た
っ
て

は
募
金
・
産
学
連
携
委
員
会
の
廣
重
委

員
長
（
北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
副
所
長
）

が
中
心
と
な
り
、
同
窓
会
と
し
て
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
会
場
が
満
席
と
な
る
ほ
ど
に
半
導

体
関
連
の
大
手
企
業
の
社
長
・
担
当
役

員
１
５
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『
２
０
３
０
半
導
体
の
地
政
学
』
を
執

筆
し
た
北
大
Ｏ
Ｂ
・
日
経
新
聞
論
説
委

員
の
太
田
泰
彦
さ
ん
よ
り
〝
半
導
体
の

現
在
・
未
来
〟
と
題
す
る
基
調
講
演
が

あ
り
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
北
大
と
関
東
の
半
導
体
関

連
企
業
の
連
携
を
強
化
し
、
大
学
の
活

動
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
交
流
の
場

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
来
年
２
０
２
６
年
は
、
北
大
創

基
１
５
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
創
基

１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
地

域
・
世
界
に
羽
ば
た
く
学
生
（
毎
年

６
０
０
名
）
を
対
象
に
支
援
す
る
事
業

（
15
億
円
）」「
青
少
年
が
知
に
触
れ
る

場
と
し
て
古
河
講
堂
改
修
利
活
用
事
業

（
10
億
円
）」「
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏

が
自
治
体
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
『
子
供

の
本
の
森
』
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設

す
る
事
業
（
５
億
円
）」
な
ど
が
進
め

ら
れ
、ま
た
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
「
創

基
１
５
０
周
年
記
念
募
金
」
と
し
て
23

～
26
年
に
50
億
円
の
積
立
て
、
そ
の
ほ

か
に
学
生
支
援
事
業
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ

ジ
支
援
事
業
、
学
部
支
援
事
業
（
研
究

林
活
用
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
起
業
家
育
成
基

金
な
ど
）
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ

ま
や
ご
家
族
の
方
々
の
今
年
一
年
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
東
京
同
窓

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

JAZZ LIVE PARTY

横田浩会長の開会挨拶

弘田裕副会長の中締めの挨拶

北大JAZZ研OBOGの堀江大輔さん（右）と堀江敬子さん（左）

「都ぞ弥生」合唱

日時：2025年1月17日（金）18:30～
会場：明治屋ホール（明治屋京橋ビル）
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催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
同
時
配
信
に
よ

り
実
施
し
、
１
２
７
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

山
本
文
彦
理
事
・
副
学
長
、
今
年
度

担
当
部
局
の
辻
智
子
教
育
学
部
長
、
宮

﨑
隆
志
教
育
学
部
同
窓
会
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
加
藤
弘
通
准
教
授
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん

だ
後
半
で
は
、
同
窓
生
で
北
海
道
放
送

株
式
会
社
の
泉
優
紀
子
記
者
が
参
加
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
紹
介
し
、
内

容
に
切
り
込
む
形
で
、
白
熱
し
た
対
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
と
加
藤
准
教
授
と
泉
記
者
の
対

談
を
通
じ
て
、
い
じ
め

対
応
の
現
状
と
課
題
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

は
い
じ
め
を
ど
う
理
解

し
、
何
が
で
き
る
か
を
、

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
者
全
員
が
と
も
に
考

え
る
、
濃
密
で
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
参

加
者
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

般
会
員
４
名
、
役
員
６
名
、
計
10
名
に

よ
り
審
議
を
行
い
、
２
０
２
３
年
度
の

活
動
報
告
、
会
計
決
算
、
会
計
監
査
報

告
な
ど
を
承
認
し
、
２
０
２
４
年
度
の

会
計
予
算
、
活
動
計
画
な
ど
を
決
議
し

ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
文
系
４
学
部
合
同
の
公

　

文
学
部
同
窓
会
は
、９
月
28
日
（
土
）

に
、
人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究

棟
に
て
、
第
25
回
総
会
を
対
面
と
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
遠
隔
配
信
で
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
ジ
と
し
て
、
北
海
道
大
学
交
響
楽

団
に
よ
る
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲 

弦
楽

四
重
奏
第
12
番
「
ア
メ
リ
カ
」
第
１
楽

章
の
演
奏
が
あ
り
、
引
き
続
き
北
海
道

大
学
応
援
団
・
応
援
吹
奏
団
に
よ
る
校

歌「
永
遠
の
幸
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
恵
迪
寮
同
窓
会

の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
都
ぞ
弥
生
」

の
斉
唱
の
後
、
横
田
篤
理
事
・
副
学

長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
括
り

ま
し
た
。

　

当
日
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
参

加
者
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
者
の

皆
様
に
は
、
北
海
道
大
学
の
現
在
地
を

体
感
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
全
学
行
事

と
し
て
「
歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会
」

を
対
面
（
集
客
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
寳
金
清
博
総
長
か
ら
、

創
基
１
５
０
周
年
を
目
前
に
、
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
支
持
を
獲

得
す
る
た
め
、
本
学
の
素
晴
ら
し
さ
を

戦
略
的
に
発
信
し
、
北
大
ブ
ラ
ン
ド
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
海
外
で
は
同

窓
生
と
の
結
び
つ
き
が
社

会
連
携
と
い
う
意
味
で
最

も
大
切
な
も
の
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
村
山
明
宏
副

理
事
・
情
報
科
学
研
究
院

特
任
教
授
に
よ
る
記
念
講

演
会
で
は
、「
北
海
道
大
学
に
お
け
る

先
端
半
導
体
へ
の
取
組
」
と
題
し
、
現

代
社
会
に
お
け
る
先
端
半
導
体
の
重
要

性
や
、
本
学
が
北
海
道
の
半
導
体
産
業

の
成
長
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
学
卒
業
生
初
の
プ
ロ
野
球

選
手
と
な
っ
た
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

投
手
の
宮
澤
太
成
さ
ん
と
第
１
７
１
回

直
木
賞
候
補
作
家
の
岩
井
圭
也
さ
ん

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
北
大
で
の

経
験
が
ど
の
よ
う
に
現
在
生
か
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
を
語
っ
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ム
ー
ビ
ー
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
団
体
に
よ
る
歓
迎
ス

開会の挨拶を述べる寳金総長

講演する村山副理事

北海道大学交響楽団による演奏

応援団・応援吹奏団による演舞

「都ぞ弥生」の斉唱

創基150周年カウントダウンイベント
　

９
月
27
日
（
金
）
か
ら
９
月
30
日

（
月
）
の
４
日
間
、「
北
海
道
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
４
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
に
迎
え
る
創
基
１
５
０

周
年
に
向
け
て
、
学
内
外
の
機
運
醸
成

を
図
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
、
全
学
行
事
並
び
に

各
部
局
・
同
窓
会
主
催
行
事
に
延
べ

１
５
１
８
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
は
、
令
和
７
年
９
月

27
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
同
窓
生
は
も
と
よ
り
一
般
市
民
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課
卒
業
生
・
基
金

室
）

北海道大学
ホームカミングデー 2024

北海道大学社会共創部広報課

９
月
28
日（
土
）10
時
～
12
時　

学
術
交
流
会
館
講
堂  

集
客
１
７
３
名

歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会

全
学
行
事

社
会
共
創
部
広
報
課
卒
業
生
・
基
金
室

　

文
系
４
部
局
合
同
企
画
は
、
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
じ
め
に
無
関
心
で
い

ら
れ
な
い
人
た
ち
へ
」
と
題
し
て
、
同

窓
生
、
教
職
員
、
学
生
及
び
市
民
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
集
客
開

９
月
28
日（
土
）14
時
～
16
時

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟

参
加
者
１
２
７
名

部
局
・
同
窓
会
主
催
行
事

文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経

済
学
部

文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経
済

学
部
合
同
企
画　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

９
月
28
日（
土
）12
時
30
分
～
13
時
30
分

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟

参
加
者
10
名

文
学
部
同
窓
会
総
会

文
学
部
同
窓
会

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
５
名
の
同
窓
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
、

当
初
計
画
し
て
い
な
か
っ
た
懇
親
会

を
、
来
年
３
月
に
開
催
予
定
の
文
学
研

究
院
・
文
学
部
の
卒
業
・
修
了
祝
賀
会

の
際
に
注
文
す
る
オ
ー
ド
ブ
ル
の
試
食

会
を
兼
ね
て
急
遽
開
催
し
、
同
窓
で
も

あ
る
文
学
研
究
院
長
及
び
文
学
事
務
部

事
務
長
な
ど
の
参
加
も
あ
り
、
10
名
を

超
え
る
参
加
者
を
得
て
、
久
し
ぶ
り
に

会
員
相
互
の
懇
親
の
ひ
と
と
き
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ら
祝
辞
と
母
校
の
直
近
の
様
子
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
審
議
に
先
立
っ
て

こ
の
間
の
物
故
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

議
案
は
、
後
藤
隆
之
氏
（
23
期
）
が

議
長
と
な
り
進
め
ら
れ
、
審
議
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
２
０
２
３
年
度
会
務
報
告
」　　

「
２
０
２
３
年
度
決
算
報
告
」「
監
査

報
告
」
＝
満
場
一
致
で
承
認

②
「
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）」

　
「
２
０
２
４
年
度
予
算
（
案
）」
＝
承

認
　

学
部
・
学
院
と
の
連
携
強
化
に
つ
い

て
宮
﨑
会
長
か
ら
具
体
案
の
捕
足
説
明 

、

会
場
か
ら
会
報
の
ネ
ッ
ト
配
信
、
在
学

生
の
会
員
化
と
入
学
時
の
会
費
徴
収
の

質
疑
。

③
「
会
則
の
改
正
（
案
）」
＝
承
認

　

学
部
・
学
院
の
教
員
が
会
員
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
質
疑
、
地
域
や
職
域
・

学
職
等
多
面
的
な
支
部
活
動
に
つ
い
て

質
疑
。

④
「
役
員
の
改
選
」
＝
承
認

　

宮
﨑
会
長
の
再
任
、
近
藤
健
一
郎
副

会
長
の
新
任
、幹
事
長
、常
任
幹
事
（
４

名
）
と
55
名
の
幹
事
を
承
認
、
新
体
制

が
発
足
。

　

総
会
の
終
了
後
、
会
員
の
杉
浦
正
人

さ
ん
の
近
著『
さ
っ
ぽ
ろ
再
見　

ち
ょ
っ

と
デ
ィ
ー
プ
な
ま
ち
歩
き
』（
北
海
道

新
聞
社
）
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
が
企
画
さ
れ
、
13
名
の

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
２８
日（
土
）16
時
30
分
～
18
時

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟

参
加
者
24
名

教
育
学
部
同
窓
会
総
会

教
育
学
部
同
窓
会

講演する加藤准教授

同窓会総会で挨拶する辻学部長

加藤准教授と泉記者による対談

　

令
和
６
年
度
の
教
育
学
部
同
窓
会
総

会
は
、
９
月
28
日
（
土
）
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
人
文
・
社
会

科
学
総
合
研
究
教
育
棟
に
は
、
卒
寿
を

超
え
た
４
期
生
か
ら
66
期
生（
２
０
１
８

年
卒
業
）
ま
で
24
名
の
会
員
が
集
い
ま

し
た
。
今
回
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
参

加
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

宮
﨑
隆
志
会
長

の
挨
拶
に
つ
づ
い

て
、
来
寶
の
辻
智

子
教
育
学
部
長
か
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板
谷
淳
一
同

窓
会
長
の
進
行

に
よ
り
会
が
進

め
ら
れ
、
昨
年

度
の
事
業
報

告
、
決
算
報

告
、
今
年
度
の

事
業
計
画
、
規

約
の
改
正
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
場
所
を
「
ミ
ア
・
ボ
ッ
カ
札

幌
駅
北
口
店
」
に
移
し
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
同
士
、
20
代
か

ら
70
代
が
集
い
懇
親
を
深
め
、
同
窓
会

へ
の
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
大
変

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
亮
子
同
窓
会
長
の
開
会
挨

拶
、
ご
来
賓
で
あ
る
尾
崎
一
郎
法
学
研

究
科
長
・
法
学
部
長
の
ご
挨
拶
後
、
７

月
11
日
（
木
）
開
催
の
同
窓
会
役
員
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
総
会
提
出
議
案

と
し
て
承
認
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

①
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
（
案
）、

　
　

同
収
支
決
算
報
告
書
（
案
）

　

②
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

　
　

同
収
支
予
算
（
案
）

　

③
役
員
の
改
選
（
案
）

　

議
案
第
３
号
の
役
員
改
選
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

佐
々
木
亮
子
氏
が
６
年
間
務
め
ら
れ
た

同
窓
会
長
を
退
任
さ
れ
、
藤
田
美
津
夫

氏
（
27
期
）
が
新
た
に
同
窓
会
長
に
就

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

当
日
に
行
わ
れ
て
い
た
同

窓
会
主
催
講
演
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
を
経

て
昨
年
３
年
ぶ
り
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
本
年
も
会

員
の
皆
様
に
深
い
感
銘
を

も
た
ら
す
充
実
し
た
講
演

会
を
運
営
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

本
年
の
講
演
は
「
北
大

法
学
部
の
70
年
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
70
年
を

考
え
る
」
と
題
し
、
講
師

は
尾
崎
一
郎
法
学
研
究
科

長
・
法
学
部
長
が
務
め
ま

し
た
。
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
い

な
が
ら
、尾
崎
研
究
科
長・

学
部
長
の
生
ま
れ
育
っ
た

時
代
環
境
（
大
学
や
大
卒

　

ま
た
、
席
上
、
事
務
局
よ
り
次
の
事

項
に
つ
い
て
、
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
２
０
２
４
年
３
月
４
日
（
月
）
に

２
０
２
３
年
度
（
第
３
回
）
北
大
法
学

部
同
窓
会
賞
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
、
同

３
月
25
日
（
月
）
の
令
和
５
年
度
学
士

学
位
記
授
与
式
当
日
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
法
学
部
小
会
議
室
に
お
い
て
授
賞

式
が
挙
行
さ
れ
、受
賞
者
（
個
人
３
名
、

た
だ
し
、
課
外
活
動
優
秀
者
の
宮
澤
太

成
会
員
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ

ン
プ
中
の
た
め
残
念
な
が
ら
欠
席
、
団

体
１
団
体
）
に
佐
々
木
同
窓
会
長
か
ら

表
彰
状
及
び
金
一
封
が
授
与
さ
れ
た
こ

と
。
ま
た
、
尾
崎
法
学
研
究
科
長
・
法

学
部
長
が
ご
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、

受
賞
者
に
お
祝
い
と
激
励
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
た
こ
と
。
個
人
の
部
３
名
の
う

ち
２
名
は
学
業
成
績
優
秀
者
と
し
て
、

１
名
は
課
外
活
動
優
秀
者
（
北
大
初
の

プ
ロ
野
球
選
手
に
登
録
さ
れ
る
）
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
た
こ
と
。

⑵
２
０
１
６
年
度
か
ら
着
手
し
た
同
窓

会
の
財
政
健
全
化
計
画
は
２
０
２
０
年

度
を
も
っ
て
一
応
達
成
さ
れ
た
旨
、
既

に
報
告
済
み
で
あ
る
と
こ

ろ
、
そ
の
後
さ
ら
に
３
年

延
長
し
て
取
組
（
主
に
会

費
納
入
率
の
向
上
）
を
継

続
し
た
結
果
、
２
０
２
３

年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

は
、計
画
着
手
前
の
約
５
・

４
倍
と
な
る
１
６
１
５
万

円
と
な
り
、
同
窓
会
の
恒

久
的
な
運
営
が
可
能
と
な
る
強
固
な
財

政
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
。

　

な
お
、
総
会
開
会
に
当
た
り
、
事
務

局
よ
り
、
本
日
の
総
会
（
こ
の
後
開
催

さ
れ
る
講
演
会
及
び
懇
親
会
も
同
じ
）

に
は
在
学
生
会
員
11
名
が
参
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
会
場
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

た
と
こ
ろ
卒
業
生
会
員
等
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

エ
リ
ー
ト
へ
の
社
会
の
敬
意
が
存
在
し

得
た
時
代
）、
そ
し
て
１
９
９
４
年
９
月

に
本
学
に
着
任
し
て
か
ら
30
年
に
及
び

実
体
験
し
て
き
た
大
学
を
巡
る
時
代
・

社
会
環
境
の
激
変
（
大
学
の
持
続
的
な

大
衆
化
、
受
験
業
界
の
産
業
化
、
知
の

エ
リ
ー
ト
へ
の
敬
意
の
希
薄
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
大
学
の
勝
者
育
成
機
関

化
、
国
立
大
学
法
人
化
に
よ
る
経
営
へ

の
シ
フ
ト
化
等
々
）を
踏
ま
え
な
が
ら
、

未
来
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
及

び
本
学
の
役
割
（
存
在
意
義
、
存
在
価

値
）
を
、
大
学
と
は
誰
の
た
め
の
も
の

か
と
い
う
原
点
思
考
に
立

ち
返
り
考
察
し
て
い
く
時

代
を
迎
え
て
い
る
旨
の
講

演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
そ
の
よ
う
な

時
代
の
中
で
、
在
学
生
会

員
の
皆
様
に
は
「
自
由
な

精
神
、
広
い
視
野
、
仲
間

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
重

視
」
を
贈
る
言
葉
と
し
た

い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
講
演

会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
卒
業
生
会
員
・
在
学

生
会
員
そ
れ
ぞ
れ
に
極

め
て
有
益
な
講
演
で
あ

り
、
閉
会
に
当
た
り
主
催

者
で
あ
る
法
学
部
同
窓

会
か
ら
尾
崎
研
究
科
長
・

学
部
長
へ
、
厚
い
感
謝
と

敬
意
の
念
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
文
系
４

部
局
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
人

文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟
に
て

２
０
２
４
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
昨
年
同
様
、
対
面
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実

施
し
参
加
者
は
17
人
で
し
た
。

９
月
28
日（
土
）17
時
40
分
～
18
時
30
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
エ
ル
ム
の
森
」内

「
カ
フ
ェde

ご
は
ん
」　

参
加
者
32
名

法
学
部
同
窓
会
主
催
講
演
会

９
月
28
日（
土
）17
時
10
分
～
17
時
40
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
エ
ル
ム
の
森
」内

「
カ
フ
ェde

ご
は
ん
」　

参
加
者
33
名

２
０
２
４
年
度
定
時
総
会

法
学
部
同
窓
会

９
月
28
日（
土
）16
時
10
分
～
17
時
10
分

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟

参
加
者
17
名　

２
０
２
４
定
時
総
会
・
懇
親
会

経
済
学
部
同
窓
会

　

９
月
30
日
（
月
）
に
理
学
部
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
４
「
理
学
で
広
が

る
未
来
。
人
生
を
彩
る
多

様
な
キ
ャ
リ
ア
発
見
交
流

会
」
を
開
催
し
、同
窓
生
、

学
生
、
教
職
員
な
ど
、
総

勢
１
６
２
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

網
塚
浩
理
学
部
長
の
開

催
の
挨
拶
の
後
、
今
布
咲

子
助
教
に
よ
る
理
学
部
創
立
１
０
０
周

年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
講
演
会
「
北
大
理

学
で
育
ん
だ
私
の
キ
ャ
リ
ア
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
理
学
部
及
び
関
連
大
学
院

卒
業
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
、
13
名
の
卒
業
生
が
、
学
生
時
代
の
研

究
内
容
や
現
在
の
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
門
出

健
次
理
学
部
同
窓
会
理
事
長
（
先
端
生

命
科
学
研
究
院
教
授
）
の
挨
拶
に
よ
り

昼
の
部
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
理
学
部
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
と
２
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
移
動
し
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
村
越
敬
教
授
の
乾
杯
か
ら

始
ま
り
、
設
置
し
て
い
る
22
の
ブ
ー
ス
で

は
、
教
職
員
や
学
生
が
同
窓
生
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
永
井

隆
哉
教
授
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
新
た
な
試
み
で
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
は
、「
学
生
さ
ん
や

教
員
の
方
々
と
交
流
で
き
る
機
会
は
大

変
貴
重
で
し
た
」、「
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

９
月
30
日（
月
）13
時
～
18
時
30
分

理
学
部
５
号
館　

参
加
者
１
６
２
名

理
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

２
０
２
４

「
理
学
で
広
が
る
未
来
。
人
生
を
彩
る

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
発
見
交
流
会
」

理
学
研
究
院
・
理
学
院
・
理
学
部

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
旧
同
窓
会
長
の
歓
送
迎
会
を
兼
ね

て
の
懇
親
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

旧
会
長
と
会
員
の
皆
様
と
の
和
や
か
な

語
ら
い
も
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
こ
の
度
の

同
窓
会
役
員
改
選
で
10
年

以
上
に
も
わ
た
り
務
め
ら

れ
て
き
た
同
窓
会
会
計
監

査
（
役
）
を
退
任
さ
れ
た

岡
田
信
弘
元
法
学
研
究
科

長
・
法
学
部
長
（
25
期
）

よ
り
、
同
窓
会
長
を
退
任

さ
れ
る
佐
々
木
亮
子
氏
と
事
務
局
長
を

本
年
限
り
で
退
任
さ
れ
る
高
橋
了
氏
へ

の
慰
労
と
感
謝
を
込
め
た
閉
会
の
ご
挨

拶
と
兼
ね
て
乾
杯
の
音
頭
が
な
さ
れ
ま

し
た
。「
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
こ
こ

で
ま
た
や
ろ
う
。
お
疲
れ
様
」
と
の
声

が
聞
こ
え
る
中
で
、
参
加
者
会
員
の
皆

様
が
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

開会挨拶をする佐々木同窓会長

講演会の様子講演する今助教

ポスターセッション・
懇親会の様子

懇親会の様子 就任挨拶をする藤田新同窓会長

講演される尾崎研究科長・法学部長

　

講
演
会
に
引
き
続
き

会
員
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
33
名
の
同
窓

会
員
（
う
ち
11
名
が
在
学

生
会
員
）
が
参
加
さ
れ
、

昨
年
同
様
会
場
は
会
員

同
士
の
会
話
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
度

の
定
時
総
会
で
新
た
に

選
出
さ
れ
た
藤
田
美
津
夫
新
同
窓
会

長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
懇
談

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

法
学
部
１
年
の
在
学
生
会
員
か
ら
昭

和
32
年
卒
の
卒
業
生
会
員
ま
で
（
年
齢

差
71
歳
）
活
発
な
お
し
ゃ
べ
り
と
飲
食

が
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
途
中
司
会
進
行
役
の
髙
橋
了
副

会
長
か
ら
在
学
生
会
員
向
け
に
、
こ
の

度
の
尾
崎
一
郎
法
学
研
究
科
長
・
法
学

部
長
の
ご
講
演
は
、
時
代
（
特
に
大
学

の
大
衆
化
）
と
と
も
に
大
き
く
変
遷
し

て
き
た
大
学
の
役
割
（
存
在
価
値
）、

国
家
・
社
会
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
、

未
来
に
向
け
て
原
点
に
還
り
大
学
と
は

誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
存
在
す
べ

き
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
尾
崎

先
生
が
触
れ
ら
れ
て
き
た
全
て
の
時

代
・
社
会
環
境
を
生
き
て
き
た
我
々
古

い
世
代
に
は
深
い
実
感
と
共
感
を
も
っ

て
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
旨
、
感
想
が

９
月
28
日（
土
）18
時
30
分
～
20
時
20
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
エ
ル
ム
の
森
」内

「
カ
フ
ェde

ご
は
ん
」　

参
加
者
33
名

法
学
部
同
窓
会
会
員
懇
親
会
（
交
流
会
）

北海道大学 ホームカミングデー2024
創基150周年カウントダウンイベント

懇親会の様子
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植
樹
、
さ
ら
に
構
内
中
央
道
路
沿
い
に

あ
っ
た
「
歯
学
部
」
の
名
前
が
刻
ま
れ

た
石
碑
の
北
13
条
道
路
（
イ
チ
ョ
ウ
並

木
）
沿
い
へ
の
移
設
が
行
わ
れ
、
９
月

11
日
（
水
）
に
は
、
渡
邊
同

窓
会
長
、
森
本
専
務
理
事
、

網
塚
研
究
院
長
、
及
び
宮
治

裕
史
副
研
究
院
長
が
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
・
記
念
祝

賀
会
は
２
０
２
名
が
参
加
し
、
温
か
な

雰
囲
気
の
中
で
多
く
の
方
々
が
交
友
を

深
め
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
記
念
講
演
会

及
び
記
念
式
典
の
様

子
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
全
国
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配

信
さ
れ
、
20
名
が
視
聴

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立

ち
、
同
窓
会
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
八
重
桜
の
記
念

北
海
道
知
事
（
三
橋
剛
北
海
道
副
知
事

代
読
）、
秋
元
克
広
札
幌
市
長
（
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
）
に
よ
る
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、
北
海
道

大
学
経
営
協
議
会
学
外
委
員
及
び
日
本

大
学
常
務
理
事
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
代
表
理
事
を
務
め
る

渡
辺
美
代
子
氏
か
ら
「
工
学
を
め
ぐ
る

多
様
性
」、
室
蘭
工
業
大
学
の
松
田
瑞

史
学
長
か
ら
「
北
大
工
学
部
へ
の
期
待

（
Ｏ
Ｂ
で
同
業
者
か
ら
）」
と
題
し
た

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
（
金
）
に
挙
行
し
た
北
海

道
大
学
工
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典
及
び
記
念
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
配
信
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
幅
﨑
浩
樹
工
学
部

長
及
び
宮
永
喜
一
工
学
部
同
窓
会
理
事

長
に
よ
る
式
辞
及
び
寳
金
清
博
総
長
に

よ
る
挨
拶
の
後
、
真
弓
明
彦
北
海
道
電

力
株
式
会
社
名
誉
顧
問
・
北
海
道
大
学

ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会
長
、
鈴
木
直
道

　

９
月
28
日
（
土
）、
薬
学
部
臨
床
薬

学
講
義
室
に
お
い
て
秋
季
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
薬
局
や
病
院
な
ど
の
薬
剤
師

の
方
々
を
は
じ
め
、
薬
学
部
学
生
や
同

窓
生
、教
員
等
52
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
医
学

部
解
剖
学
第
一
講
座
の
山
本
悠
太
講
師

に
よ
る
「
身
近
な
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
を
基
礎
研
究
へ　

そ
し
て
臨
床

研
究
へ
の
橋
渡
し
」
の
講
演
が
あ
り
、

身
近
な
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
研
究
に
活
か
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
具
体
的
な
経
験

に
基
づ
き
な
が
ら
大
変
分
か
り
や
す
く

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
旭
川
医
科
大
学
病
院
薬
剤
部

副
薬
剤
部
長
の
中
馬
真
幸
准
教
授
に

　

薬
学
部
生
涯
教
育
特
別
講
座
は
、
北

大
薬
学
部
同
窓
生
を
含
む
医
療
関
係
及

び
関
連
領
域
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
医
療
に
お
け
る
諸
問
題
に

つ
い
て
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

百年記念館見学の様子

　

情
報
科
学
院
の
前
身
と
な
る
情
報
科

学
研
究
科
、
並
び
に
電
気
・
電
子
・
情

報
・
生
体
工
学
系
の
各
専
攻
・
学
科
の

同
窓
生
で
組
織
さ
れ
る
北
楡
会
と
、
情

報
科
学
院
の
学
生
・
教
員
と
の
交
流
会

を
、
対
面
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

福原教授による特別講演

９
月
28
日（
土
）14
時
～
16
時

薬
学
部
臨
床
薬
学
講
義
室　

参
加
者
52
名

「
第
25
回
生
涯
教
育
特
別
講
座
秋
季
講

演
会
」を
開
催

薬
学
部
・
薬
学
研
究
院

工
学
研
究
院
・
工
学
院
・
工
学
部

９
月
27
日（
金
）14
時
～
17
時

オ
ン
ラ
イ
ン　

参
加
者
10
名

工
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

及
び
記
念
講
演
会

山本講師による講演

祝辞を述べる
網塚研究院長

渡邊同窓会長
の挨拶

中馬准教授による講演

記念植樹された八重桜と

　

医
学
部
で
は
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
の
皆
様
と
の
親
睦
を
さ
ら

に
深
め
る
目
的
で
「
フ
ラ
テ
祭
」
を
開

催
し
て
お
り
、
17
回
目
の
今
年
度
は
９

月
28
日（
土
）に
医
学
部
学
友
会
館「
フ

ラ
テ
」
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
間
明
宏
フ
ラ
テ
祭
実
行
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
医
学
部
と
病
院
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
講
義
室
や

実
習
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
浅
香
正
博
医
学
部
同
窓

会
長
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
畠
山
鎮
次

医
学
部
長
、
渥
美
達
也
北
海
道
大
学
病

院
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
現

役
医
学
部
生
（
フ
ラ
テ
編
集
部
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
フ
ラ
テ
）
に
よ
る
活
動
発
表

が
行
わ
れ
、
医
学
部
の
現
状
を
発
信
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
学
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

ウ
イ
ル
ス
学
分
野
の
福
原
崇
介
教
授
か

ら
「
北
大
だ
か
ら
推
進
で
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
研
究
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
医
学
部
の
こ
と
、

病
院
の
こ
と
、
そ
の
他
医
療
に
関
す
る

こ
と
な
ど
が
詳
し
く
わ
か
っ
た
」「
学

生
発
表
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
見
学

ツ
ア
ー
、
講
演
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

な
ど
い
ず
れ
も
充
実
し
た
内
容
で
し

た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

９
月
28
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
20
分

対
面
・Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催　

参
加
者
39
名

保
健
科
学
研
究
院

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
４

保
健
科
学
研
究
院

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
え
り

あ
の
髙
橋
亜
由
美
代
表
理
事
に
「
生

涯
人
生
を
楽
し
む
た
め
の
方
法
と
は
？

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
〝
支
え
合
え
る
社

会
〟
を
つ
く
り
た
い
」
と
題
し
、
看
護

師
勤
務
や
障
害
者
支
援
の
経
験
を
通

じ
て
感
じ
た
高
度
な
医
療
と
障
害
者
支

援
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
立
ち
上
げ
の
経
緯
及
び
多
岐
に
わ
た

る
活
動
の
紹
介
、
ま
た
、
地
域
で
の
助

け
合
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
、
今
後
の
活
動
が
さ
ら
に
充
実
す
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
る
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、松
野
一
彦
名
誉
教
授
に
、「
保

健
学
科
の
創
設
か
ら
躍
進
へ
」
と
題

し
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
か
ら
保
健

学
科
設
置
に
至
る
看
護
教
育
の
変
遷
、

ご
自
身
の
血
小
板
の
活
性
化
等
に
関
す

る
研
究
成
果
、
そ
し
て
臨
床
・
研
究
・

教
育
こ
れ
ら
を
全
う
で
き
る
新
し
い
医

療
人
を
育
成
す
る
こ
と
が
教
育
の
使
命

で
あ
る
と
激
励
を
含
め
、
大
変
貴
重
な

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
対
面
・
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
し
た

が
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
場
で
の
実
施
の
ほ
か
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
実
施
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を
行
い
、
総
勢
39

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

矢
野
理
香
保
健
科
学
研
究
院
長
か
ら

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
卒
業
生
等
に
よ
る

講
演
会
、
医
学
部
保
健
学
科
・
医
療
技

術
短
期
大
学
部
同
窓
会
総
会
が
行
わ
れ

９
月
28
日（
土
）14
時
～
19
時　

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
者
２
２
２
名

歯
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会
50
周
年
記

念
講
演
会
・
記
念
式
典
・
祝
賀
会
等

歯
学
研
究
院
・
歯
学
院
・
歯
学
部

　

９
月
28
日
（
土
）、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
際
し
、
北
海
道
大
学
歯
学
部

同
窓
会
50
周
年
記
念
講
演
会
・
記
念
式

典
・
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
歯
学
部
卒
業
生
を
は
じ
め
、

各
歯
科
大
学
・
歯
学
部
同
窓
会
代
表

や
、
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
韓
国
の
全
北
大
学
校
歯
科
大
学
か
ら

も
17
名
の
教
員
が
参
加
す
る
な
ど
、
盛

大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
本
学
総
合
博
物

館
の
小
林
快
次
教
授
よ
り
、「
恐
竜
絶

滅
と
歯
の
関
連
性
」
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
記
念
式
典
で

は
、
歯
学
部
同
窓
会
の
森
本
達
也
専
務

理
事
の
司
会
の
も
と
、
ま
ず
、
渡
邊
岳

彰
同
窓
会
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
、
日
本
歯
科
医
師
会
の
高

橋
英
登
会
長
、
北
海
道
歯
科
医
師
会
の

藤
田
一
雄
会
長
、
本
学
の
横
田
篤
理

事
・
副
学
長
、
網
塚
憲
生
歯
学
研
究
院

長
及
び
福
島
和
昭
名
誉
教
授
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
記
念
祝

賀
会
で
は
、
渡
邊
同
窓
会
長
の
開
会
の

挨
拶
の
後
、
札
幌
歯
科
医
師
会
の
山
田

尚
会
長
、
及
び
北
海
道
大
学
病
院
の
佐

藤
嘉
晃
副
病
院
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

幅﨑研究院長

寳金総長による挨拶

情
報
科
学
研
究
院
・
情
報
科
学
院

９
月
27
日（
金
）10
時
～
13
時　

情
報
科
学
院・研
究
院
棟
Ａ
21
会
議
室（
開
会

・
閉
会
式
、ポ
ス
タ
ー
概
要
説
明
）、２
Ｆ
ラ
ウ

ン
ジ（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）、11
Ｆ
会
議
室（
意
見

交
換
会
）　

参
加
者
49
名

北
楡
会
・
北
海
道
大
学
情
報
系
交
流
会

北海道大学 ホームカミングデー2024
創基150周年カウントダウンイベント

矢野研究院長の
挨拶

髙橋代表理事
による講演

松野名誉教授 
による講演

「
臨
床
に
ま
な
び
、
臨
床
に
か
え
す
―

職
能
と
薬
物
治
療
の
発
展
を
目
指
し
て

―
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
感
染
症
の
治
療

に
お
け
る
実
臨
床
か
ら
研
究
ま
で
、
病

院
部
門
で
一
貫
し
て
活
動
さ
れ
て
き
た

ご
経
験
な
ら
で
は
の
視
点
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら
は
様
々

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
先
生
方
は
一
つ

一
つ
詳
細
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
臨
床
研
究
の
テ
ー
マ
の
選
び
方
、

解
決
方
法
な
ど
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
Ｉ
ｎ 

ｖ
ｉ
ｖ
ｏ
と
臨
床
経
験
を
融
合

し
た
内
容
で
、
非
常
に
興
味
深
い
講
演

で
し
た
」「
す
べ
て
が
結
果
に
繋
が
ら

な
く
て
も
研
究
を
し
て
い
く
こ
と
か

ら
何
か
が
生
み
出
せ
る
の
か
も
し
れ
な

い
、
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
28
日（
土
）13
時
～
16
時

医
学
部
学
友
会
館「
フ
ラ
テ
」ホ
ー
ル

参
加
者
67
名

医
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

フ
ラ
テ
祭
２
０
２
４
を
開
催

医
学
研
究
院
・
医
学
院
・
医
学
部
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令
和
６
年
度
獣
医
学
部
同
窓
会
通
常

総
会
は
、
獣
医
学
研
究
院
講
堂
で
47
名

の
出
席
者
（
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
３
名
を

含
む
）
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
野
敦
情
報
科

学
研
究
院
長
・
学

院
長
並
び
に
伊
藤

明
男
北
楡
会
会
長

か
ら
の
挨
拶
に
続

き
、
北
楡
会
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
学
生
に
よ
る
、
シ
ョ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
ス
タ
ー
発

表
会
を
行
い
ま
し
た
。
発
表
件
数
は
、

北
楡
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
６
件
、
学
生
は

21
件
で
し
た
。
北
楡
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に

よ
る
発
表
は
、
今
年
度
が
初
の
試
み
で

す
。
伊
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
北
楡

会
の
皆
様
と
本
研
究
院
の
教
員
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

北
楡
会
と
本
研
究
院
・
学
院
の
今
後
の

連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
開
会
挨
拶

　

情
報
科
学
研
究
院
長
・
学
院
長

　

近
野
敦
教
授

　

北
楡
会  

伊
藤
明
男
会
長

・
発
表
会
（
北
楡
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
学

　

生
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

・
意
見
交
換
会

ポスター発表会の様子①

ポスター発表会の様子②

　

農
学
院
・
農
学
研
究
院
・
農
学
部
で

は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
行
事
と

し
て
、
市
民
公
開
「
新
渡
戸
稲
造
記
念

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
演

会
は
、
一
般
社
団
法
人
札
幌
農
学
同
窓

会
と
共
に
主
催
し
て
お
り
、
明
治
31
年

発
足
の
札
幌
農
林
学
会
が
開
催
し
て
き

た
学
術
講
演
会
の
中
の
特
別
講
演
会
を

継
承
・
発
展
さ
せ
て
き
た
歴
史
を
持
ち

ま
す
。
平
成
９
年
以
来
、
広
く
一
般
市

民
の
方
々
に
も
公
開
し
て
お
り
、
今
年

度
も
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ

ン
タ
ー
及
び
一
般
社
団
法
人
新
渡
戸
遠

友
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
に
よ
る
共

催
、
北
海
道
や
札
幌
市
等
54

団
体
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
同
窓
生
や

教
職
員
、
学
生
以
外
に
も
一

般
市
民
を
含
め
50
名
以
上
が
参
加
し
、

野
口
伸
農
学
研
究
院
長
に
よ
る
開
会
挨

拶
の
後
、
副
学
長
の
𢎭
和
順
教
授
か
ら

「
新
渡
戸
稲
造
と
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
」

と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
渡
戸
稲
造
の
生
涯
や
著
書
『
武

士
道
』
か
ら
新
渡
戸
の
精
神
が
解
説
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
た
い
と
の
思
い

か
ら
設
置
さ
れ
た
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の

活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
質
問
や
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
最
後
に
札
幌
農
学
同

窓
会
理
事
長
の
松
井
博
和
名
誉
教
授
か

ら
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
大
変
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

野口研究院長による
ご挨拶

𢎭教授の講演

９
月
28
日（
土
）13
時
～
15
時

農
学
部
大
講
堂　

市
民
公
開「
新
渡
戸
稲
造
記
念
講
演
会
」

農
学
院
・
農
学
研
究
院
・
農
学
部

　

八
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
議

案
に
は
、
今
後
の
同
窓
会
報
・
名
簿

の
発
行
形
態
と
い
う
重
要
な
審
議
が

含
ま
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
総
会
に
引
き
続
き
、

第
13
回
北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
国
際
共
修
、
多
文
化

間
共
修
環
境
の
先
進
部
局
と
し
て
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
獣
医
学
部
及
び

獣
医
学
研
究
院
が
実
施
し
て
い
る
活

発
な
国
際
活
動
の
一
端
を
同
窓
一
同

が
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

担
当
教
員
等
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

説
明
に
続
き
、
実
際
に
活
動
を
経
験

し
た
学
生
か
ら
体
験
談
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
部
の
取
り
組
み
で
は
、
タ
イ
、
イ

ギ
リ
ス
、
ザ
ン
ビ
ア
で
の
活
動
内
容
、

大
学
院
の
取
り
組
み
で
は
、
卓
越
大
学

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
し
た
内
容
を
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
獣
医

学
部
及
び
研
究
院
が
「
国
際
共
修
、
多

文
化
間
共
修
」
を
活
発
に
推
進
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
後
、
引
き
続

き
、
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
１

時
間
少
々
の
短

い
時
間
で
し
た

が
、
同
窓
生
、
学

生
が
交
流
を
深

め
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

獣
医
学
部

９
月
28
日（
土
）13
時
～
16
時

獣
医
学
研
究
院
講
堂  

参
加
者
47
名

令
和
６
年
度

獣
医
学
部
同
窓
会
通
常
総
会

水
産
科
学
研
究
院
・
水
産
科
学
院
・

水
産
学
部
／
北
水
同
窓
会

９
月
29
日（
日
） 

10
時
～
11
時
30
分

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟

参
加
者　

講
演
会
30
名
、懇
親
会
59
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
４

水
産
学
部
卒
業
生
・
在
校
生
の
つ
ど
い

　

本
年
は
、
水
産
科
学
未
来
人
材
育
成

館
の
完
成
披
露
式
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
講
演
会
と
北
水
同
窓
会
懇
親
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
本
学

部
Ｏ
Ｂ
で
総
合
博
物
館
水
産
科
学
館
館

長
の
今
村
央
教
授
に
、「
魚
類
分
類
学

の
す
す
め
―
水
産
科
学
研
究
院
で
展
開

さ
れ
る
魚
類
の
基
礎
研
究
―
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
内

容
は
、
魚
類
の
系
統
分
類
と
種
分
類
の

考
え
方
と
そ
の
重
要
性
、
国
際
命
名
規

約
と
学
名
の
成
り
立
ち
、
新
種
の
命
名

法
等
を
、
様
々
な
魚
類
の
実
例
と
と
も

に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
の
質
問
に
も
明

快
な
回
答
を
い
た
だ
き
、
国
際
的
か
つ

学
際
的
な
学
問
分
野
な
ら
で
は
の
、
大

変
奥
行
き
の
深
い
知
識
が
得
ら
れ
る
講

演
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
函

館
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
と
い
う
特
性

を
活
か
し
て
、
全
国
か
ら
駆
け
付
け
た

卒
業
生
と
、
現
役
学
生
の
直
接
交
流
が

実
現
し
ま
し
た
（
他
に
現
役
教
員
８
名

も
参
加
）。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

自
ら
の
将
来
像
を
固
め
る
た
め
に
有
益

な
情
報
を
、
卒
業
生
か
ら
直
接
得
ら
れ

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
か

ら
は
、
現
役
学
生
の
気
質
や
考
え
方
が

分
か
る
と
同
時
に
、
抱
い
て
い
る
悩
み

を
直
接
聞
い
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
、
か

つ
て
学
生
時
代
の
悩
み
や
不
安
を
思
い

起
こ
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
懐
か
し
い

気
持
ち
に
な
れ
た
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
け
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後
に
は
都

ぞ
弥
生
と
水
産
放
浪
歌
を
斉
唱
し
て
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演をする横田氏

OBと現役学生

境
科
学
院
校
舎
を
背
景
に
屋
外
よ
り
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
修
了
生
の
皆
さ
ん

に
は
懐
か
し
い
学
び
舎
を
ご
覧
い
た
だ

き
な
が
ら
、
講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
各
地
よ
り
４
名
の
修
了

生
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
者

は
石
川
修
平
さ
ん
（
株
式
会
社
ク
ボ
タ

エ
ン
ジ
ン
ジ
ャ
パ

ン
）、
三
栖
紗
也
香

さ
ん
（
株
式
会
社

村
田
製
作
所
）、
小

林
勇
介
さ
ん
（
兵

庫
教
育
大
学
）、

そ
し
て
佐
藤
壮
一

郎
さ
ん
（
京
都
府

立
大
学
）
で
す
。

現
職
の
企
業
を
選

ん
だ
理
由
や
「
中

の
人
」（
関
係
者
）

で
な
い
と
分
か
ら
な
い
業
務
内
容
や
遣

り
が
い
、
業
務
か
ら
学
び
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
大
学
院
時
代
の
研
究
が
活
か

さ
れ
て
い
る
場
面
な
ど
、
詳
し
く
分
か

り
や
す
く
ご
講
演
く
だ
さ
り
、
学
生
等

参
加
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
科
学
院
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
修
了
生
を
お
迎
え
し
、
現
職

の
業
務
内
容
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
学
生
時
代
の
経
験
や
就
職
活
動

を
踏
ま
え
て
、
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
講
演
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
り
、
冒
頭
に
谷
本
陽
一
地
球
環
境
科
学

研
究
院
長
・
環
境
科
学
院
長
よ
り
、
環

ポスター

講演者の皆さん（左4名）と
司会の先崎理之先生（右）

９
月
27
日（
金
）15
時
～
17
時

オ
ン
ラ
イ
ン　

参
加
者
53
名

環
境
科
学
院
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

お
い
て
修
了
生
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

環
境
科
学
院
／
環
境
科
学
同
窓
会

伊藤会長の挨拶

通常総会後の集合写真

懇親会の様子

通常総会の審議風景

北海道大学 ホームカミングデー2024
創基150周年カウントダウンイベント

　

秋
晴
れ
の
９
月
28
日
（
土
）、
国
際

広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
で
は
、「
修

了
生
、
活
躍
中
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

修
了
生
２
名
に
よ
る
講
演
会
及
び
懇
親

会
を
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
棟
４
０
７
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

奥
聡
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学

院
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の
後
、
ま
ず

９
月
28
日（
土
）14
時
～
18
時

メ
デ
ィ
ア・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
棟　

参
加
者
20
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
＠
Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

修
了
生
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
在
学
生
２
０
２
４

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院

本
学
院
４
期
生
の
遠
山
り
え
氏
（
札
幌

国
際
法
律
事
務
所
）
に
よ
る
「
あ
な
た

の
知
ら
な
い
弁
護
士
の
世
界
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠
山
氏
は

業
界
の
仕
組
み
や
職
務
内
容
を
、
明
朗

か
つ
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
語
り
口
で

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ド
ラ
マ
や
映
画
に
登
場
す
る

弁
護
士
と
実
際
の
弁
護
士
の
ふ
る
ま
い

の
違
い
な
ど
、
普
段
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
興
味
深
い
内
容
に
、
皆
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
８
期
生
の
金
明
柱
氏
（
同

志
社
女
子
大
学
）
に
よ
る
講
演
、「
大
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産
学
・
地
域
協
働
推

進
機
構
は
北
大
ブ
ラ
ン

ド
認
定
商
品
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
「
エ
ル
ム

の
森
」
に
て
、
認
定

商
品
を
取
り
扱
っ
て
い

　

附
属
図
書
館
は
、
創
基
１
５
０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
パ
ネ
ル
企
画

展
示
「
北
方
古
地
図
展
（
第
一
期
）
北

海
道
図
の
変
遷
」
を
、８
月
23
日
（
金
）

か
ら
９
月
29
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
館
所
蔵
の
北
方
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
開
拓
使
の
写
真
や
地
図
な
ど
を

は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
和
漢
書

や
現
代
の
出
版
物
ま
で
北
海
道
を
中
心

と
し
た
北
方
地
域
に
関
す
る
様
々
な
資

料
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

北
海
道
（
蝦
夷
）、樺
太
（
カ
ラ
フ
ト
）、

千
島
の
地
図
・
図
類
は
系
統
的
に
収
集

し
て
お
り
、大
変
興
味
深
い
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
展
示
で
は
、
特
に
江
戸
初
期

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

特
色
あ
る
北
海
道
図
を
10
点
選
出
し
、

地
図
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
図
書

館
で
は
科
学
研
究

費
補
助
金
の
採
択

に
よ
り
北
方
資
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

公
開
し
て
い
る
デ

ジ
タ
ル
画
像
の
高

精
細
化
を
進
め
て

お
り
、
今
回
の
展
示
で
も
そ
の
詳
細
な

画
像
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
来
場
さ
れ

た
多
く
の
方
か
ら
「
良
か
っ
た
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
、好
評
を
得
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
棟
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス（
旧

昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
）
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
北
大
ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
・

ラ
ボ
」
内
に
も
ご
案
内
し
、
ラ
ボ
の
紹
介

の
ほ
か
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
存
す
る

最
古
の
歴
史
的
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
様
子
も
紹

介
し
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

天
井
は
、
当
時
の
梁
が
そ
の
ま
ま
見
え
る

形
で
改
修
さ
れ
て
お
り
、
天
井
の
合
板
と

床
材
に
は
、
研
究
林
の
木
材
が
使
用
さ
れ

て
い
る
等
、
本
学
の
昔
と
今
が
融
合
す
る

空
間
と
な
って
お
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

も
興
味
深
く
説
明
に
聞
き
入
って
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る

現
役
学
生
が
知
ら
な
い
情
報
等
も
共
有

さ
れ
る
等
、
本
学
の
新
た
な
一
面
を
知
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」
で
は
、
創
基

１
５
０
周
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マッ
ピ

ン
グ
が
放
映
さ
れ
て
お
り
、
短
い
時
間
で

し
た
が
映
像
で
見
る
本
学
の
様
子
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
例
年
、

年
に
数
回
、一
般
市
民
や
受
験

生
向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
お
伺
い
し
た
お
話
も
参

考
に
し
、
よ
り
良
い
企
画
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

遠山氏による講演

古河講堂の紹介

北大ワインテイスティング・ラボ
の紹介

金氏による講演

　

植
物
園
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
特
設
窓
口
を
設
置
し
、
卒
業

生
等
を
出
迎
え
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代

に
わ
た
る
21
名

の
卒
業
生
等
が

道
内
外
か
ら
来

園
し
、
庭
園
、

博
物
館
・
宮
部

金
吾
記
念
館
な

ど
を
懐
か
し
そ

う
に
見
学
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
物
生
産
研
究
農
場
の
「
北
大
農

場
」
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
14
時
30
分
開
始

と
15
時
30
分
開
始
の
２
回
実
施
し
ま
し

た
。
同
窓
生
の
方
々
、
合
計
10
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
天
候
は
快
晴
で
、

少
し
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
同

様
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ

ン
タ
ー
管
理
棟
の
屋
上
へ
ご
案
内
し
、

農
場
全
体
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、

生
物
生
産
研
究
農
場
の
活
動
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
農
場
内
に
設
置
さ
れ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
や

最
近
の
教
育
研
究
の
説
明
も
行
い
ま
し

た
。
同
窓
生
の

皆
様
か
ら
学
生

時
代
に
「
講
義

や
研
究
の
合
間

に
ふ
ら
っ
と
来

て
い
た
」
等
コ

メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
２
回

の
ツ
ア
ー
と
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲

気
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・「
北
大
農
場
」ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
報
告

９
月
28
日（
土
）①
14
時
30
分
～
15
時

②
15
時
30
分
～
16
時

生
物
生
産
研
究
農
場　

参
加
者
10
名

・
植
物
園
の
縦
覧
見
学

９
月
28
日（
土
）９
時
～
16
時
30
分

植
物
園　

参
加
者
21
名

植
物
園
の
縦
覧
見
学
、

「
北
大
農
場
」
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
報
告

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

　

現
役
北
大
生
と
巡
る
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
と
題
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
、
北

大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス

タ
ッ
フ
で
あ
る
現
役
の
学
生
が
正
門
を
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
て
実
施
し
、
卒
業
生

や
元
教
職
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

９
月
28
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者
10
名

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

現
役
北
大
生
と
巡
る
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

沿革展示室

展示回廊

展示の様子

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部（
北
大
キ
ャ
ン
パ

ス
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）（
校
友
会

エ
ル
ム
共
催
）

屋上から説明する後藤農場長

植物園で受付記帳する同窓生

カフェdeごはん
北大食材のプレート る

店
舗
と
商
品
を
マ
ッ
プ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
展
示
及
び
学
内
飲
食
店
と
協
力

し
、
普
段
は
一
般
流
通
し
な
い
本
学
の

農
産
物
を
使
用
し
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
生
物
生
産

研
究
農
場
の
北
大
牛
乳
、
卵
や
野
菜
、

静
内
研
究
牧
場
の
北
大
短
角
牛
、
七
飯

淡
水
実
験
所
の
北
大
ト
ラ
ウ
ト
、
構
内

の
腐
葉
土
で
育
て
ら
れ
た
大
葉
を
使
用

し
た
料
理
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
大
学
病
院
栄
養
管
理
部
と

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
エ
ル
ム
の
森
」
内
の

カ
フ
ェde

ご
は
ん
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る「
北

大
マ
イ
ン
ド
食*

弁
当
」
を

販
売
し
ま
し
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
卒
業
生
・
観
光
客

の
方
々
、
及
び
地
元
の
皆
様

に
は
、
実
際
に
農
場
生
産
物

を
食
べ
、
北
大
ブ
ラ
ン
ド
商

品
を
手
に
取
っ
て
頂
く
こ
と

を
通
じ
て
、
本
学
の
研
究
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。展示ブース

９
月
27
日（
金
）～
９
月
29
日（
日
）

８
時
30
分
～
20
時
30
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
エ
ル
ム
の
森
」

北
大
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
つ
い
て
の
紹
介

―
北
大
の
研
究
成
果
を
活
か
し
た
商
品

の
紹
介
―

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構

＊マインド食：（MIND: MediterraneanDASH Intervention for Neurodegenerative 
Delay）は、「地中海食」と、高血圧の予防を目的とした「DASH食」を掛け合わせた食事
法のことで、加齢による認知機能低下を遅らせる食事パターンとして注目されています。

学
教
員
に
な
る
ま
で
・

な
っ
て
か
ら
～
大
学
院
卒

業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
氏

は
修
士
号
・
博
士
号
を
本

学
院
で
修
め
ら
れ
た
あ

と
、
日
本
国
内
の
高
等
教

育
機
関
で
教
職
に
就
か
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
経

験
と
そ
の
中
で
感
じ
ら
れ
た
気
づ
き
や

問
題
意
識
を
、
こ
ち
ら
も
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
講
演
と
も
、
同
窓
生
が
集
う
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な
ら
で
は
の
踏
み

込
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
他
の
修
了
生
に
と
っ
て
も
在
学
生

に
と
っ
て
も
、
非
常
に
学
び
の
多
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
も
昔
話
や
互
い
の
近
況
報
告
に
花
が

咲
き
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
28
日（
土
）・９
月
29
日（
日
）９
時
～
17
時

附
属
図
書
館
本
館
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

参
加
者
：
北
大
関
係
者
、一
般
市
民
等

企
画
展
示

附
属
図
書
館

　

大
学
文
書
館
で
は
、９
月
28
日
（
土
）

及
び
29
日
（
日
）
に
わ
た
り
、
館
内
展

示
の
①
企
画
展
示
「
数
学
者
桂
田
芳
枝

が
切
り
拓
い
た
女
性
研
究
者
の
道
」（
会

場：沿
革
展
示
室
）、②
パ
ネ
ル
展
示
「
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
～
あ
の
時
あ
の

場
所
、今
昔
」（
会
場：２
階
展
示
回
廊
）、

③
常
設
展
示「
北
大
生
の
群
像
」（
会
場：

展
示
ホ
ー
ル
）
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

本
学
最
初
の
女
性
の
教
授
と
な
っ
た

数
学
者
桂
田
芳
枝
の
事
績
を
紹
介
し
た

企
画
展
示
①
で
は
、
村
守
隆
男
氏
か
ら

新
た
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
桂
田
芳

枝
に
よ
る
特
別
講
義
「
大
域
の
微
分
幾

何
学
特
講
」の
記
録
ノ
ー
ト（
１
９
６
９

年
）
も
公
開
し
ま
し
た
。

　

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
所
を
紹
介
し

た
②
で
は
、
１
９
０
０
～
２
０
２
０
年

代
の
風
景
写
真
や
設
計
図
面
等
か
ら
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
を
掲
げ
、
白
堊
館
（
旧

工
学
部
本
館
）
の
外
壁
タ
イ
ル
な
ど
も

公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
函
館
キ
ャ
ン

パ
ス
に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風

景
や
お
し
ょ
ろ
丸
の
写
真
を
パ
ネ
ル
に

し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
卒
業
生
の
方
々
や
、
平

日
開
館
日
に
は
来
館
で
き
な
い
一
般
の

方
々
な
ど
が
訪
れ
、
両
日
あ
わ
せ
て
44

名
が
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
者
の
方

か
ら
は
、「
白
堊
館
」
や
、
１
９
６
０
年

代
頃
の
中
央
ロ
ー
ン
の
風
景
を
懐
か
し

く
思
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

９
月
28
日（
土
）・９
月
29
日（
日
）

９
時
30
分
～
16
時
30
分

大
学
文
書
館　

参
加
者
44
名

企
画
展
示

「
数
学
者
桂
田
芳
枝
が
切
り
拓
い
た
女

性
研
究
者
の
道
」
等
を
公
開

大
学
文
書
館

北海道大学 ホームカミングデー2024
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挨
拶
を
い
た
だ
き
、
横
田
篤
理
事
・
副

学
長
の
締
め
の
挨
拶
で
２
時
間
弱
の
会

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
再
び

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
う

楽
し
い
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
28
日
（
土
）
に
百
年
記
念
会
館

に
て
「
ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会
ラ
ン
チ

パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
本
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
で

す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
久
々
の
開
催
と
な
っ

た
昨
年
よ
り
も
同
窓
生
や
元
教
職
員
、

現
役
教
職
員
の
参
加
者
が
増
え
、
寳
金

清
博
総
長
を
は
じ
め
大
学
執
行
部
の
先

生
方
を
交
え
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
ほ
っ
か
い

ど
う
同
窓
会
の
真
弓
彦
新
会
長
、
寳
金

総
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、本
パ
ー
テ
ィ
ー

の
ド
リ
ン
ク
の
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し

た
株
式
会
社
幸
楽
輸
送
社
長
の
不
動
直

樹
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
歓
談
と
な
り

ま
し
た
。

　

歓
談
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か

し
む
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
新
し

い
出
会
い
な
ど
も
随
所
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
東
京
よ
り
駆

け
つ
け
て
い
た
だ

い
た
校
友
会
エ
ル

ム
の
石
山
喬
前
会

長
、
東
京
同
窓
会

の
廣
重
勝
彦
様
よ

り
会
の
途
中
で
ご

９
月
28
日（
土
）12
時
～
14
時

百
年
記
念
会
館　

参
加
者
60
名

ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会

（
校
友
会
エ
ル
ム
共
催
）

　

現
在
の
恵
迪
寮
は
築
40
年
を
超
え
老

朽
化
が
進
み
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
改

修
問
題
に
つ
い
て
広
く
認
識
を
共
有
す

る
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本
同
窓
会
の
藤
田
正
一
副
理

事
長
（
元
副
学
長
）
は
、「
学
寮
は
学

生
の
経
済
的
救
済
・
人
格
形
成
・
文
化

創
造
の
場
な
ど
の
多
様
な
機
能
を
持

ち
、
こ
れ
ら
の
教
育
効
果
は
自
治
寮
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
実
現
で
き
る
。
札
幌

農
学
校
寄
宿
舎
以
来
の
歴
史
が
あ
る
寮

自
治
こ
そ
、『
北
大
に
通
底
す
る
精
神
』

の
生
き
た
継
承
の
場
だ
。
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
な
る
と
、
思
い
出
し
た
よ

う
に
ク
ラ
ー
ク
精
神
を
語
り
、入
学
式・

卒
業
式
で
は『
都
ぞ
弥
生
』を
歌
う
が
、

そ
の
生
き
た
継
承
者
た
る
恵
迪
寮
は
少

し
も
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で

よ
い
の
か
」
と
、
自
治
寮
と
し
て
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
恵
迪
寮

自
治
会
大
規
模

改
修
専
門
委
員
会

の
鎌
倉
大
輔
委
員

長
は
、
平
成
26
年

の
大
規
模
改
修
の

頓
挫
の
経
緯
と
反

省
、
及
び
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

し
、
今
な
お
先
行
き
は
不
透
明
だ
が
、

未
来
の
困
窮
学
生
支
援
と
寮
自
治
の
継

承
の
為
に
も
、
寮
の
存
続
を
第
一
と
し

て
、
改
修
の
現
実
的
な
課
題
に
は
柔
軟

に
妥
協
点
を
見
出
し
、
建
設
的
に
交
渉

を
行
っ
て
い
く
方
針
を
発
表
し
、
理
解

と
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
吉
沢
武
治
代
表

幹
事
は
「
恵
迪
寮
の
存
続
は
全
同
窓

生
の
共
通
要
求
で
あ
り
、
躯
体
調
査
の

結
果
も
建
替
え
不
要
の
よ
う
だ
。
北

大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
で
の
寮
改
修

支
援
募
金
を
は
じ
め
、大
学
・
自
治
会
・

同
窓
会
の
三
者
懇
談
会
等
に
よ
り
北

大
の
担
当
理
事
、
関
係
者
と
相
互
理

解
を
一
層
深
め
、
恵
迪
寮
の
早
期
改

修
を
何
と
し
て
も
実
現
す
る
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。 恵迪寮改修問題を考える

ランチパーティーの様子
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９
月
28
日（
土
）15
時
～
16
時
30
分

高
等
教
育
推
進
機
構　

参
加
者
３
名

９
月
28
日（
土
）10
時
～
16
時

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ハ
ブ「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」

参
加
者
87
名

「
北
大
道
新
ア
カ
デ
ミ
ー
体
験
受
講 

古
文
書
か
ら
紐
解
く
ツ
ル
と
人
の
関
係

史
」
を
開
催

創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
紹
介

大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
部

９
月
28
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

ク
ラ
ー
ク
会
館　

参
加
者
59
名

北
大
学
寮
（
恵
迪
寮
）
１
５
０
周
年

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト　

誇
り
高

き
自
治
寮
よ 

永
遠
に
！
―
恵
迪
寮
改

修
問
題
を
考
え
る
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
般
社
団
法
人
恵
迪
寮
同
窓
会

創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
企
画
運

営
委
員
会
（
創
基
１
５
０
周
年
記
念

事
業
準
備
事
務
室
）

会
の
実
現
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
株
式
会
社
サ
イ
バ
コ
の

岩
瀨
峰
代
代
表
取
締
役
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
加
わ
り
、
次
世
代
畜
産
の
研
究

か
ら
実
装
を
目
指
す
後
藤
教
授
の
研
究

を
軸
に
、
研
究
・
行
政
・
事
業
の
立
場

か
ら
、
後
藤
教
授
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ー

ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
田

名
辺
健
人
氏
、
産
学
・
地
域
協

働
推
進
機
構
の
齊
藤
大
地
准
教

授
、
白
老
町
農
林
水
産
課
主
査

の
安
藤
啓
一
氏
の
３
名
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
も
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
新
し
い
技
術
・

研
究
の
社
会
実
装
の
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
が
必
要

か
、
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能
に

な
り
、
持
続
可
能
な
未
来
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
企
画
運

営
委
員
会
は
、
創
基
１
５
０
周
年
カ
ウ

　

大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
部
は
、
９
月
28
日
（
土
）、

高
等
教
育
推
進
機
構
Ｎ
１
講
義
室
に
お

い
て
「
北
大
道
新
ア
カ
デ
ミ
ー
体
験
受

講 　

古
文
書
か
ら
紐
解
く
ツ
ル
と
人
の

関
係
史
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
体

験
受
講
は
、
９
月
か
ら
11
月
の
土
曜
日

に
合
計
８
回
開
催
さ
れ
る
、
令
和
６
年

度
北
大
道
新
ア
カ
デ
ミ
ー
総
合
コ
ー
ス

「
動
物
と
人
間
社
会
～
科
学
・
歴
史
・

文
化
か
ら
問
い
直
す
～
」
を
今
回
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
来
場
者
の
た

め
に
開
放
し
た
も
の
で
す
。

　

講
義
は
、
歴
史
鳥
類
学
、
博
物
誌
を

専
門
と
す
る
、
文
学
研
究
院
の
久
井
貴

世
准
教
授
が
担
当
し
ま
し
た
。
古
文
書

の
記
録
か
ら
ツ
ル
の
生
息
状
況
や
人

と
の
関
わ
り
の
歴
史
を
紐
解
き
、
今

後
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
る

内
容
で
す
。
来
場
者
が
気
軽
に
体
験
受

講
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
北
大
道
新

ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
別
の
教
室
を
準
備

し
、
講
義
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す
る

形
式
で
行
い
ま
し
た
。
３
名
の
来
場
者

は
、
最
後
ま
で
熱
心
に
講
義
を
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。

　

情
報
発
信
施
設
検
討
Ｗ
Ｇ

で
は
、
１
５
０
周
年
記
念
の

機
運
醸
成
及
び
研
究
の
社
会

実
装
を
目
的
と
し
て
、
学
内

の
農
林
水
産
領
域
研
究
を
起

点
に
、
地
域
産
業
・
行
政
と

連
携
し
た
「
北
海
道
の
次
の

１
５
０
年
」
を
構
想
し
、
実

装
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
へ
つ
な
げ
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
そ
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
性
化
拠
点
『ENLIGHT
』
社

会
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機

構
の
滝
田
陽
介
特
任
准
教
授
か
ら
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
構
想
の
発
表
が
あ

り
、
続
い
て
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
の
後
藤
貴
文
教
授
か
ら

「
先
端
生
物
科
学
と
ス
マ
ー
ト
放
牧
管

理
で
Ｚ
世
代
が
導
く
革
新
的
な
地
域
社

パネルディスカッションの様子 講演する後藤教授

９
月
28
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」

参
加
者
：
24
名

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
拠
点

「ENLIGH
T

」
社
会
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
想
発
表
会

創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
企
画
運
営

委
員
会　
情
報
発
信
施
設
検
討
Ｗ
Ｇ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
４
に

お
い
て
、
創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業

の
紹
介
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

創
基
１
５
０
周
年
紹
介
動
画
（
３

面
）
の
上
映
、
主
な
記
念
事
業
の
パ

ネ
ル
展
示
、「
北
大
百
年
史
」「
北
大

百
二
十
五
年
史
」「
北
海
道
大
学
百
五
十

年
史
（
資
料
編
一
）」
等
の
閲
覧
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
Ｈ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ッ
ク

ス
の
協
力
に
よ
り
、
企
画
：
北
海
道
大

学
、
制
作
： 

北
海
道
放
送
映
画
株
式
会

社
（ 

現
Ｈ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ッ
ク
ス
）「
エ
ル

ム
の
学
園
」（
１
９
６
４
年
、
42
分
間
、

16
㎜
映
画
）
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

を
限
定
公
開
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
３

台
を
用
意
し
て
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
方
が
出
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
「
自
分
は
昭
和
41
年
入
学
な
の
で
、
ほ

ぼ
同
時
期
の
映
像
は
懐
か
し
い
」「
父
の

働
い
て
い
た
頃
の
様
子
を
知
り
た
く
、

母
と
視
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
限
定
公
開
で
は
な
く
、YouTube

上

で
公
開
し
て
は
」「
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
施

設
の
資
料（
建
築･

環
境･

景
観･

計
画
）

を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
お
く
」
等
々
ご

意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
１
５
０
周
年
に
向
け
、
ま

た
、
そ
の
先
の
１
５
０
年
に
向
け
、
意

義
あ
る
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

９
月
28
日（
土
）16
時
～
18
時

ク
ラ
ー
ク
会
館　

参
加
者
69
名

寮
歌
の
集
い

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
同
じ

会
場
で
道
内
外
か
ら
の
同
窓
生
を
は
じ

め
と
す
る
多
彩
な
参
加
者
69
名
を
得

て
、「
寮
歌
の
集
い
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
恵
迪
寮
同
窓
会
の
横
山
清
理

事
長
、
北
海
道
恵
迪
寮
同
窓
会
の
内
藤

春
彦
会
長
の
挨
拶
、「
都
ぞ
弥
生
」
の

斉
唱
、
恵
迪
寮
同
窓
会
の
藤
田
正
一
副

理
事
長
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
、
し
ば
ら

く
の
懇
談
の
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
寮

歌
高
唱
」
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、「
寮
歌
に
歌
わ
れ
た
地

名
を
た
ど
る
」
と
題
し
て
、
参
加
者

全
員
で
北
海
道
を
旅
し
ま
し
た
。
恵

迪
寮
寮
歌
に
多
く
の
地
名
が
歌
わ
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
企
画
で
す
。
都

で
「
清
き
国
」
を
憧
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
津
軽
海
峡
を
越
え
て
来
道
し
、

北
海
道
の
各
地
や
札
幌
市
内
を
歌
で

享
受
し
ま
し
た
。
明
治
40
年
か
ら
今

日
ま
で
連
綿
と
作
り
続
け
ら
れ
て
い

る
恵
迪
寮
寮
歌
の
奥
深
さ
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
小
樽
商
科
大
学
の
友

情
出
演
、
現
役
寮
生
に
よ
る
最
新
寮

歌
の
披
露
、
応
援
吹
奏
団
に
よ
る
演

奏
で
し
た
。

　

第
三
部
は
、
代
表
寮
歌
や
新
し
い
寮

歌
の
大
合
唱
で
し
た
。
同
窓
会
の
行
事

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
約
20
名
の
現
役

恵
迪
寮
生
の
若
々
し
い
歌
声
に
、
多
く

の
同
窓
生
は
元
気
を
も
ら
う
と
と
も

に
、
寮
歌
が
今
も
な
お
生
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で

肩
を
組
ん
で
、「
都
ぞ
弥
生
」
１
～
５

番
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
北
海
道
恵
迪
寮
同
窓
会
の

千
川
浩
治
副
会
長
か
ら
の
閉
会
挨
拶
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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風
景
と
の
対
話

お
供
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
缶
ビ
ー
ル

　

弁
当
箱
く
ら
い
の
大
き
さ
に
割
り

採
っ
た
安
山
岩
を
い
く
つ
か
集
め
、
そ

の
晩
は
鄙
び
た
山
の
湯
に
入
る
１
泊
２

日
の
旅
。

　

昼
飯
時
、
重
い
石
を
担
い
で
よ
れ
よ

れ
に
な
っ
て
山
頂
に
た
ど
り
着
く
と
、

先
生
は
す
で
に
缶
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、

小
さ
な
画
帳
に
周
辺
の
山
を
す
ら
す
ら

と
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

な
ん
と
も
爽
や
か
で
抒
情
的
な
光
景
で

あ
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
こ
う
い

う
風
に
生
き
た
い
も
の
だ
な
あ
。
教
授

か
ら
教
え
ら
れ
た
地
質
学
の
学
問
は
何

一
つ
覚
え
て
い
な
い
が
、
こ
の
刺
激
的

な
光
景
だ
け
を
覚
え
て
い
る
。

　

旅
に
出
て
、
そ
の
場
の
印
象
を
小
さ

な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

残
す
の
は
、
な
ん
と
も

楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

最
近
は
山
登
り
が
だ
ん

だ
ん
き
つ
く
な
っ
た
の

で
、
専
ら
川
の
土
手
を

歩
く
こ
と
が
多
い
。
多

摩
川
や
相
模
川
な
ど
て

く
て
く
下
り
、
や
っ
と

こ
さ
海
に
出
た
と
き
の

達
成
感
が
な
ん
と
も
楽

し
い
。
富
士
山
を
右
に

見
な
が
ら
酒
匂
川
を
下

る
と
、
目
の
前
に
小

田
原
の
海
が
広
が
る
。

ザ
ッ
ク
か
ら
ビ
ー
ル
と

画
帳
を
取
り
出
し
、
河

口
の
砂
浜
に
咲
く
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
を
前

景
に
し
て
海
を
大
き
く
描
き
乱
雑
に
色

を
付
け
る
。
街
ま
で
歩
け
ば
、
ま
た

ビ
ー
ル
と
天
ぷ
ら
に
あ
り
つ
け
る
。

　

大
雪
山
の
て
っ
ぺ
ん
は
夏
で
も
雪
渓

が
描
け
る
の
で
好
き
な
山
で
あ
る
。
残

雪
の
白
と
は
い
松
の
緑
が
見
事
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
演
じ
て
い
る
。

　

北
大
の
構
内
に
は
絵
心
を
誘
う
農
場

や
古
い
学
舎
が
沢
山
あ
る
。
形
や
色
合

い
が
個
性
的
で
、
こ
こ
は
日
曜
画
家
の

メ
ッ
カ
で
あ
る
。
あ
る
冬
の
朝
、
ひ
と

気
の
な
い
構
内
で
絵
筆
を
走
ら
せ
た
こ

と
も
あ
る
。

　

ヨ
ッ
ト
で
尋
ね
る
島
々
で
の
ス

ケ
ッ
チ
も
楽
し
い
。
最
北
の
名
山
・

利
尻
富
士
や
、
伊
豆
諸
島
・
神
津
島

の
天
上
山
な
ど
は
、
海
か
ら
は
迫
力

満
点
の
眺
め
だ
。

　

ス
ケ
ッ
チ
は
サ
サ
っ
と
描
い
て
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
色
を
付
け
る
。
絵

と
言
う
程
の
も
で
は
な
い
。
黒
百
合
会

の
画
伯
た
ち
に
言
わ
せ
れ
ば
、
絵
画
で

も
何
で
も
な
い
。
で
も
そ
れ
が
楽
し
い

の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
。

　

あ
っ
ち
を
う
ろ
う
ろ
、
こ
っ
ち
を
う

ろ
う
ろ
し
な
が
ら
、
小
さ
な
ザ
ッ
ク
の

中
に
Ｆ
３
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
保
冷

材
に
く
る
ま
っ
た
ビ
ー
ル
缶
一
本
と
握

り
飯
を
い
つ
も
お
供
に
持
っ
て
ゆ
く
。

　

『
昼
飯
は
何
が
う
ま
い
』
と
聞
か
れ

た
ら
、
旨
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
の
、

握
り
飯
と
プ
ッ
シ
ュ
と
開
け
た
ビ
ー
ル

と
答
え
る
。

　

学
科
は
理
学
部
地
質
鉱
物
卒
。
部
活

は
ヨ
ッ
ト
部
。
小
樽
で
ヨ
ッ
ト
に
う
つ

つ
を
抜
か
し
、
地
質
調
査
と
称
し
て
山

野
を
歩
き
回
っ
た
の
が
札
幌
時
代
の
生

活
。

　

４
年
の
卒
論
の
こ
ろ
、
実
験
試
料
の

岩
石
採
取
に
、
教
室
の
八
木
健
三
教
授

と
深
川
あ
た
り
の
低
山
に
出
か
け
た
。

大雪・旭岳にて

教養本部・古河講堂

福
林 

紀
之 

︵
Ｓ
39
理
・
地
質
︶　
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海
道
知
事
の
高
橋
は
る
み
参
院
議
員
、

と
い
う
ご
縁
も
今
は
あ
り
ま
す
。

　

富
山
に
来
て
か
ら
は
、
道
産
子
で
あ

る
お
か
げ
で
、
北
陸
銀
行
の
方
々
は
じ

め
仕
事
の
関
係
で
出
会
う
多
方
面
の
皆

さ
ん
と
も
北
海
道
話
で
盛
り
上
が
る
こ

と
も
多
く
、
12
月
に
は
道
内
出
身
者
や

大
学
・
勤
務
で
の
道
内
在
住
経
験
者
に

よ
る
「
富
山
ど
さ
ん
こ
会
」
の
忘
年
会

を
開
催
、
約
60
名
で
交
流
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
北
大
卒
業
生
と
い
う

こ
と
で
、
北
大
か
ら
長
谷
川
副
理
事
や

廣
重
東
京
オ
フ
ィ
ス
副
所
長
も
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！

　

◆
副
知
事
の
役
割
を
模
索
中

　

私
が
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
富
山
県
庁
の
本
庁
舎
は
今
年
で
築
90

年
を
迎
え
る
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

昭
和
20
年
８
月
、
終
戦
直
前
の
大
空
襲

で
も
生
き
残
っ
た
数
少
な
い
建
物
で
、

副
知
事
室
は
、
正
面
玄
関
か
ら
入
る
と

す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
趣
の
あ
る
階
段
の

先
に
あ
り
ま
す
。

　

副
知
事
は
２
名
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
部
局
を
持
っ
て
お
り
、
私
は
知
事

政
策
局
（
デ
ジ
タ
ル
化
、
男
女
共
同
参

画
、
広
報
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
）、

農
林
水
産
部
、
商
工
労
働
部
、
生
活
環

境
文
化
部
、
企
業
局
（
県
営
水
力
発
電

な
ど
）
を
主
に
見
て
い
ま
す
。
県
庁
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
も
う
一
人
の
副
知
事
に
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
の
検
討
・
県
議
会
答
弁
・
イ

ベ
ン
ト
対
応
等
、
慌
た
だ
し
く
日
々
が

過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
国
か
ら
来
て
い
る
副

知
事
の
最
大
の
役
割
は
、
組
織
の
横
串

を
通
す
こ
と
、
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
で
県
政
に
も
常
に
新

し
く
柔
軟
な
発
想
が
求
め
ら
れ
る
場
面

が
多
い
中
、県
庁
組
織
の
意
外
に
（
！
）

厚
い
縦
割
り
の
壁
を
取
り
払
い
、
連
携

し
て
対
応
す
る
よ
う
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

県
政
の
目
下
最
大
の
課
題
は
、
昨
年

４
月
に
県
人
口
１
０
０
万
人
割
れ
と
い

う
節
目
を
迎
え
た
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
。
国
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す

が
、
人
口
が
減
っ
て
も
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
、
つ

ま
り
人
口
減
少
社
会
へ
の
適
応
策
を
県

全
体
と
し
て
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
さ
に
部
局
横
断
で
対
処
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
考
え
方
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

「
富
山
ら
し
さ
」
を
出
せ
る
よ
う
な
施

策
を
作
ろ
う
と
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

同
時
に
、
都
道
府
県
の
難
し
さ
、
と

い
う
の
も
感
じ
ま
す
。
市
民
に
一
番
近

い
基
礎
自
治
体
と
し
て
ミ
ク
ロ
な
施
策

を
展
開
す
る
市
町
村
と
、
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
マ
ク
ロ

で
実
行
し
て
い
く
国
と
の
間
で
、
都
道

府
県
と
し
て
、
ど
う
力
を
発
揮
す
べ
き

か
。
様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
自

分
な
り
の
理
想
像
を
模
索
中
で
す
。

　

◆
地
方
創
生
を
現
場
か
ら

　

富
山
県
と
い
え
ば
、「
標
高
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
立
山
連
峰
か
ら
水
深

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
富
山
湾
ま
で
、

高
低
差
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
広
が
る
」
と
い
う
の
が
最
大
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
。
一
方
で
、
県
外

の
方
々
か
ら
見
た
知
名
度
や
魅
力
度
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
47
都
道
府
県
の
中
位

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
は
こ
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
を
よ
り
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、「
寿
司
と
い
え
ば
、
富
山
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
魅
力
の

発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
現

実
を
乗
り
越
え
、
地
方
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
地
道
な
取
組
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
や
は
り
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
国
よ
り
も
現
場
に
近

い
行
政
の
場
で
、
こ
の
課
題
に
取
り
組

め
る
こ
と
に
は
と
て
も
意
義
を
感
じ
て
い

ま
す
。
副
知
事
と
い
う
責
任
の
重
さ
を

受
け
止
め
つ
つ
、
微
力
な
が
ら
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
還
暦
ま
で
あ

と
５
年
に
な
り
、
大
学
時
代
の
恩
師
の

当
時
の
年
齢
よ
り
だ
い
ぶ
上
に
な
っ
て
、

つ
く
づ
く
歳
を
感
じ
ま
す
が
（
笑
）、
そ

れ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
の
お
か
げ
で

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
こ
の
環
境

に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
民
に
な
っ
た
率
直
な
感
想
と

し
て
は
、
晴
れ
た
日
に
立
山
が
見
え
る

と
気
分
爽
快
！
で
す
し
、
食
べ
物
は
北

海
道
と
は
ま
た
違
う
お
い
し
さ
に
あ
ふ

れ
て
い
て
、
魅
力
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
首
都
圏
・
関
西
圏
・
中
京
圏
か
ら

も
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
札
幌
と
の
直
行

便
も
あ
り
ま
す
！　

ぜ
ひ
お
運
び
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　

◆
富
山
県
と
北
海
道
の

　
　

ご
縁
に
感
謝

　

こ
れ
ま
で
富
山
と
は
ほ
ぼ
ご
縁
が
な

く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
大
学
５
年
生

の
時
に
ア
メ
リ
カ
留
学
で
仲
良
く
な
っ

た
友
人
を
訪
ね
て
黒
部
市
と
旧
利
賀

村
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
。
あ

と
は
農
水
省
に
入
っ
て
か
ら
出
張
で
２

回
、短
時
間
立
ち
寄
っ
た
の
み
で
し
た
。

　

副
知
事
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
が
内

定
し
て
か
ら
、「
北
前
船
の
つ
な
が
り（
だ

か
ら
昆
布
文
化
が
根
付
い
て
い
る
）」「
富

山
か
ら
北
海
道
へ
の
開
拓
移
住
も
多
い

（
だ
か
ら
北
陸
銀
行
も
道
内
に
た
く
さ

ん
あ
っ
た
り
す
る
）」「
北
方
領
土
か
ら

の
帰
還
者
は
、
道
内
の
次
に
富
山
県
が

多
い
（
だ
か
ら
黒
部
市
に
県
立
北
方
領

土
史
料
室
が
あ
る
）」
と
い
っ
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
道
内
の

知
人
か
ら
「
自
分
の
ル
ー
ツ
は
富
山
県

だ
」
と
い
う
ご
連
絡
も
複
数
い
た
だ
い

た
の
で
す
（
ち
な
み
に
私
の
家
は
父
方

が
静
岡
県
、
母
方
が
福
井
県
ル
ー
ツ
で

し
た
）。
加
え
て
、
私
の
上
司
で
あ
る
新

田
八
朗
富
山
県
知
事
の
実
姉
が
、
前
北

　

◆「
礎
石
」と
な
っ
た
５
年
間

　

１
９
８
８
年
入
学
、
５
年
間
の
大
学

生
活
で
１
９
９
３
年
春
に
卒
業
し
た
佐

藤
一
絵
と
申
し
ま
す
。
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
ご
縁
を
い
た
だ
き
富
山
県
副
知

事
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
函
館
で
す
が
３
歳
ま
で
。

そ
の
後
の
育
ち
は
札
幌
・
苫
小
牧
・
帯

広
で
、
札
幌
の
高
校
時
代
か
ら
近
く
の

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
遊
び
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

北
大
で
は
１
年
の
民
法
の
授
業
に
つ

い
て
い
け
ず
に
、
法
曹
の
道
は
早
々
と

あ
き
ら
め(

笑)

、
政
治
学
を
専
攻
す

る
こ
と
に
。
そ
し
て
１
年
後
期
の
教
養

ゼ
ミ
の
指
導
教
官
か
ら
「
人
生
を
ま
じ

め
に
考
え
た
い
な
ら
、
自
ら
を
律
す
る

た
め
に
も
留
学
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
真
に
受
け
て
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
つ

な
が
り
で
姉
妹
校
で
あ
る
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
立
大
学
に
３
年
秋
か
ら
１
年

間
、
交
換
留
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
英
語
は
得
意
と
思
っ
て
行
っ
て
み

た
ら
、
当
初
は
全
く
通
じ
ず
、
大
学
の

受
験
勉
強
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ぐ

ら
い
寝
る
暇
も
な
い
ほ
ど
勉
強
し
た
ア

メ
リ
カ
で
の
日
々
。
そ
れ
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
お
か
げ
で
、
タ
フ
さ
が
身
に
付

き
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

何
と
か
や
っ
て
こ
れ
た
か
な
、
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
大
学
５
年

間
は
「
礎
石
」
に
な
っ
て
く
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

◆
記
者
・
編
集
者
そ
し
て
官
僚

　

新
聞
を
読
む
の
が
大
好
き
な
子
ど
も

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
９
９
３
年
春

に
北
海
道
新
聞
記
者
と
し
て
社
会
人

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
岩
見

沢
、札
幌
（
内
勤
）、東
京
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
勤
務
し
ま
し
た
が
、
東
京
で
結
婚

し
た
の
を
機
に
12
年
半
の
記
者
生
活
に

別
れ
を
告
げ
て
、
東
京
大
学
出
版
会
の

編
集
者
に
転
身
し
た
の
が
２
０
０
５
年

秋
。
２
年
半
の
編
集
者
生
活
で
は
十
数

冊
の
学
術
書
や
教
科
書
を
担
当
し
、
立

花
隆
さ
ん
と
も
本
づ
く
り
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
編
集
と
い
う
仕
事
自
体

は
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
は
終

の
棲
家
で
は
な
い
な
、
い
ず
れ
北
海
道

に
帰
り
た
い
な
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た

中
、
た
ま
た
ま
「
農
林
水
産
省
が
総
合

職
で
経
験
者
採
用
の
募
集
を
開
始
」
と

い
う
の
を
目
に
し
て
、
食
べ
る
こ
と
は

大
好
き
だ
し
、
農
業
は
大
事
だ
し
、
北

海
道
に
帰
っ
て
か
ら
も
役
立
ち
そ
う
、

と
ダ
メ
も
と
で
採
用
試
験
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
合
格
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
官

僚
に
転
身
し
た
の
が
２
０
０
８
年
春
で

す
。
２
回
も
転
職
す
る
こ
と
に
な
る
と

は
、
大
学
卒
業
時
に
は
全
く
想
像
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、官
僚
生
活
は
あ
っ

と
い
う
間
に
16
年
を
数
え
、
17
年
目
に

富
山
県
副
知
事
へ
の
出
向
と
い
う
、
３

回
目
の
転
職
に
近
い
形
で
富
山
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

◎職場奮戦記

富山どさんこ会で盛り上がりました！
1992年6月北大南門前
（左から２番目が本人）

富山県庁舎正面

黒部市にある
県立北方領土史料室

富山県副知事

佐藤　一絵
（Ｈ5・法）

「
ご
縁
」で
た
ど
り
つ
い
た
富
山
か
ら

北
海
道
愛
を
こ
め
て
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①
野
生
鳥
獣
肉
卸
事
業

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
の
年
間
被
害
額

は
、
２
０
１
０
年
の
約
２
４
０
億
円
を

ピ
ー
ク
と
し
て
減
る
傾
向
に
あ
っ
た
の

で
す
が
、
２
０
１
５
年
ご
ろ
か
ら
は

年
間
１
６
０
億
円
前
後
を
推
移
し
て
い

ま
す
（
農
林
水
産
省
調
べ
）。
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
被
害
の
原
因
と
な
る

野
生
鳥
獣
の
駆
除
や
駆
除
捕
獲
後
の
対

策
に
多
く
の
予
算
を
費
や
し
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
８
～
９
割
は
捕
獲
者
に
よ
る

自
家
消
費
か
焼
却
・
埋
設
等
で
の
処
分

で
あ
り
、
食
肉
と
し
て
消
費
者
に
届
く

の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る

の
が
現
状
で
す
。
本
来
森
の

恵
み
で
あ
る
野
生
鳥
獣
は
、

地
域
に
と
っ
て
こ
こ
長
ら
く

「
や
っ
か
い
も
の
」
で
あ
り

「
コ
ス
ト
」
で
も
あ
り
続
け

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

べ
く
、
ク
イ
ー
ジ
で
は
設
立

以
来
、
シ
カ
肉
、
イ
ノ
シ
シ

肉
を
野
生
鳥
獣
被
害
に
悩
む

地
域
か
ら
買
い
取
り
、
商
流

を
構
築
し
、
東
京
や
大
阪
を

中
心
と
し
た
都
市
圏
と
い
う

「
巨
大
な
胃
袋
」
へ
供
給
、

地
域
に
収
益
を
も
た
ら
す
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
取
り
扱
っ
て
い
る

食
肉
は
子
会
社
の
あ
る
地
域

（
島
根
県
美
郷
町
、
北
海
道

新
冠
町
）
が
中
心
で
は
あ
り

ま
す
が
、そ
の
他
の
地
域（
北

海
道
新
得
町
、
広
島
県
、
福

岡
県
、
長
崎
県
な
ど
）
か
ら

も
仕
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
販
売
先
は
関
東
近
郊
の

レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に
、
現
在
４
０
０

店
舗
程
度
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
野
生
鳥
獣
肉
の
調
達
は
現

在
、
法
律
で
衛
生
基
準
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
お
肉
を
供
給
す
べ

く
、
い
わ
ゆ
る
〝
知
り
合
い
の
猟
師
さ

ん
か
ら
の
お
す
そ
分
け
〟
で
は
な
く
、

北
海
道
な
ど
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

で
作
成
し
、
公
表
し
て
い
る
野
生
鳥
獣

肉
の
「
衛
生
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
食
肉

処
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準
拠
し
て
い

る
食
肉
処
理
場
に
て
処
理
さ
れ
た
鳥
獣

肉
を
、
食
肉
処
理
業
（
食
品
衛
生
法
）

の
営
業
許
可
を
取
得
し
て
い
る
地
域
の

事
業
者
さ
ん
を
通
じ
て
調
達
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
食
肉
と
し
て
の
様
々
な

法
律
・
制
度
が
構
築
途
上
で
あ
る
野
生

鳥
獣
肉
で
す
の
で
、
新
規
調
達
す
る
際

は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
処
理
場
で
処
理

さ
れ
て
い
る
か
、
現
地
に
確
認
し
て
か

ら
取
引
を
行
う
な
ど
、
慎
重
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

②
野
生
鳥
獣
肉
生
産
事
業

　

野
生
鳥
獣
肉
の
生
産
は
、
野
生
動
物

の
捕
獲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
季
節
や
天
候
、
年
に
よ
っ
て
も

生
産
量
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
や

豚
と
い
っ
た
畜
産
動
物
は
生
き
た
ま
ま

搬
送
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
野
生

動
物
は
捕
獲
後
に
搬
送
す
る
た
め
、
腐

敗
等
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
動
物

を
肉
に
す
る
食
肉
処
理
を
集
約
化
で
き

ま
せ
ん
。
牛
肉
や
豚
肉
の
よ
う
に
効
率

的
に
生
産
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
そ
の
調
達
に
は
多
く
の
コ
ス
ト
が

か
か
り
、「
野
生
鳥
獣
」
を
「
肉
」
と

し
て
販
売
す
る
だ
け
で
は
、
事
業
と
し

て
成
立
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
生
鳥
獣
肉
生
産
事
業
だ
け

で
は
、
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
収
益
は

そ
う
多
く
は
な
い
た
め
、
ク
イ
ー
ジ
は

島
根
県
邑
智
郡
美
郷
町
と
産
業
活
性
化

連
携
協
定
を
締
結
し
、
子
会
社
「
株
式

会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら
」
を
２
０
１
５

年
に
設
立
し
ま
し
た
。
地
域
で
捕
獲

さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
受
け
入
れ
、
精

肉
生
産
事
業
及
び
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使

用
し
た
缶
詰
製
造
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
内
に
缶
詰
工
場
を
新
設
し
、

地
域
住
民
を
雇
用
し
缶
詰
生
産
す
る
こ

と
で
、
イ
ノ
シ
シ
肉
に
付
加
価
値
を
付

け
、
地
域
に
よ
り
多
く
の
収
益
を
も
た

ま
で
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
２
０
１
０

年
に
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
ク
イ
ー

ジ
の
子
会
社
、
株
式
会
社
お
お
ち
山
く

じ
ら
（
島
根
県
邑
智
郡
美
郷
町
）、
株
式

会
社
北
海
道
食
美
樂
（
北
海
道
新
冠
郡

新
冠
町
）
と
と
も
に
、
主
に
「
①
野
生

鳥
獣
肉
卸
事
業
」「
②
野
生
鳥
獣
肉
生

産
事
業
」「
③
野
生
鳥
獣
利
活
用
に
関

わ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
」
と
い

う
、３
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年 

北
海
道
大
学
農
学
部

森
林
科
学
科
（
森
林
施
業
計
画
学
講

座
）
卒
業
、
２
０
０
３
年
同
大
学
院
農

学
研
究
科
環
境
資
源
学
専
攻
修
了
の
石

﨑
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
森
の
や
っ
か
い
も
の
と
さ
れ

駆
除
対
象
に
な
っ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
の
卸
流
通
を
行

う
、
株
式
会
社
ク
イ
ー
ジ
（
東
京
都
日

野
市
）
の
代
表
取
締
役
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
生
産
を
行

う
株
式
会
社
北
海
道
食
美
樂
（
北
海
道

新
冠
町
）、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
生
産
を
行

う
株
式
会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら
（
島
根

県
美
郷
町
）
の
代
表
取
締
役
も
兼
任
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
我
々
の
事
業
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
」
を
資
源
と
し
て
扱
う
多
少
マ
イ

ナ
ー
な
事
業
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
っ
た
北
海
道
大
学
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
学
生
時
代
は
真
面
目
な
学

生
で
し
た
。
入
学
が
１
９
９
６
年
で
大

学
院
前
期
修
了
が
２
０
０
３
年
、
合
計

７
年
間
を
大
学
で
過
ご
す
ほ
ど
に
…
。

そ
の
お
か
げ
で
当
時
の
先
生
や
先
輩
・

同
期
・
後
輩
ま
で
、
今
で
も
多
く
の
北

海
道
大
学
関
係
者
に
応
援
、
ご
指
導
を

い
た
だ
け
る
関
係
が
続
い
て
お
り
、
大

変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

◆
野
生
鳥
獣
利
活
用
事
業
に

　
　

つ
い
て

　

株
式
会
社
ク
イ
ー
ジ
は
、
ま
だ
「
ジ

ビ
エ
」
と
い
う
言
葉
が
世
の
中
に
そ
こ

◎職場奮戦記

野
生
鳥
獣
の
利
活
用
事
業
と

北
海
道
大
学
で
の
学
び

石 崎　英 治
（H15・農・修）
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ら
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　

缶
詰
製
造
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
の

レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
に
レ
シ
ピ
を
考
案

し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
添
加
物

を
使
わ
ず
、
か
つ
そ
の
ま
ま
食
卓
の

デ
ィ
ナ
ー
の
一
品
と
し
て
だ
せ
る
よ
う

な
缶
詰
で
あ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
ま
し
た
。
缶
詰
工
場
は
、
美
郷
町
の

乙
原
保
育
所
の
跡
地
（
20
年
ほ
ど
前
に

閉
所
し
、
町
の
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い

た
場
所
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
、
株
式
会

社
北
海
道
食
美
樂
の
運
営
に
も
参
画
を

し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
エ
ゾ
シ
カ
、

島
根
県
で
は
イ
ノ
シ
シ
と
扱
う
獣
種
は

違
い
ま
す
が
、
複
数
の
食
肉
処
理
場
を

運
営
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
や
技
術

交
流
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
地
を
捕

獲
量
に
応
じ
て
柔
軟
に
調
整
す
る
こ
と

で
、
野
生
鳥
獣
肉
生
産
事
業
の
も
う
一

つ
の
課
題
、
生
産
量
が
安
定
し
な
い
こ

と
の
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

③
野
生
鳥
獣
利
活
用
に
か
か
る

　
　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

　

そ
の
ほ
か
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

業
被
害
に
悩
む
中
山
間
地
域
の
自
治
体

や
企
業
、
ま
た
食
肉
処
理
場
の
運
営

事
業
者
か
ら
、
様
々
な
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
野
生
鳥
獣
肉
の
商
品
化
や
販
売
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
事
業
採
算
性
を

確
保
す
る
か
と
い
っ
た
経
営
的
な
相
談

か
ら
、
駆
除
や
捕
獲
、
食
肉
処
理
場

の
建
設
な
ど
に
関
す
る
現
地
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
狩
猟
を
題
材
に
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
に
向
け
た
相
談

な
ど
、
ジ
ビ
エ
や
狩
猟
・
野
生
動
物
と

野生鳥獣の利活用事業と北海道大学での学び

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
多
様
な
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
野
生
鳥
獣
や
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
に
興
味
が
あ
る
都
市
住
民
が
増
え
て

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
せ
ん

か
？
一
方
、
過
疎
化
は
、
実
は
都
市
域

に
近
い
中
山
間
地
域
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。都
心
か
ら
１
～
２
時
間
圏
内
で
、

都
市
住
民
が
週
末
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
楽

し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
活
か
し
、

都
市
域
の
近
く
で
過
疎
化
が
進
む
中
山

間
地
域
と
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
都
市
住
民

も
中
山
間
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
企

業
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

◆
林
学
と
の
か
か
わ
り

　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ク

イ
ー
ジ
で
は
駆
除
対
象
と
な
っ
て
い
る

「
野
生
鳥
獣
」
を
利

活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
根
幹
は
私

が
大
学
時
代
に
学
ん
だ

「
林
業
経
営
」
に
あ

り
ま
す
。

　

私
の
学
生
時
代
、
森

林
施
業
計
画
学
（
森
林

経
理
学
）
研
究
室
に
は

野
生
動
物
を
研
究
対
象

と
す
る
学
生
も
数
多
く

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
時
教
授

で
あ
っ
た
和
孝
雄
先
生
が
「
野
生
動
物

管
理
は
林
業
経
営
の
一
環
で
あ
る
」
と

の
考
え
の
も
と
、
学
生
た
ち
を
受
け
入

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
実
際
に
私
の
研
究
対
象
地
で

あ
る
前
田
一
歩
園
財
団
（
釧
路
市
阿
寒

町
）
の
森
林
で
も
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る

樹
皮
食
害
で
立
ち
枯
れ
た
多
く
の
樹
木

を
目
の
当
た
り
に
し
、
林
業
経
営
と
野

生
動
物
管
理
が
、
切
り
離
せ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
こ
と
が
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
当
時
、檜
山
演
習
林
長
で
あ
っ

た
故
夏
目
俊
二
先
生
か
ら
、「
林
業
経

営
は
、
中
山
間
地
域
の
主
力
産
業
で

あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
木
材
だ
け
で

な
く
森
か
ら
の
多
様
な
恵
み
を
資
源
化

し
、
地
域
の
〝
も
う
け
〟
に
変
え
る
」

と
い
う
い
わ
ば
研
究
者
の
立
場
を
超
え

た
姿
勢
に
、
林
業
経
営
が
社
会
の
中
で

果
た
す
べ
き
姿
を
見
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
檜
山
の
林
の
中
で
炭
を
作
っ
た
り
、

自
然
薯
を
育
て
た
り
し
て
、
雪
の
圧
力

で
曲
が
っ
て
成
長
し
た
杉
材
を
使
っ
た

和
船
の
復
活
を
目
指
し
た
り
と
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
ア
イ
デ
ア
を
地
元
住
民
と

試
し
、
林
業
経
営
の
も
う
け
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

夏
目
先
生
が
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
間
違
い
な
く
エ
ゾ
シ
カ
の
資
源
化

に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

会
社
を
設
立
し
た
２
０
１
０
年
は
、

折
し
も
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

額
が
急
増
、
約
２
４
０
億
と
ピ
ー
ク
に

達
し
た
時
期
で
し
た
。
恩
師
た
ち
か
ら

の
教
え
に
使
命
感
を
持
っ
て
い
た
わ
け

で
は
決
し
て
な
い
の
で
す
が
、
森
林
資

源
で
あ
る
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
、
農
林

業
を
営
む
上
で
や
っ
か
い
な
も
の
・
コ

ス
ト
か
ら
〝
も
う
け
〟
に
変
え
て
や
ろ

う
と
思
い
立
っ
た
こ
と
、
ま
た
事
業
と

し
て
始
よ
う
と
決
め
た
根
幹
に
は
、
こ

う
し
た
恩
師
と
の
関
わ
り
、
ま
た
現
場

で
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

◆
野
生
鳥
獣
利
活
用
事
業
の

　
　
こ
れ
か
ら　

　

こ
れ
ま
で
弊
社
は
、シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
を
中
心
と
し
た
野
生
鳥
獣
の

利
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
の

農
林
業
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
、
ま
た
駆
除
・
廃
棄
し
て
き

た
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
資

源
と
し
て
価
値
に
変
え
、地
域

に
収
益
と
し
て
還　

元
す
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
〝
ジ
ビ
エ
〟と
い
う
言
葉
が
日

本
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、野
生
鳥

獣
を
利
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

多
く
の
地
域
・
事
業
者
が
取
り

組
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
は
、ジ
ビ
エ
肉
の
流
通
業
か

ら
発
展
し
、そ
の
生
産
を
始
め

た
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
に
支
店
を
設
置

し
、２
０
１
５
年
に
株
式
会
社

お
お
ち
山
く
じ
ら
を
設
立
し
た
島
根
県

の
中
山
間
地
域
・
美
郷
町
の
取
り
組
み

は
、地
域
住
民
に
よ
る
鳥
獣
害
対
策
や

捕
獲
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

美
郷
町
で
は
、ハ
ン
タ
ー
が
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
す
る
の
で
は
な
く
、農
家
が
町
の

あ
ち
こ
ち
に
罠
を
仕
掛
け
、農
作
業
の
合

間
に
見
回
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、効
率

的
な
捕
獲
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。そ
の

罠
は
現
在
、町
内
に
２
０
０
箇
所
に
も
な

り
ま
す
。そ
れ
が
年
間
約
３
０
０
頭
、精

肉
に
し
て
約
10
ト
ン
の
出
荷
を
可
能
と
し

て
お
り
、関
東
圏
と
い
う
消
費
地
の
需
要

に
答
え
る
生
産
を
支
え
て
い
ま
す
。こ
の

仕
組
み
は
、実
は
他
地
域
に
類
を
見
な
い

も
の
で
あ
り
、こ
の
野
生
鳥
獣
利
活
用
の

取
り
組
み
に
、年
間
１
０
０
０
人
以
上
の

視
察
が
美
郷
町
を
訪
れ
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
後
は
も
う
一
段
階
視
野
を

広
げ
、〝
地
域
の
存
続
〟に
寄
与
す
る
事

業
展
開
を
考
え
ざ
る
え
な
い
状
況
に
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。美
郷
町
は
、

平
成
の
30
年
間
で
人
口
は
約
６
割
に
な

り
、高
齢
化
率
は
４
割
を
超
え
ま
し
た
。

缶
詰
工
場
の
位
置
す
る
集
落
で
も
、こ
の

５
年
間
で
人
口
が
半
減
し
ま
し
た
。人

が
減
れ
ば
生
産
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
の
確
保
す
ら
難
し
く
、雇
用
は
ほ
ん

の
数
人
で
す
が
、そ
れ
で
も
人
手
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
口
減

少
・
高
齢
化
に
よ
る
離
農
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、地
域
全
体
で
生
産
を
支
え
る
罠

故 夏目俊二先生（右から2番目、左端は筆者）

の
維
持
も
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。ま
さ

に
、地
域
の
存
続
と
弊
社
事
業
の
存
続

は
、一
心
同
体
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

地
域
の
存
続
の
た
め
に
弊
社
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
？
と
考
え
た
と
き
、あ
り

き
た
り
で
す
が
雇
用
の
場
、そ
し
て
こ
こ

で
働
く
人
が
、自
分
た
ち
の
職
に
誇
り

を
持
ち
、楽
し
い
と
思
え
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

単
に
地
域
の
も
の
を
外
に
売
り
、地
域

に
収
益
を
も
た
ら
す〝
収
益
拡
大
〟だ
け

で
は
な
く
、〝
私
た
ち
の
地
域
に
は
他
に

誇
れ
る
も
の
が
あ
る
〟と
い
う
住
む
人
・

働
く
人
が
、自
分
の
地
域
を
愛
せ
る
事

業
を
創
り
出
し
て
こ
そ（
も
ち
ろ
ん
そ
こ

に
収
益
は
必
須
で
す
が
）、人
口
減
少
を

食
い
止
め
、地
域
の
存
続
が
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
展

開
を
し
て
い
く
べ
き
か
、と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
こ
こ
で
お
話
し
で
き
る
熟
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、引
き
続
き
弊
社
は
地

域
と
共
に
、あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。本
稿
を
目
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

温
か
い
ご
支
援
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◇
◆
◇

　

島
根
県
美
郷
町
で
の

我
々
の
取
り
組
み
は
、株

式
会
社
お
お
ち
山
く
じ
ら

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

冬で樹皮を剥がされたオヒョウニレの巨木（1998年）
提供：（一財）前田一歩園財団

「おおち山くじら」では
缶詰やジビエを
お買い求めいただけます！

https://yamakujira.jp/

食卓のディナーの一品をコンセプトに

遊休施設を利用した缶詰工場
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語
歌
詞
を
歌
っ
て
中
国
側
の
要
人
と
交
流

し
た
。
同
年
、
私
が
北
京
で
主
催
し
た

日
中
交
流
バ
ン
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
こ

の
曲
が
聴
き
た
く
て
や
っ
て
き
た
」
と
い

う
中
国
人
の
お
客
様
か
ら
花
束
を
い
た

だ
い
た
。
新
し
い
未
来
を
築
い
て
い
こ
う

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
え
た
。

　

ま
た
、
北
京
の
他
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

で
『
平
和
の
願
い
』
を
歌
っ
た
と
き
、

ス
テ
ー
ジ
の
す
ぐ
あ
と
に
、
中
国
語
も

英
語
も
も
ち
ろ
ん
日
本
語
も
通
じ
な

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
お
客
様
が
、
感

激
し
た
様
子
で
私
の
と
こ
ろ
へ
駆
け
寄

り
、
身
振
り
手
振
り
で
歌
が
心
に
響

い
た
こ
と
を
熱
心
に
伝
え
て
く
れ
た
の

だ
。
全
く
言
葉
が
通
じ

な
い
人
と
、
懸
命
に
意
思

疎
通
を
は
か
っ
た
出
来
事

は
、
こ
の
後
に
も
先
に
も

な
い
。
歌
と
い
う
の
は
、

そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
し
ま

う
の
だ
と
、
私
自
身
、
歌

の
力
に
深
く
驚
き
、
感
動

に
襲
わ
れ
た
。
も
し
か
し

た
ら
、『
平
和
の
願
い
』

が
本
当
に
世
界
を
平
和
に

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
近
づ
い
て
行
け
た

ら
、
本
当
に
嬉
し
く
幸
せ

な
こ
と
だ
。
私
は
、
工
学

部
そ
し
て
会
社
で
有
機
物

の
実
験
評
価
を
重
ね
、
そ

の
よ
り
良
い
結
果
で
世
界

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
従

事
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
音
楽
と
い

う
場
で
、
歌
で
世
界
の
心
を
豊
か
に
で

き
る
可
能
性
に
気
づ
い
た
。
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
が
世
界
に
貢

献
で
き
る
。
私
も
こ
の
道
を
進
ん
で
良

い
の
だ
と
思
え
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
。

　

◆
さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り　

　

中
国
に
滞
在
し
た
約
４
年
間
で
、
現

地
で
行
っ
た
ス
テ
ー
ジ
は
全
部
で
83

回
。
日
本
に
帰
国
し
、
そ
の
後
は
東
京

を
拠
点
に
し
た
音
楽
活
動
を
再
開
し

た
。
２
０
０
８
年
に
『
平
和
の
願
い
』

の
日
本
語
歌
詞
と
中
国
語
歌
詞
の
Ｃ
Ｄ

を
発
売
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
語
の
発
音

が
良
い
と
好
評
で
、
２
０
０
９
年
に
ソ

ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｄ
に
中
国
語

歌
詞
を
歌
う
ゲ
ス
ト
ボ
ー
カ
ル
と
し
て

参
加
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
こ
う
し
た
私
の
活
動

を
知
っ
た
中
国
瀋
陽
の
新
幹
線
学
校
の

日
本
人
教
師
か
ら
、
中
国
人
学
生
が
日

本
語
を
学
ぶ
同
校
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ

た
。
校
内
の
学
生
か
ら
歌
詞
を
公
募

し
、
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
も
の
に
曲
を

付
け
て
、
完
全
な
中
国
語
の
発
音
で

歌
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。
苦
手
な
発

音
が
多
か
っ
た
が
、
中
国
人
の
先
生
と

発
音
特
訓
を
繰
り
返
し
、
無
事
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
希
望
列

車
』
と
い
う
曲
で
、
２
０
１
９
年
４
月

に
日
本
と
中
国
で
同
時
ネ
ッ
ト
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　

◆
中
国
語
が
学
べ
る
歌　

　

私
は
、
中
国
滞
在
時
か
ら
ず
っ
と
達

成
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
歌

で
中
国
語
を
覚
え
る
曲
を
作
っ
て
、
日

本
中
に
広
め
る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
が
通

じ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
心
が
生
ま
れ
る
は
ず

だ
。
せ
っ
か
く
お
隣
の
国
な
の
だ
か
ら
、

是
非
少
し
で
も
わ
か
る
言
葉
を
増
や
し

て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
国
境
を
越
え
て
向

き
合
っ
た
と
き
に
理
解
し
合
え
る
土
壌
を

広
げ
た
い
。
そ
れ
を
歌
と
い
う
身
近
な

手
段
で
実
現
し
た
い
の
だ
。

　

中
国
滞
在
時
か
ら
歌
の
試
作
を
始
め

た
が
、
一
筋
縄
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
音
楽
と
中
国
語
を
駆

使
し
て
、
２
０
２
１
年
つ
い
に
『
聴
く
だ

け
で
中
国
語
を
覚
え
ら
れ
る
歌
～
歌
え

ば
そ
の
ま
ま
中
国
語
』
10
曲
が
完
成
。

現
在
、
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
し

て
い
る
。
構
想
を
思
い
つ
い
て
か
ら
10
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
た
。
嬉
し
い

こ
と
に
中
国
語
学
習
誌
『
聴
く

中
国
語
』
が
『
歌
え
ば
そ
の
ま

ま
中
国
語
』
を
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
り
、
同
誌
２
０
２
１
年
８

月
号
お
よ
び
学
習
誌
公
式
ブ
ロ

グ
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

実
は
、
こ
の
『
歌
え
ば
そ
の

ま
ま
中
国
語
』
に
は
、
学
生
時

代
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
あ
る
エ
ッ
セ
ン
ス
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
卒

業
研
究
で
は
有
機
化
合

に
と
っ
て
、
こ
の
質
問
は
遅
か
れ
早
か
れ

や
っ
て
く
る
。
戸
惑
っ
た
。
今
こ
こ
で
答

え
る
内
容
を
、
こ
の
人
は
あ
と
で
他
の

中
国
人
に
〝
日
本
人
が
こ
う
言
っ
て
い

た
〟
と
話
す
だ
ろ
う
。
私
一
人
の
答
え

が
、
見
ず
知
ら
ず
の
中
国
人
に
〝
日
本

人
が
言
っ
て
い
た
〟
と
伝
わ
っ
て
し
ま
う

の
だ
。
つ
た
な
い
言
葉
な
が
ら
も
、
慎

重
に
誠
意
を
も
っ
て
答
え
た
記
憶
が
あ

る
。
国
外
に
出
て
初
め
て
、
日
本
人
と

い
う
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
感

じ
た
。
そ
し
て
、
歴
史
を
勉
強
し
直
し

た
。
知
ろ
う
と
行
動
し
た
結
果
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　

早
速
、『
平
和
の
願
い
』
の
中
国
語
歌

詞
を
作
り
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
毎
回
こ
の

曲
を
歌
っ
た
。
２
０
０
７
年
に
民
間
の

日
中
文
化
交
流
会
が
あ
り
、
北
京
の
人

民
大
会
堂
で
『
平
和
の
願
い
』
の
中
国

　

◆
研
究
職
か
ら
音
楽
へ

　

工
学
部
合
成
化
学
工
学
科
卒
業
後
、

電
機
メ
ー
カ
ー
で
研
究
開
発
に
従
事
。

会
社
勤
務
の
傍
ら
、
音
楽
学
校
に
通
っ

て
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
う
。
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
合
格
、
身
辺
変
化
、
仕
事
の
区

切
り
が
重
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
会

社
を
離
職
し
、
２
０
０
３
年
の
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
Ｃ
Ｄ
全
国
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
音

楽
が
仕
事
と
な
る
。
音
楽
出
版
社
と

の
契
約
満
了
後
、
か
ね
て
か
ら
興
味
を

持
っ
て
い
た
中
国
北
京
へ
２
０
０
６

年
に
渡
る
。
語
学
留
学
と
同
時
に
、

現
地
で
４
年
間
音
楽
活
動
を
し
て
日

本
帰
国
。
現
在
は
、
東
京
を
拠
点
に

活
動
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
主
に

２
０
０
３
年
以
降
の
音
楽
活
動
に
つ

い
て
、紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

◆
『
平
和
の
願
い
』

　

２
０
２
３
年
４
月
、
東
新
宿
で

の
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
。

ギ
タ
ー
と
ピ
ア
ノ
で
14
曲
を
弾
き
語

る
。
冒
頭
に
選
ん
だ
曲
は
、
私
の

代
表
曲
『
平
和
の
願
い
』
だ
。
今
ま

で
の
集
大
成
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な

い
。
21
年
目
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
気
持

ち
で
臨
ん
だ
。

　

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
Ｃ
Ｄ
で
デ
ビ
ュ
ー
し

た
年
は
音
楽
出
版
社
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
、
半
年
ほ
ど
多
忙
な
音
楽
活

動
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
少
し
落
ち

着
い
て
き
た
頃
、
た
ま
た
ま
知
っ
た
戦

争
と
平
和
に
関
す
る
事
実
に
衝
撃
を
受

け
、『
平
和
の
願
い
』
と
い
う
曲
を
制

作
し
発
表
し
た
。
こ
の
時
は
、
自
分
で

作
っ
た
こ
の
曲
が
、
音
楽
活
動
の
道
を

照
ら
す
も
の
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
。

　

音
楽
出
版
社
と
の
契
約
が
満
了
し
た

の
を
機
に
、
２
０
０
６
年
か
ら
中
国
北

京
へ
渡
る
。
こ
こ
か
ら
の
音
楽
活
動

は
、
全
て
セ
ル
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

だ
。
会
社
で
の
経
験
や
、
音
楽
出
版
社

と
の
経
験
が
大
変
役
立
っ
た
。
中
国
語

の
語
学
留
学
で
大
学
に
通
い
な
が
ら
、

現
地
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
出
演
す
る
生

活
が
始
ま
っ
た
。
歌
う
の
は
全
て
自
分

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
。
最
初
、
中
国
で
有

名
な
曲
の
カ
バ
ー
も
歌
っ
た
が
、
我
々

が
聴
き
た
い
の
は
君
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

だ
と
言
わ
れ
て
勇
気
を
も
ら
っ
た
。
こ

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
歌
う
経
験
が
、
ま

さ
に
人
生
の
糧
と
な
っ
た
。

　

毎
週
水
曜
日
が
私
に
任
さ
れ
た
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
の
日
だ
っ
た
。
弾
き
語

り
30
分
を
２
ス
テ
ー
ジ
、
お
客
様
が
多

い
と
き
に
は
３
ス
テ
ー
ジ
歌
う
。
初
級

中
国
語
か
ら
学
び
始
め
た
私
で
あ
っ
た

が
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
出
会
う
方
々
と

の
や
り
と
り
で
中
国
語
は
ぐ
ん
ぐ
ん
上

達
し
た
。

　

◆
中
国
語
版
『
平
和
の
願
い
』

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
。
噂
で
は
聞

い
て
い
た
が
、
と
う
と
う
私
に
も
ス
テ
ー

ジ
の
合
間
の
休
憩
時
間
に
中
国
人
か
ら

質
問
が
き
た
。「
あ
な
た
は
、
戦
争
で

日
本
が
中
国
に
し
た
こ
と
を
ど
う
思
い

ま
す
か
？
」
中
国
で
生
活
す
る
日
本
人

◎職場奮戦記

ノーベル化学賞ジョン・ベネット・フェン博士（左）と
（来日ステージ後、2004年）

『平和の願い』レコーディングメンバーと（2006年）

シンガーソングライター　bisq（ビスク）

小 原　幸 子
（H6・工）

音
楽
で
人
の
心
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い

デビュー20周年記念ライブ

スイスの国際会議に海外出張 
（右列真ん中が本人、2000年）

◀︎bisqの活動はこちらから
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1. 私たちの働き方を革新し、日建設計の企業活動に起因する温室効果ガス排出を2050年に
ゼロとします。 

2. 2050年の都市・建築デザインと働き方のカーボンニュートラルモデルを目標として提起
し、2021 ～ 2050 年で必要となる対策を年次計画として提示します。 

3. これからの地域のあり方を展望し、インフラと建築の機能を融合した柔軟なシステムによ
る身近なカーボンニュートラルを提案します。 

4. 企業の環境配慮を評価するスクリーニングシステムの構築を支援し、ESG 不動産／都市
基盤投資の促進に貢献します。 

5. クライアントと緊急行動の必要性を共有して課題解決を支援します。さらには社会に向け
て発信して共感を呼びかけます。 

上席理事 久保田 克己（工・昭59・建）

日建設計「気候非常事態宣言」
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札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

物
の
光
特
性
を
測
定
評
価
し
、
会
社
の

研
究
開
発
で
は
有
機
化
合
物
の
電
気
特

性
の
測
定
評
価
に
取
り
組
ん
だ
。
合
成

化
学
工
学
を
学
ん
で
い
た
私
に
と
っ
て
、

光
特
性
や
電
気
特
性
は
異
分
野
で
、
異

分
野
と
の
接
点
を
調
べ
て
い
く
こ
と
が
新

し
い
役
立
つ
発
見
に
つ
な
が
る
の
だ
と
、

当
時
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
研
究
に
没
頭

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
〝
異
分
野
と
の

接
点
〟
と
い
う
い
わ
ば
二
刀
流
の
エ
ッ
セ

ン
ス
が
『
歌
え
ば
そ
の
ま
ま
中
国
語
』

に
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歌
と
中
国

語
と
い
う
得
意
分
野
の
２
つ
を
う
ま
く

使
う
こ
と
で
で
き
た
作
品
な
の
だ
。

　

中
国
語
の
歌
は
普
通
に
あ
る
じ
ゃ
な

い
？
と
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
補
足
す
る
と
、
実
は
中
国
語
の
歌

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
優
先
さ
れ
て
、
中
国
語

本
来
の
声
調
（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
は
音
の

高
低
で
意
味
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ
て
本
来
の
声

調
（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を
失
っ
た
言

葉
は
、
そ
の
ま
ま
会
話
で
使
う
と
全
く

違
う
意
味
の
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
覚
え
た
歌
を
会
話
で
使
う

に
は
、
正
し
い
声
調
（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
）
に
直
す
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
従
来
か
ら
ず
っ
と
歌
で
中
国
語
を

勉
強
す
る
上
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
私
が
考
案
し
た
中
国

語
を
覚
え
ら
れ
る
歌
は
、
こ
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
一
切
な
く
し
た
。
歌
は
全
て
中
国
語

本
来
の
声
調
（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を

保
持
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
歌
う
よ
う
に
話
せ
ば
そ
の
ま
ま
通

じ
る
。
文
法
な
ど
の
基
礎
知
識
を
飛
び

越
え
、
誰
も
が
簡
単
に
歌
で
中
国
語
を

覚
え
て
交
流
で
き
る
の
だ
。

　

思
え
ば
、『
歌
え
ば
そ
の
ま
ま
中
国

語
』
の
制
作
は
、
非
常
に
制
約
の
あ
る

作
業
だ
っ
た
。
中
国
語
の
声
調
を
保
持

し
な
が
ら
の
作
曲
は
柔
軟
性
が
求
め
ら

れ
、
中
国
語
歌
詞
の
検
討
に
は
中
国
語

の
語
彙
力
と
知
識
が
必
要
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
音
楽
と
中
国
語
の
両
分
野
を

熟
知
す
る
レ
ベ
ル
に
自
分
を
高
め
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
二

刀
流
の
取
り
組
み
で
や
っ
と
実
現
し
た

の
だ
っ
た
。

　

私
の
強
み
を
活
か
し
て
平
和
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
歌
で
心
を
つ
な
ぐ
音

楽
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

北京のライブハウスにレギュラー出演（2009年）

音楽で人の心をつなげていきたい

入
口
に
程
近
い
松
乃
家
石
材
店
に
集
合

し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
18
名
が
集
ま

り
、
こ
れ
か
ら
行
う
事
を
説
明
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
札
幌
よ
り
参
加
さ
れ
た

石
川
満
壽
夫
さ
ん
か
ら
最
近
の
北
大
の

様
子
に
つ
い
て
、
ま
た
並
木
秀
夫
さ
ん

か
ら
は
昨
年
公
開
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
新
渡
戸
の

夢
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
先
ず

新
渡
戸
稲
造
の
座
像
に
移

動
し
、
像
や
敷
地
の
清
掃

を
行
い
、
集
合
写
真
を
撮

影
し
て
都
ぞ
弥
生
を
歌
い

ま
し
た
。
座
像
か
ら
お
墓

に
移
動
す
る
頃
に
遅
れ
て

到
着
し
た
３
名
が
合
流
。

　

毎
年
、
新
渡
戸
稲
造
の
命
日
に
あ
た

る
10
月
16
日
付
近
の
日
曜
日
に
北
海
道

大
学
東
京
同
窓
会
の
主
催
で
多
磨
霊
園

の
墓
参
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

墓
参
の
開
催
は
10
月
13
日
で
参
加
者
は

21
名
で
し
た
。

　

当
日
は
午
前
10
時
30
分
に
多
磨
霊
園

　

次
に
訪
れ
た
新
渡
戸
稲
造
の
お
墓
は

す
で
に
綺
麗
に
な
っ
て
お
り
、
命
日
の

花
も
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
清
掃
を
行

い
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
移
動
し
た
内
村
鑑
三
の
お

墓
は
意
外
と
汚
れ
て
い
て
作
業
は
大
変

で
し
た
。
伸
び
放
題
に
な
っ
て
い
た
墓

内
の
木
を
剪
定
す
る
な
ど
時
間
を
か

け
て
整
備
し
、
集
合
写
真
を
撮
影

し
、
都
ぞ
弥
生
を
歌
い
ま
し
た
。

　

有
島
武
郎
の
お
墓
は
お
お
む
ね

綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雑

草
取
り
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
一
昨

年
は
校
歌
の
永
遠
の
幸
を
歌
い
ま

し
た
が
、
昨
年
は
都
ぞ
弥
生
を
歌

い
ま
し
た
。

　

最
後
の
廣
井
勇
の
お
墓
も
綺
麗

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
周

辺
の
雑
草
取
り
な
ど
の
清
掃
を
行

い
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
て
都
ぞ

弥
生
を
歌
い
ま
し
た
。
４
名
の
先

輩
方
の
墓
参
が
終
了
し
、
私
か
ら

挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
参
加
さ
れ
て
い
る
平
田
更
一

さ
ん
と
坂
倉
雅
夫
さ
ん
が
急
に
参
加

で
き
な
い
事
に
な
り
残
念
で
し
た
が
、

こ
の
日
は
天
気
が
良
く
、
墓
参
を
行
う

に
は
い
い
日
和
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
の
北
大
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
感

じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

新渡戸座像の前での集合写真

ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
・
墓
参
委
員
会  

浅
田 

清 

︵
Ｈ
１
・
歯
︶

内村鑑三の墓

新渡戸稲造の墓

廣井勇の墓

有島武郎の墓

並 木 秀 夫
佐 藤 文 康
横 田 秀 一
島 田 　 久
萱 野 　 聡
松 浦 永 治
池 田 雄 二
杉山ふみ江
坂 下 節 子
浅 田 　 清

杉 山 和 彦
福 地 光 男
石川満壽夫
古 跡 純 一
村 上 幸 夫
細 井 眞 澄
石 田 　 恵
朝 倉 仁 樹
廣 重 晃 以
川 添 公 貴
廣 重 勝 彦写真撮影：松浦永治 氏 ※敬称略・順不同

〈参加されたみなさま〉
（S45・法）
（S45・水産）
（S46・工）
（S47・理）
（S48・理）
（S49・工）
（S50・歯）
（S52・法）
（S55・法）
（S56・工）
（S57・法）

（S57・水産）
（S58・歯）
（S60・歯）
（S61・工）
（S62・法）
（H8・法）
（H18・法）

（H1・歯）

● 2024年の墓参を終えて
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今村美佳子（1993 教育学部）/ 武井さやか（2006 工学部修）/ 中根里香 (1993 文学部）
　2019年２月　「はとバスツアー」山梨の「ハイジの村」「さがみ湖イルミリオン」

篠原素子（1987 理学部）/ 野地実穂（1995 工学部修）/ 石井亜希子（1996 年水産学部）
　2015年６月　マイフェアレディの世界へようこそ（東京競馬場）
　2015年11月　大人食事＆飲み会（お肉ダイニング 銀座いちばち）

５
年
ぶ
り
の
東
京
同
窓
会
Ｏ
Ｇ
会

　
「
多
感
な
青
春
時
代
を
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し

た
と
い
う
共
通
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
女
性
た
ち
に
、
情
報
交
換

や
親
睦
の
場
と
し
て
北
大
の
絆
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
」
こ

と
を
目
標
と
し
北
大
東
京
同
窓
会
Ｏ
Ｇ
会
は
、
斉
藤
紀
美

子
さ
ん
（
１
９
６
９
年
経
済
学
部
）
に
よ
り
２
０
０
４
年

８
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
同
窓
会
に
女
性
や

若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
く
、
斎
藤
さ
ん
は
両
者
に
同
窓
会

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
分
科
会
的
な
レ
デ
ィ

ス
サ
ー
ク
ル
、
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
必
要
性
を
提
案
、
ま
ず

は
女
性
の
た
め
の
女
性
だ
け
の
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
第
２
代
が
幹
事

を
引
継
ぎ
、基
本
的
に
年
２
回（
春

秋
）
開
催
、
幹
事
も
原
則
２
年
の

任
期
制
と
し
、
内
容
も
そ
の
代
の

幹
事
に
知
恵
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
お
食
事
会
、

テ
ー
マ
別
の
相
談
会
、
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
（
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、
口

笛
教
室
）、
観
戦
・
観
劇
や
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
も
含
め
た
様
々
な
形
式

を
と
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

社
会
全
体
や
個
々
の
組
織
の
発

展
の
た
め
に
も
多
様
性
の
尊
重
や

女
性
活
躍
の
推
進
が
重
要
視
さ
れ

る
現
在
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
が
、
１
９
８
５
年
に
制
定
さ

れ
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

よ
り
前
に
社
会
に
出
て
、
女
性

と
い
う
こ
と
で
ご
苦
労
さ
れ
た

多
く
の
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
お
話

は
含
蓄
が
深
く
、
ま
た
、
各

世
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
仕
事

や
家
庭
に
お
け
る
女
性
な
ら
で

会
の
歩
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｏ
Ｇ
会
が
辿
っ
て
き
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
左
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
２
０
２
２
年
文
学
部
卒
の

　

小
坂
由
紀（
２
０
０
７
年
理
学
部
修
）

　

３
代
目
の
幹
事
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
Ｏ
Ｇ
会
に
参
加
し

て
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
と
時
間
を
忘
れ

て
楽
し
く
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
北
大
や
北
海
道
の
良
さ
、
卒
業

し
た
後
も
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
有
難

さ
を
改
め
て
感
じ
、
ま
た
皆
さ
ん
の
お

話
か
ら
、
今
後
の
人
生
の
過
ご
し
方
に

関
す
る
ヒ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
◆
◇

　

北
大
東
京
同
窓
会
Ｏ
Ｇ
会
が
〝
北
大

Ｏ
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
場
〟
と

し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
Ｏ
Ｇ
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
是
非
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
サ
ー
ボ
ウ
ン
明
里
さ
ん
（
２
０
２
２
年

文
学
部
修
）

　

は
じ
め
て
の
Ｏ
Ｇ
会
参
加
で
し
た
の

で
参
加
前
は
と
て
も
緊
張
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
大
先
輩
の
皆
さ
ん
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

年
代
も
出
身
学
部
も
歩
ま
れ
て
き
た

キ
ャ
リ
ア
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
こ
う
い
っ

た
キ
ャ
リ
ア
も
あ
る
の
だ
な
と
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ま
た
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

２
０
２
４
年
11
月
30
日
（
土
）
に
パ

パ
ミ
ラ
ノ
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
店
で
北

大
東
京
同
窓
会
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
Ｏ
Ｇ
会
は
北
大
の
〝
同
窓
〟
と
い

う
繋
が
り
で
集
う
会
。
出
身
・
学
部
・

職
業
・
年
齢
を
問
わ
ず
気
軽
に
参
加
し

て
下
さ
い
と
声
掛
け
し
て
、
様
々
な
学

部
か
ら
Ｏ
Ｇ
18
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
北
大
が
好
き
、
札
幌
が
好

き
、
北
海
道
が
好
き
」
と
い
う
方
々
の

集
ま
り
な
の
で
、
す
ぐ
に
和
気
藹
藹
と

会
話
が
弾
み
、
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
８
月
に
札
幌
で
開
催

さ
れ
た
札
幌
・
東
京
Ｏ
Ｇ
会
を
最
後
に

コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
し
ま
い
、
今
回
は
５

年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　

幹
事
は
大
西
裕
子
さ
ん
（
１
９
９
１

年
文
修
）
と
西
野
順
子
（
１
９
８
９
年

農
修
）
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
幹
事
の

方
や
東
京
同
窓
会
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
き
、
開
催
で
き
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
急
用
で
参
加
で
き
な
く

な
っ
た
㈱ Healthbuild

の
槇
本
愛
さ
ん

（
１
９
９
９
年
北
大
医
短
）
よ
り
濁
り

酒
「
麹
煙Kikuen

」
の
提
供
が
あ
り
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

西
野
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、
最
初

に
大
西
幹
事
よ
り
改
め
て
今
回
の
開
催

に
つ
い
て
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
Ｏ
Ｇ
会

サ
ー
ボ
ウ
ン
明
里
さ
ん
よ
り
、
初
々
し

い
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
開

宴
し
、
し
ば
ら
く
食
事
と
歓
談
を
し
た

後
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
２
～
３

分
程
度
の
自
己
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
卒
業
後
に
他
の
大
学
で

学
生
を
し
て
い
る
人
、
子
育
て

や
ご
家
族
の
介
護
を
し
な
が
ら

働
い
て
い
る
方
、
起
業
し
た
方
、

退
職
後
に
第
２
の
職
場
で
仕
事

に
就
い
て
い
る
方
、
仕
事
を
離

れ
て
悠
々
自
適
の
方
、
退
職
目

前
の
方
、
手
術
後
退
院
し
て
す

ぐ
に
参
加
さ
れ
た
方
、
ご
主
人

に
進
め
ら
れ
て
参
加
さ
れ
た
方

等
々
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
生

き
方
は
多
種
多
様
で
、
情
報
共

有
の
場
と
し
て
い
い
懇
親
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
中

で
し
た
が
、
会
の
最
後
に

第
１
回
目
か
ら
参
加
さ

れ
て
い
る
田
中
紀
子
さ
ん

（
１
９
７
７
年
獣
医
学

部
院
）
よ
り
中
締
め
の
挨

拶
を
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
の
集
合
写
真
を
撮
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
よ
り

北大東京同窓会OG会

組織・交流委員会
副委員長

西 野　順 子
（S64・農修） 

北大東京同窓会OG会の歩み 大西裕子（H3・文修） 

は
の
問
題
は
い
つ
の
時
代
で
も
普
遍
性
が
あ
り
、
毎
回
話
が

尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
代
や
環
境
が
違
っ
て
も
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
の
が
同
窓
の
強
み
で
す
。

　

Ｏ
Ｇ
会
に
参
加
す
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
皆
が
学
生
時

代
の
自
分
に
戻
り
、
友
と
心
を
開
い
て
笑
い
合
い
、
元
気

を
も
ら
い
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
希
望
が
湧
く
。
そ
う
し

た
会
で
あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
今
後
も
そ
う
し
た
場
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

西野順子（1989 農学部修）/ 小坂由紀（2007 理学部修）
　2010年11月　ホームパーティ形式で食事＆ワインパーティ
　2011年５月　ランチ会＆テーマ「私の奮闘記」（スカイツリーの見えるレストラン）
　2011年11月　テーマ「旅行」＆ランチ会（表参道）

大西裕子（1991 文学部修）/ 中森薫（1991 農学部修）
　2008年８月　オープンしたばかりの赤坂サカスでポルトガル料理＆フリートーク
　2008年11月　神楽坂で京料理の隠れ家料亭　食事会＆フリートーク
　2009年５月　オペラ『戦争と平和』鑑賞（三軒茶屋・人見記念講堂）と食事会
　2009年11月　ランチ会＆フリートーク（表参道）

後藤さなえ（1988 農学部）/ 関良子（2011 法学部）
　2012年６月　キャンドル作り体験とランチパーティ
　2012年10月　マイフェアレディの世界へようこそ（東京競馬場）
　2013年11月　「特別企画：口笛コンサート＆口笛教室＆みんなの音楽会」

今回はじめて参加された
サーボウン明里さんの乾杯で！

斎藤紀美子（1969 経済学部）★ 2004 年に OG 会を立ち上げ！（旧レディスクラブ）
　2004年10月　フリートーク「OG会は必要か？」
　2005年２月　フリートーク「北大卒のメリット・デメリット、同窓会の賢い利用方法など」
　2005年４月　六本木ヒルズでお花見ランチ
　2005年６月　女性のための易しい資産運用セミナー
　2005年11月　有料老人ホーム見学
　2006年１月　誰もが語れる介護保険、誰もが語れない介護保険制度
　2006年10月　結婚・離婚　女性のための法律相談
　2007年２月　初めての管理職
　2007年９月　家、いえ、イエ…女性から見た一生住める家「終の棲家」
　2007年11月　住みたい家

〈
初
代
〉

〈
２
代
〉

〈
３
代
〉

〈
４
代
〉

〈
５
代
〉
〈
６
代
〉

歴代幹事と開催内容

自社の「麹煙Kikuen」を
提供された槇本愛さん

18人の北大OGが参加
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活動報告

体
地
政
学（
増
補
版
）』が
出
版
さ
れ
た
。

講
演
概
要
：

　

今
や
半
導
体
は
石
油
と
並
ぶ
国
家
の

戦
略
物
資
で
、
世
界
最
高
の
技
術
を
握

る
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
韓
国
の
サ
ム
ス

ン
電
子
を
め
ぐ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
80
年
代
に
栄

華
を
極
め
た
日
本
の
半
導
体
産
業
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
潮
流
の
中
で
衰
退
し
、
い

ま
で
は
見
る
影
も
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
登
場
で
米

中
の
覇
権
競
争
が
高
ま
り
、
世
界
の
半

導
体
産
業
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。
日

本
は
復
活
す
る
の
か
。
国
際
情
勢
、
技

術
、
経
済
の
側
面
か
ら
そ
の
行
方
を
読

み
解
く
。

＊
半
導
体
技
術
の
市
場

　

太
田
氏
が
作
成
し
た
表

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年

時
点
の
半
導
体
の
主
要
技

術
の
ほ
と
ん
ど
は
米
国
が

握
っ
て
い
る
。

【
第
８
４
６
回
】

演
題
：
半
導
体
の
地
政
学 

～ 

日
本
は
復

活
す
る
か

日
時
：
令
和
６
年
４
月
５
日

講
演
者
：
太
田
康
彦 

氏
（
Ｓ
60
・
理
）

略
歴
：
１
９
８
５
年
北
大
理
学
部
卒

業
、
日
本
経
済
新
聞
社
に
入
社
。
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

に
留
学
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
駐
在
。
通

商
、
外
交
、
科
学
技
術
、
国
際
金
融
な

ど
を
テ
ー
マ
に
取
材
。
一
面
コ
ラ
ム「
春

秋
」
の
執
筆
を
10
年
間
に
わ
た
り
担
当

し
た
。
２
０
０
４
年
か
ら
21
年
ま
で
編

集
委
員
兼
論
説
委
員
。
中
国
の
「
一
帯

一
路
」
構
想
の
報
道

な
ど
で
２
０
１
７
年

度
ボ
ー
ン
・
上
田
記

念
国
際
記
者
賞
を
受

賞
。
最
近
の
著
書
で

は
２
０
２
４
年
２
月

に
『
２
０
３
０ 

半
導

＊
補
助
金
競
争
の
中
身

⑴
ア
メ
リ
カ
―
か
つ
て
の
「
半
導
体
大

国
」
日
本
が
首
位
な
の
は
ウ
エ
ハ
ー
の

み
で
、
分
野
別
技
術
の
多
く
は
ア
メ
リ

カ
が
首
位
。
チ
ッ
プ
の
製
造
（
フ
ァ
ウ

ン
ド
リ
）
と
製
造
後
工
程
は
台
湾
の
シ
ェ

ア
が
突
出
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
バ
イ
デ
ン
前
大
統
領

は
、
半
導
体
、
レ
ア
ア
ー
ス
、
医
薬
品
、

Ｅ
Ｖ
用
電
池
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て
行
動
計
画
を

立
案
。
２
兆
ド
ル
規
模
の
イ
ン
フ
ラ
投

資
計
画
を
発
表
し
、
半
導
体
工
場
や
研

究
開
発
に
５
２
０
億
ド
ル
を
投
じ
た
。

⑵
中
国
―
２
０
１
４
年
と
２
０
１
９
年

の
「
国
家
集
積
回
路
産
業
投
資
基
金
」

や
地
方
政
府
の
フ
ァ
ウ
ン
ド
を
加
え
て

10
兆
円
以
上
を
投
資
。

⑶
欧
州
―
２
０
２
１
年
欧
州
委
員
会

は
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た
産
業
戦
略

「
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
パ
ス
」
を
発
表
し
、

Ｅ
Ｕ
域
内
の
半
導
体
生
産
を
10
年
間
で

倍
増
す
る
目
標
を
掲
げ
た
。

＊
世
界
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
の
頼
み
の
綱

　

台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
今
最
も
地
政
学
的

に
重
要
な
企
業
。
他
社
か
ら
受
託
し
て

半
導
体
を
生
産
す
る
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
市

場
で
約
60
％
を
生
産
す
る
。
そ
の
強
み

は
、
世
界
の
半
導
体
企
業
と
つ
な
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
微
細
化
の
技
術
力
。

２
０
２
２
年
に
２
ナ
ノ
の
新
工
場
の
建

設
を
始
め
た
。

＊
デ
ジ
タ
ル
覇
権
の
舞
台
・
海
底
ケ
ー

ブ
ル
の
束

　

モ
ノ
を
運
ぶ
の
が
船
や
飛
行
機
な

ら
、
デ
ー
タ
を
運
ぶ
の
は
海
底
ケ
ー
ブ

ル
。
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
は
、

究
極
的
に
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
世
界
各

地
と
中
国
を
結
び
、
デ
ー
タ
を
中
国
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
集
め
る
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
や

中
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
置

い
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

＊
デ
ジ
タ
ル
三
国
志
が
始
ま
る
（
沿
海

か
ら
内
陸
へ
）

　

各
国
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
状
況
。

ア
メ
リ
カ
：
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
グ
ー
グ

太田康彦 氏

半導体の主要技術のほとんどは米国が握る（分野別市場シェア）
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市場規模
（10億ドル）

（５％未満は省略）（2020年時点の企業・業界の各種データより作成）

ル
・
ア
ッ
プ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ

ン
テ
ル
、
西
海
岸
に
ア
マ
ゾ
ン
・
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
本
社
を
置
く
。

中
国
：
広
東
省
、
福
建
省
、
浙
江
省
に

企
業
が
位
置
す
る
。

台
湾
：
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
の
フ
ァ
ン
ド
リ

群
の
工
場
が
新
竹
に
集
積
し
て
い
る
。

韓
国：サ
ム
ス
ン
電
子
、
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ

ク
ス
。

日
本
：
広
島
市
に
マ
イ
ク
ロ
ン
、
四
日

市
と
北
上
市
に
キ
オ
ク
シ
ア
の
工
場
が

あ
る
。

【
第
８
４
７
回
】

演
題
：
睡
眠
と
健
康
経
営

日
時
：
令
和
６
年
６
月
７
日

講
演
者
：
石
田
陽
子 

氏
（
Ｈ
11
・
医
）

略
歴
：
１
９
９
９
年
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
麻
酔
科
学
講
座
入
局
、
周
術
期
管

理
に
従
事
。
２
０
１
１
年
株
式
会
社
心

陽
設
立
、
企
業
の
健
康
支
援
、
産
業
保

健
管
理
に
従
事
。

講
演
概
要
：

＊
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト

　

大
学
卒
業
後
、
麻
酔
科
医
と
し
て
25

年
以
上
、
の
べ
５
０
０
０
人
以
上
の
患

者
に
麻
酔
を
行
い
、
ま
た
こ
の
間
、
産

業
医
と
し
て
公
衆
衛
生
に
も
携
わ
る
。

麻
酔
を
扱
う
高
度
急
性
期
医
療
と
、
従

業
員
の
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
を
担
う
産
業
保
健
は
両
極
端
の
分

野
。
こ
の
二
刀
流
の
専
門
家
は
少
な
い
。

　

現
在
、
産
業
医
と
し
て
週
に
１
０
０

人
以
上
の
働
く
人
と
対
話
す
る
こ
と
も

の
痛
み
・
肩
こ
り
、
睡
眠
不
足
、
腰
痛
、

眼
精
疲
労
、
う
つ
、
疲
労
感
、
不
安
感
、

頭
痛
、
不
眠
症
、
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
更
年
期
障
害
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
。

【
第
８
４
８
回
】

演
題
：「
廃
棄
物
と
Ｄ
Ｘ
」
の
話
を
し
ま

し
ょ
う
！

日
時
：
令
和
６
年
７
月
５
日

講
演
者
：
石
井
美
也
紀 

氏
（
Ｓ
56
・
薬
）

略
歴
：
１
９
８
１
年
三
共
株
式
会
社

医
薬
品
事
業
部
入
社
、
１
９
８
５
年

富
士
通
公
共
シ
ス
テ
ム
部
な
ど
を
経
て

２
０
１
５
年
（
株
）
エ
ス
エ
ル
ネ
ッ
ト
設

立（
２
０
２
１
年
ム
ス
ビ
メ
へ
商
号
変
更
）

講
演
概
要
：

＊
事
業
紹
介　

　

天
然
資
源
を
使
っ
て
モ
ノ
を
創
る
産

業
は
、
人
体
の
血
液
循
環
に
な
ぞ
ら
え

て
「
動
脈
産
業
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ら

の
使
用
後
の
、
廃
棄
物
と
し
て
回
収
・

処
理
し
、
再
資
源
化
す
る
産
業
は
「
静

脈
産
業
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ム
ス
ビ
メ
は
、
静
脈
産
業
に
お
け
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
分
野
に
お
い
て

「
証
拠
を
管
理
」
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開

発
に
長
年
取
り
組
ん
で
来
た
会
社
。

＊
環
境
基
本
法

　

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
法

整
備

・
循
環
型
社
会
形
成
基
本
推
進
法
―
廃

棄
物
の
適
正
処
理
を
定
め
た
法
律

（
主
な
内
容
）
再
生
資
源
利
用
の
リ
サ

　

２
０
１
４
年
に
「
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
睡
眠
指
針
」、
２
０
２
４
年
に
「
睡

眠
ガ
イ
ド
２
０
２
３
」
が
そ
れ
ぞ
れ
公

表
さ
れ
た
。
国
家
レ
ベ
ル
で
の
睡
眠
の

重
要
性
の
理
解
や
啓
発
を
目
指
し
て「
国

民
の
質
の
高
い
睡
眠
の
た
め
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
議
員
連
盟
」が
発
足
し
、

日
本
睡
眠
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

⑷
健
康
経
営
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ

ム
・
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム

　

健
康
経
営
と
は
、
従
業
員
が
健
康
に

な
る
と
企
業
の
社
会
的
価
値
が
上
が
る

と
い
う
考
え
に
従
い
、
企
業
が
従
業
員

の
健
康
と
い
う
人
的
資
本
に
投
資
す
る

こ
と
で
、
企
業
価
値
や
業
績
な
ど
を
向

上
さ
せ
る
経
営
戦
略
で
あ
る
。

　

健
康
経
営
領
域
で
は
、「
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
（presenteeism

）」
と

は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
、
健

康
問
題
に
起
因
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
損
失
を
表
す
指
標
で
、
欠
勤
に
は
至
っ

て
い
な
い
も
の
の
〝
健
康
問
題
が
理
由

で
生
産
性
が
低
下
し
て
い
る
状
態
〟
を

指
す
。 

　

一
方
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム

（absenteeism

）
と
は
〝
仕
事
を
休
業

／
欠
勤
し
て
い
る
状
態
〟
で
、 

心
身
の
不

調
に
よ
り
、
遅
刻
や
早
退
、

就
労
が
困
難
な
欠
勤
や
休
職

な
ど
、
業
務
自
体
が
行
え
な

い
状
態
を
指
す
。 

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム

に
関
す
る
日
本
の
研
究
で

は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
首

あ
る
。
２
０
１
５
年
に
心
陽
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
し
、
睡
眠
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

＊
日
本
の
睡
眠
の
特
徴

　

国
ご
と
に
平
均
睡
眠
時
間
に
差
が
あ

り
、
睡
眠
時
間
が
地
理
や
気
候
、
国
民

性
な
ど
の
社
会
的
因
子
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
い

る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
全
体
の
平
均
睡
眠
時
間
は

８
時
間
25
分
。
国
別
で
８
時
間
未
満
な

の
は
韓
国
と
日
本
だ
け
で
あ
る
。

⑴
高
齢
者
と
こ
ど
も
の
睡
眠

　

総
務
省
の
調
査
（
２
０
２
２
年
）
に

よ
る
と
、
50
歳
以
上
60
歳
未
満
の
睡

眠
時
間
は
４
２
６
分
、
15
歳
以
上
20
歳

未
満
の
睡
眠
時
間
は
４
５
２
分
。
80
歳

の
必
要
な
睡
眠
は
６
時
間
程
度
な
の
に

統
計
的
に
は
85
歳
以
上
が
５
５
７
分
も

眠
っ
て
い
る
一
方
、
15
歳
以
上
20
歳
未
満

で
は
４
５
２
分
し
か
な
い
と
い
う
の
は
、

発
達
と
成
長
が
大
切
な
子
供
に
は
恐
ろ

し
い
こ
と
。

⑵
女
性
の
睡
眠

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
女
性
の
睡
眠
時
間

が
男
性
の
睡
眠
時
間
よ
り
短
い
の
は
、

日
本
、メ
キ
シ
コ
、韓
国
、イ
ン
ド
の
み
。

世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
女
性
は

男
性
よ
り
長
く
眠
っ
て
い
る
。
総
務
省
の

調
査（
２
０
２
２
年
）

で
は
、
25
歳
～
40
歳

以
外
の
す
べ
て
の
世

代
で
日
本
の
女
性
は

男
性
よ
り
も
睡
眠
時

間
が
短
い
。

⑶
日
本
の
睡
眠
政
策

石田陽子 氏

　

エ
ル
ム
談
話
室
は
毎
月
第
１
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階
の

北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。︵
参
加
費
５
０
０
円
︶

平
田
更
一
︵
Ｓ
44
理
・
植
︶
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イ
ク
ル
／
廃
棄
物
の
適

正
処
理
／
廃
棄
物
処
理

施
設
の
適
正
規
制
／
廃

棄
物
処
理
業
者
に
対
す

る
規
制
／
廃
棄
物
処
理

基
準
の
設
定

・
資
源
有
効
利
用
促
進

法
―
再
生
利
用
の
推
進
を
定
め
た
法
律

（
主
な
内
容
）
再
生
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
／
リ
サ
イ
ク
ル
容
易
な
構
造
・
材
質

等
の
工
夫
／
分
別
回
収
の
た
め
の
表
示

／
副
素
材
の
有
効
利
用
の
促
進

＊
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
【
※
】
３

原
則
（
エ
レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
）

・「
廃
棄
物
・
汚
染
な
ど
を
出
さ
な
い
」

　

有
害
物
質
の
排
出
や
大
気
汚
染
な

ど
、
人
や
自
然
環
境
へ
の
負
荷
と
な
る
原

因
を
明
ら
か
に
し
、製
品
か
ら
排
除
す
る
。

・「
製
品
や
資
源
を
使
い
続
け
る
」

　
「
使
い
続
け
る
」
と
は
設
計
に
よ
っ
て

製
品
や
素
材
な
ど
の
価
値
を
高
め
、
循
環

さ
せ
続
け
る
こ
と
。
製
品
の
再
製
造
や
リ

サ
イ
ク
ル
も
含
む
。

・ 「
自
然
の
シ
ス
テ
ム
を
再
生
す
る
」

　
自
然
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
水
や
土
壌
、

森
林
な
ど
の
自
然
資
本
の
保
存
・
増
加
が

目
的
。
再
生
可
能
な
資
源
を
活
用
す
る

と
、
枯
渇
が
進
む
化
石
燃
料
な
ど
の
非
再

生
資
源
の
使
用
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

【
※
】
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は

資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
。

＊
再
資
源
化
事
業
等
高
度
化
法

―
資
源
循
環
の
た
め
の
再
資
源
化
事
業

婚
の
男
女
に
対
す
る
調
査
で
は
、
男
性

の
81
・
４
％
、
女
性
の
84
・
３
％
は
結

婚
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
内
の
男
性
の
48
・
６
％
、
女

性
の
51
・
７
％
は
、
し
な
く
と
も
よ
い

と
回
答
し
て
い
る
。
誰
で
も
よ
い
わ
け

で
は
な
い
し
、
結
婚
し
た
い
け
ど
自
分

か
ら
は
行
動
し
な
い
、
と
い
う
気
持
ち

の
現
れ
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、
70
％
が
見
合
い
結
婚
で

あ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
秋
の
調
査
で

は
３
％
、
現
在
は
５
～
６
％
と
言
わ
れ

て
お
り
、
未
婚
が
少
子
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

＊
ブ
ラ
イ
ダ
ル
社
の
提
案

　

本
人
に
適
し
た
相
手
と
の
出
会
い
が

大
切
で
、
親
が
子
の
婚
活
を
支
援
を
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
不
退
転
の
覚
悟
が

必
要
。

⑴
お
子
さ
ん
に
進
め
る
際
に
本
人
が
嫌

が
る
言
葉

　
「
結
婚
」（
こ
の
言
葉
に
拒
否
反
応
）、

「
年
齢
」（
も
う
い
い
年
で
し
ょ
）、「
比

較
」（
誰
そ
れ
さ
ん
は
結
婚
し
た
そ
う

よ
）、「
今
す
ぐ
に
で
も
」（
催
促
に
な
る
）

な
ど
は
使
い
方
を
注
意
す
る
。

⑵
お
子
さ
ん
へ
の
切
り
出
し
方

　
「
ち
ょ
っ
と
話
が
あ
る
の
だ
け
ど
、

最
後
ま
で
聞
い
て
ね
」「
母
さ
ん
も
そ

ろ
そ
ろ
あ
な
た
の
出
会
い
を
応
援
し
た

い
の
」。
こ
ん
な
問
い
か
け
へ
の
反
応
は

「
ほ
っ
と
い
て
」「
自
分
で
探
す
か
ら
」

「
無
言
・
無
視
」
が
多
い
。  

　

し
か
し
「
粘
る
」
こ
と
が
大
切
で
、

等
の
高
度
化
に
関
す
る
法

律
案
。

　

令
和
６
年
３
月
15
日
に

「
資
源
循
環
の
促
進
の
た

め
の
再
資
源
化
事
業
等

の
高
度
化
に
関
す
る
法
律

案
」
を
国
会
に
提
出
。

　

法
案
に
お
い
て
は
脱
炭
素
化
と
再
生

資
源
の
質
と
量
の
確
保
等
の
資
源
確
保

の
取
り
組
み
を
一
体
的
に
促
進
す
る
た

め
、
基
本
方
針
の
策
定
、
特
に
処
分
量

の
多
い
産
廃
業
者
の
再
資
源
化
の
実
施

の
状
況
の
報
告
及
び
公
表
、
再
資
源
化

事
業
の
高
度
化
に
係
る
認
定
制
度
の
創

設
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

⑴
基
本
方
針
の
策
定

　

再
資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
を
促
進

す
る
た
め
、
国
と
し
て
基
本
的
な
方
向

性
を
示
し
、
一
体
的
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
環

境
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
策
定
し
公
表

す
る
も
の
と
す
る
。

⑵
再
資
源
化
の
促
進
（
底
上
げ
）

　

再
資
源
化
等
の
促
進
に
関
す
る
判
断

基
準
の
策
定
、
公
表
。
特
に
処
分
量
の

多
い
産
業
廃
棄
物
処
分
者
の
再
資
源
化

実
施
状
況
の
報
告
、
公
表
。

⑶
再
資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
の
促
進

（
引
き
上
げ
）

　

再
資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
に
係
る

国
が
一
括
し
て
認
定
を
行
う
制
度
を
創

設
し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
さ
せ
上
で
、
廃

棄
物
処
理
法
の
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可

そ
の
際
の
声
掛
け
は
「
貴
方
は
貴
方
で

今
ま
で
通
り
で
い
い
の
よ
」「
貴
方
は
写

真
を
見
る
だ
け
よ
」「
嫌
な
ら
全
部
断
っ

て
い
い
か
ら
」「
最
後
ま
で
聞
い
て
ね
」

な
ど
。
そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
を
添
え
る
。

　

ま
た
、「
こ
れ
だ
け
お
願
い
し
て
も
ダ

メ
か
し
ら
」と「
引
く
」こ
と
も
大
事
。「
待

つ
」
こ
と
も
大
切
だ
が
、
本
人
の
同
意

の
う
え
で
期
限
を
切
る
こ
と
が
コ
ツ
。

た
だ
し「
い
つ
ま
で
待
て
ば
い
い
の
？
」

は
言
わ
な
い
。

※
幹
事
の
感
想

　

講
演
を
聞
い
て
一
番
感
銘
を
受
け
た

の
は
、お
話
が
明
瞭
で
言
葉
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
。自
信
を
も
っ

て
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
良
く
理
解

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
視
点
を

変
え
た
テ
ー
マ
の
お
話
を
聞
き
た
い
と

い
う
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

【
第
８
５
０
回
】

演
題
：
石
炭
を
通
し
て
垣
間
見
た
産
炭

国
の
印
象

日
時
：
令
和
６
年
９
月
６
日　

講
演
者
：
遠
藤 

一 

氏
（
Ｓ
45
・
工
）

略
歴
：
１
９
７
０
年
太
平
洋
炭
鉱
入
社
、

１
９
９
８
年
（
一
財
）
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
出
向
、
２
０
２
１
年
（
一
財
）

石
炭
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
機
構
に
改
名
。

講
演
概
要
：

＊
石
炭
の
区
分

　

石
炭
は
用
途
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
る
。

等
に
各
種
許
可
の
手
続
き
の
特
例
を
設

け
る
。

【
第
８
４
９
回
】

演
題
：
も
は
や
自
然
に
任
せ
て
結
婚
で

き
る
時
代
で
は
な
い
！ 

現
代
の
結
婚
事

情
と
婚
活
の
ス
ス
メ

日
時
：
令
和
６
年
８
月
２
日

講
演
者
：
松
田
松
枝 

氏
（
㈱
ブ
ラ
イ
ダ

ル
東
京
本
社
）

会
社
概
要
：
１
９
８
７
年
設
立
。
社
員

数
60
名
（
２
０
２
４
年
現
在
）。

事
業
所
：
東
京
・
名
古
屋
・
豊
橋
。
大

学
等
で
の
セ
ミ
ナ
ー
実
績
：
東
京
大
学

校
友
会
・
大
阪
市
立
大
学

同
窓
会
・
関
西
学
院
大
学

同
窓
会
・
東
京
医
師
歯
科

医
師
協
同
組
合
ほ
か
。

講
演
概
要
：

＊
最
近
の
動
向

　

岸
田
内
閣
は
異
次
元
の

少
子
化
対
策
に
着
手
し
た
が
、
若
者
た

ち
の
未
婚
化
問
題
は
本
人
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
。
家
族
の
問
題
と
捉
え
て
い

た
だ
き
、
今
日
の
話
を
周
り
の
方
々
に

も
伝
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑴
若
者
に
結
婚
の
話
を
持
ち
出
す
と
、

多
く
の
反
応
は
…

①
自
分
の
こ
と
だ
か
ら
ほ
っ
と
い
て
！

（
怒
る
）
②
自
分
で
探
す
か
ら
い
い
よ

（
で
も
あ
て
が
あ
る
わ
け
だ
は
な
い
）

③
親
か
ら
は
言
わ
れ
た
く
な
い
（
親
の

話
し
方
に
抵
抗
が
あ
る
）

・
無
煙
炭
：
粘
結
用
、
練
炭

・
原
料
炭
：
製
鉄
、
コ
ー
ク
ス
原
料

・
一
般
炭
（
燃
料
炭
）：
発
電
、
セ
メ
ン

ト
燃
料

＊
石
炭
消
費
量（
２
０
２
２
年
見
通
し
）

・中
国 　

   　
45・１
億
ト
ン（
53・７
％
）

・イ
ン
ド　
　

11・７
億
ト
ン（
14・０
％
）

・ア
メ
リ
カ　
４・７
億
ト
ン（
５・６
％
）

・ロ
シ
ア        

２・５
億
ト
ン（
３・０
％
）

・イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

２・０
億
ト
ン（
２・４
％
）

・日
本　
　

    

１・８
億
ト
ン（
２・２
％
）

・世
界
計    

84・０
億
ト
ン
（
１
０
０
％
）

＊
各
国
の
石
炭
情
勢
と
国
柄

⑴
ベ
ト
ナ
ム

　

ベ
ト
ナ
ム
は
高
品
質
の
無
煙
炭
産
出

国
。
汚
れ
た
選
炭
【
※
】
排
水
を
海
に
垂

れ
流
し
て
い
た
の
で
、
選
炭
機
械
の
改

善
と
排
水
処
理
方
法
を
実
施
。
ハ
ノ
イ

は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
も
、
歩
い
て
帰
る
こ
と

が
出
来
る
治
安
の
良
い
国
で
あ
る
。

【
※
】
選
炭
と
は
原
炭
か
ら
不
純
物
を
除

き
、
用
途
に
応
じ
た
商
品
炭
に
す
る
工
程

⑵
イ
ン
ド
共
和
国

　

日
本
の
会
社
が
開
発
し
た
選
炭
技

術
の
導
入
と
選
炭
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
を

行
っ
た
。
当
時
イ
ン
ド
は
環
境
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
法

律
が
突
然
変
わ
り
、

完
成
ま
で
に
６
年
程

か
か
っ
た
。

⑶
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
民
共
和
国

　

現
在
の
主
要
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
天
然
ガ
ス

⑵
こ
う
し
た
背
景
に
は
…

①
現
在
の
生
活
が
居
心
地
よ
い
。
②
一
人

で
い
る
こ
と
に
何
の
不
都
合
も
な
い
。

③
昔
ほ
ど
適
齢
期
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、

な
ど
が
あ
る
。

＊
時
代
背
景

⑴
意
識
の
変
化

　

民
主
的
な
個
人
主
義
に
伴
う
意
識
変

革
―
１
９
８
６
年
に
男
女
機
会
均
等
法

が
施
行
、意
識
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

⑵
経
済
の
変
化

・
非
正
規
雇
用
の
拡
大
―
森
内
閣
時
は

36
・
９
％
で
あ
っ
た
が
、
女
性
の
非
正
規

雇
用
は
今
で
は
63
～
64
％
に
も
な
っ
て

い
る
。

・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
内
定
の
取
り
消

し
も
多
か
っ
た
。

・
年
収
５
０
０
万
円
以

下
の
割
合
が
56
％
と

な
っ
て
い
る
。

・
生
涯
未
婚
率
は
１
９
７
０
年
代
で
は

45
歳
か
ら
55
歳
で
４
～
５
％
で
あ
っ
た

の
が
、
１
９
９
０
年
を
境
に
急
上
昇
し

て
い
る
。
女
性
は
約
３
人
に
一
人
、
男

性
は
約
５
人
に
一
人
が
未
婚
で
あ
る
。

⑶
ネ
ッ
ト
社
会
と
の
関
わ
り

　

リ
ア
ル
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交

わ
す
力
の
低
下
―
面
倒
→
煩
わ
し
い
→

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
い
→
能
力
の

低
下

＊
若
者
の
結
婚
願
望
は
？

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
行
っ
た
、
18
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
未

に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
石
炭

資
源
の
調
査
を
行
っ
た
。
非
常
に
ま
じ

め
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
、
会
食
で

も
酒
を
飲
な
い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
金

曜
日
と
土
曜
日
が
休
日
で
、
日
曜
か
ら

仕
事
が
始
ま
る
の
で
、
金
曜
日
は
仕
事

に
な
ら
な
い
。

⑷
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

　

現
在
で
は
石
炭
輸
出
量
は
世
界
一
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
で
、
サ
マ
リ
ン
ダ
に
あ

る
選
炭
工
場
か
ら
出
る
排
水
の
環
境
汚

染
対
策
の
技
術
指
導
を
担
当
し
た
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
主
体
だ
が
、
真
面
目
さ

が
ピ
ン
キ
リ
な
の
で
、
一
緒
に
酒
を
飲
ん

で
良
い
の
か
見
分
け
が
難
し
い
。

⑸
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国

　

豊
富
な
石
炭
の
産
出
国
。
商
品
価
値

の
な
い
粉
炭
を
原
料
と
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
を
混
ぜ
た
石
炭
ブ
リ
ケ
ッ
ト
の
普
及

を
提
案
。現
在
も
事
業
が
継
続
中
だ
が
、

日
本
か
ら
約
一
日
半
か
か
る
の
が
厄
介

で
あ
る
。

⑹
モ
ン
ゴ
ル

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
冬
季
は
石
炭
に

よ
る
大
気
汚
染
が
ひ
ど
く
、
か
つ
て
炭

鉱
設
備
の
改
善
を
行
っ
た
。
現
在
は
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
提
案
を
検
討
中
。

　

約
27
年
前
と
比
べ
る
と
今

は
雲
泥
の
差
と
思
え
る
ほ
ど

の
発
展
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
狩

猟
民
族
な
の
で
そ
の
せ
い
か

計
画
性
が
欠
如
し
て
お
り
、

わ
れ
わ
れ
農
耕
民
族
に
と
っ

て
は
仕
事
で
苦
労
す
る
。

石井美也紀 氏

松田松枝 氏

遠藤 一 氏

活動報告
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え
、
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
北
海
道
の
ワ
イ
ン
の
味
わ
い
と

知
識
を
同
時
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
顧
客

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
顧
客
の
皆

さ
ま
の
嗜
好
と
ワ
イ
ン
の
化
学
成
分
や

味
わ
い
と
の
関
係
を
解
析
す

る
研
究
の
デ
ー
タ
を
得
る
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教

室
裏
手
に
は
、
旧
昆
虫
標
本

庫
を
改
修
し
た
ワ
イ
ン
熟
成

庫
が
あ
り
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
し
な
が
ら
の
セ
ミ
ナ
ー

も
可
能
だ
。
こ
の
ワ
イ
ン
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
全
体
で
、

北
海
道
の
ワ
イ
ン
産

業
を
支
援
す
る
よ
う

な
取
組
を
今
後
も
進

め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

教
育
研
究
組
織
の

立
ち
上
げ
か
ら
５
年

目
、
北
海
道
大
学
の

ワ
イ
ン
教
育
研
究
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
今
後
は
研

究
成
果
を
実
際
の
ワ

イ
ン
産
業
の
現
場
や
道
内
各
地

域
に
実
装
し
、
北
海
道

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
テ
ロ

ワ
ー
ル
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

国
内
第
３
位
で
あ
る
北
海
道
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
数
は
２
０
２
４
年
末
現
在
で
71

軒
を
超
え
、
１
０
０
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

超
え
る
日
も
近
い
が
、
一
方
で
そ
の
多

く
は
家
族
経
営
で
あ
り
、
栽
培
か
ら
醸

造
、
流
通
、
経
営
に
お
い
て
数
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
課
題
解
決

の
た
め
に
総
合
大
学
と
し
て
の
北
海
道

大
学
が
ワ
イ
ン
教
育
研
究
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
北
海
道
の
ワ
イ

ン
産
業
の
歴
史
と
現
状
、
何
故
北
海
道

大
学
が
ワ
イ
ン
教
育
研
究
に
取
り
組
む

の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

◎ 

北
海
道
ワ
イ
ン
の

       

歴
史
と
変
遷

　

北
海
道
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史
が
始

ま
っ
た
の
は
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
９
月
。
北
海
道
開
拓
使
が
開
拓
使
葡

萄
酒
醸
造
所
を
現
在
の
札
幌
市
中
央

区
北
２
条
東
４
丁
目
（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
敷
地
内
）
に
、
開
拓
使
麦
酒

醸
造
所
（
現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
）

と
と
も
に
建
築
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

現
在
ま
で
連
綿
と
続
く
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
と
は
異
な
り
、
開
拓
使
葡
萄
酒
醸

造
所
は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
後
、

１
９
１
３
年
に
は
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。

現
在
の
北
海
道
に
お
け
る
ワ
イ
ン
造
り

に
つ
な
が
る
端
緒
は
、
１
９
６
３
年
の

池
田
町
に
よ
る
、
池
田
町
ブ
ド
ウ
・

ブ
ド
ウ
酒
研
究
所
（
十
勝
ワ
イ
ン
）
の

設
立
で
あ
り
、
次
い
で
１
９
７
２
年
の

富
良
野
市
に
よ
る
富
良
野
市
ぶ
ど
う
果

樹
研
究
所
（
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
）
が
設
立

さ
れ
た
。
民
間
企
業
で
は
、
１
９
７
３

年
の
は
こ
だ
て
わ
い
ん
、
１
９
７
４
年

の
北
海
道
ワ
イ
ン
、
余
市
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
設
立
さ
れ
、
こ
の
後
２
０
０
０
年
ま

で
は
道
内
７
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
時
代
が
続

い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
現
在
に

通
じ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ブ
ド
ウ
（Vitis 

vinifera
）
の
寒
さ
や
積
雪
に
対
応
し
た

栽
培
方
法
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
以
降
に
な
る
と
、
家
族

経
営
の
小
規
模
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
多
く

設
立
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
背
景
に
は
地

球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
２
０
１
０
年
に
設
立

さ
れ
た
10
Ｒ（
ト
ア
ー
ル
）ワ
イ
ナ
リ
ー

を
始
め
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
設
を
目
指
す

研
修
生
の
受
け
入
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
２
０
１
５
年
以
降
、
北
海
道

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
。　
　

　

北
海
道
経
済
部
に
よ
る
「
ワ
イ
ン

塾
」「
北
海
道
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」

は
、
す
で
に
２
０
０
名
を
超
え
る
修
了

生
を
輩
出
し
、
数
多
く

の
新
規
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

設
立
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
６
月
に
は
、

ワ
イ
ン
と
し
て
は
日
本

で
２
番
目
の
地
理
的
表

示
「
Ｇ
Ｉ
北
海
道
」
が

認
め
ら
れ
た
。
２
０
２
２
年
に
北
海
道

庁
や
各
研
究
機
関
、
大
学
等
か
ら
な
る

ワ
イ
ン
産
業
支
援
組
織
「
北
海
道
―
ワ

イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。

　

◎ 

地
域
産
業
に
お
け
る

　
　

 

北
大
の
役
割　

　

こ
の
よ
う
に
し
て
現
在
、
北
海
道
は

山
梨
、
長
野
に
次
ぐ
日
本
を
代
表
す
る

ワ
イ
ン
産
地
と
な
っ
た
。
北
海
道
大
学

で
は
、
こ
の
ワ
イ
ン
産

業
を
北
海
道
の
持
続
性

を
高
め
る
重
要
な
キ
ー

と
考
え
て
い
る
。
ワ
イ

ン
は
単
な
る
農
産
加
工

品
で
は
な
く
、
農
業
、

食
品
産
業
、
観
光
業
な

ど
と
強
く
つ
な
が
り
、

地
域
に
大
き
な
経
済
効

果
や
雇
用
創
出
を
も
た

ら
し
、
北
海
道
の
抱
え
る
人
口
減
少
等

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

世
界
的
に
著
名
な
ワ
イ
ン
産
地

で
あ
る
ナ
パ
ヴ
ァ
レ
ー
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
一
地
域
で
、
こ
こ

に
年
間
３
６
０
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
、
４
万
４
０
０
０
人
の
雇
用
を

創
出
し
て
い
る
。
そ
の
経
済
効
果
は

総
額
１
３
０
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
日

本
ハ
ム
の
新
球
場
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
が
北

海
道
に
与
え
る
経
済
効
果

（
１
１
１
４
億
円
）
の
17
倍

以
上
で
あ
る
。
現
在
北
海
道

で
新
た
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開

設
さ
れ
る
多
く
の
人
が
40
歳

以
下
で
あ
り
、
道
外
か
ら
の

移
住
者
で
あ
る
。
ま
た
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
中
心
に
食
資
源
、

観
光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
北
海

道
の
中
に
い
く
つ
も
の
「
ナ

パ
ヴ
ァ
レ
ー
」
の
様
な
ワ
イ
ン
産
地
が

出
来
れ
ば
、
北
海
道
の
課
題
は
解
消
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

　

ナ
パ
ヴ
ァ
レ
ー
を
は
じ
め
、
世
界
の

ワ
イ
ン
産
地
に
は
必
ず
地
域
の
大
学
と

の
連
携
が
あ
り
、
北
海
道
大
学
も
北
海

道
の
ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
の
た
め
に
ワ

イ
ン
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
言
え
る
も
の

が
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
テ
ロ
ワ
ー
ル
」

と
い
う
言
葉
だ
。「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
と

は
土
地
の
個
性
、
風
土
を
意
味
す
る
ワ

イ
ン
用
語
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
の
味
わ
い

に
影
響
を
与
え
る
も
の
に
は
、
気
候
、

土
壌
、
ブ
ド
ウ
品
種
、
栽
培
方
法
、
醸

造
方
法
に
加
え
て
、
ワ
イ
ン
の
作
り

手
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
食
、
楽
し
む
環

境
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
、
ワ
イ
ン

を
取
り
巻
く
全
て
の
も
の
が
含
ま
れ

る
。
北
海
道
の
各
地
域
の
「
テ
ロ
ワ
ー

ル
」
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
を
我
々

は
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
テ
ロ
ワ
ー
ル
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

北
海
道
大
学
に
は
２
０
２
１
年
に
寄

附
講
座
「
北
海
道
ワ

イ
ン
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル

ヴ
ァ
ー
グ
研
究
室
」、

翌
年
に
は
「
北
海
道
ワ

イ
ン
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」
が
組
織
さ
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
筆
者

の
所
属
す
る
農
学
研
究

院
を
始
め
、
工
学
研
究

院
、
地
球
環
境
科
学
研

究
院
、
メ
デ
ィ
ア・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
院
な
ど
、
幅
広
い
専
門
分
野
の

研
究
者
が
集
っ
て
お
り
、
総
合
大
学
の

強
み
を
活
か
し
て
ワ
イ
ン
を
取
り
巻
く

全
て
、「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
の
課
題
解
決

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
北
海
道
各
地
の
ブ
ド
ウ
園

土
壌
、
ブ
ド
ウ
、
発
酵
も
ろ
み
の
菌
叢

（
き
ん
そ
う
／
常
在
す
る
微
生
物
）

を
解
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
菌
叢
が
異
な

る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。
各
地
か
ら

酵
母
や
乳
酸
菌
を
集
め
、
北
海
道
の
菌

に
は
他
の
産
地
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
ま
た
、
同
セ

ン
タ
ー
の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
開
講

し
て
い
る
大
学
院
生
向
け
の
講
義
「
北

海
道
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ワ
イ
ン
学
」
は

こ
れ
ま
で
に
６
０
０
名
を
超
え
る
履
修

生
を
輩
出
し
（
特
に
２
０
２
４
年
度
は

２
４
０
名
が
履
修
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
北
海
道
ワ
イ
ン
シ
ン
ポ
シ
オ
ン
」
を

毎
年
開
催
し
て
道
内
の
ワ
イ
ン
関
係
者

が
研
究
成
果
を
共
有
す
る
場
を
提
供
し

て
い
る
。

　

◎ 

ワ
イ
ン
教
育
研
究
の

　
　

 

取
り
組
み
と
環
境
整
備　

　

２
０
２
３
年
９
月
に
は
、
北
大
の
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
古
の
建
物
で
あ
る

「
旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
」
を
改
修

し
た
「
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
棟
」
が
開
所
し

た
。
北
海
道
大
学
の

ワ
イ
ン
教
育
研
究
、

ま
た
北
海
道
庁
や
各

自
治
体
、
研
究
機

関
、
生
産
者
が
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
む

拠
点
と
し
て
、
北
海

道
ワ
イ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
の
講
義
や

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

分
析
実
習
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
４

年
９
月
６
日
に
は
、

北
海
道
ワ
イ
ン
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
内

に
、「
北
大
ワ
イ
ン

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
・

ラ
ボ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
札
幌
駅
に
近

い
好
立
地
の
、
歴
史

的
建
造
物
が
醸
す
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
空

間
の
中
で
北
海
道
産
ワ
イ
ン
が
有
料
試

飲
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

金
土
日
月
曜
の
週
４
日
営
業
、
常
時

12
種
類
以
上
の
北
海
道
産
ワ
イ
ン
を
揃

北大果樹園でブドウを収穫

ワイン熟成庫ワインテイスティング・ラボ 試飲の様子 ワイン教育研究センター

ワイン熟成庫には北大ワインが並ぶ

北海道大学大学院 
農学研究院 教授

曾根 輝雄
（H9農・農芸化学・博）
北海道ワイン教育研究セン
ター センター長
北海道大学大学院国際食
資源学院長

◀︎ワイン教育研究センターはこちらから

「サステイナブルテロワール」への挑戦
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に
ア
フ
タ
ー
に
旨
味
が
綺
麗
に
残
り
ま

す
。」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
、
北
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
・
エ
ル
ム
の
森
で
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
学
に
お
越
し
の
際

は
自
分
用
の
お
土
産
と
し
て
い
か
が
で

す
か
？ 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
一
緒
に
ご
賞

味
く
だ
さ
い
！

　

■
北
大
ラ
ズ
ベ
リ
ー 

Ⓡ

　

香
り
と
酸
味
が
魅
力
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー

を
一
度
は
口
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
実
は
99
％
が
海
外
か
ら
の

輸
入
品
で
す
。
そ
れ
は
、
高
温
多
湿
な

　

昨
今
、大
学
に
は
「
教
育
」「
研
究
」

に
加
え
て
「
社
会
貢
献
」
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
産
学
・
地
域
協
働
推

進
機
構
は
本
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
技
術
革
新
、
社

会
課
題
解
決
な
ど
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
推
進
し
て
い
る
北
大
認
定

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み
と
は
、
企

業
様
が
本
学
の
研
究
成
果
や
農
場
生
産

物
等
を
活
用
し
て
作
ら
れ
た
北
大
独
自

の
商
品
に
対
し
て
、「
北
大
認
定
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を

作
っ
て
頂
き
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部

を
大
学
に
還
元
し
て
頂
く
取
り
組
み
で

す
。
北
海
道
の
お
土
産
と
し
て
も
人
気

の
「
札
幌
農
学
校
ク
ッ
キ
ー
」
（
株
式

会
社
き
の
と
や
様
）
も
北
大
認
定
ブ
ラ

ン
ド
商
品
で
あ
り
、
本
学
に
還
元
頂
い

た
寄
付
金
は
現
役
の
学
生
さ
ん
の
奨
学

金
や
大
学
の
環
境
整
備
の
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
約

90
％
が
北
海
道
内
の
企
業
様
と
の
協
業

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
大
ガ

ゴ
メ
、
北
大
短
角
牛
、
北
大
ト
ラ
ウ

ト
、
北
大
ラ
ズ
ベ
リ
ー
な
ど
は
、
道
内

の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で
も
採
用
さ
れ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
大
学
お

よ
び
北
海
道
の
魅
力
を
一
般
の
方
に
伝

え
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
は
以
下
の
北
大
ブ
ラ
ン
ド

ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、「
北
大
ブ
ラ
ン
ド
は

先
人
か
ら
の
預
か
り
物
」と
い
う
意
識
の

下
、ポ
リ
シ
ー
に
賛
同
頂
け
る
企
業
様
に

の
み
北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
作
っ

て
頂
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。例

え
ば
、商
品
を
作
る
過
程
で
は
、商
品
内

容
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
表
現
な
ど
も
確

認
し
、北
大
商
品
に
ふ
さ
わ
し
い
表
記
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
研
究
者
に
も
確
認

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
通
じ

て
、
北
海
道
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
頂

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
商
品
も
続
々
と

登
場
致
し
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

HOKUDAI BRAND 《北大認定ブランド商品の取り組み》

北
海
道
大
学
の
研
究
成
果
を『
商
品
』を
通
じ
て
伝
え
る  

産
学・地
域
協
働
推
進
機
構　
戦
略
企
画
部
門　

野
田
元
春（
産
学
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）／
七
尾
佳
菜（
学
術
研
究
員
）

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み

HOKUDAI BRAND

◇
創
基
以
来
１
４
９
年
に
亘
る

   

先
人
の
歴
史
に
よ
り

   

蓄
積
さ
れ
た
無
形
財
産

◇
国
内
・
海
外
に
対
す
る
北
大
の

　

責
任
の
象
徴

◇
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
の
誇
り

〈
北
大
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
リ
シ
ー
〉

北
大
ブ
ラ
ン
ド
は
北
大
の
か
け
が
え
の

な
い
資
産
で
あ
る
。

　　

■
赤
ワ
イ
ン「
ケ
ス
ク
ジ
ン
パ
？
」  

　

い
つ
の
時
代
も
北
大
生
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。
そ
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

に
ぴ
っ
た
り
合
う
赤
ワ
イ
ン
が
北
大
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
昨
年
９
月
に
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
商
品
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

「Q
U

'EST-CE Q
U

E JIN
PA?

」。

ケ
ス
ク
ジ
ン
パ
と
読
み
、〝
ジ
ン
パ
っ

て
、
何
？
〟
と
い
う
意
味
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
で
２
０
１
９

年
に
収
穫
し
た
平
均
樹
齢
22
年
の
メ
ル

ロ
ー
種
を
メ
イ
ン
に
、
カ
ヴ
ェ
ル
ネ
・

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
と
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ

ン
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
ワ
イ
ン
で
、
ワ
イ

ン
輸
入
販
売
会
社
代
表
の
中
村
雅
人
さ

ん
（
ソ
ム
リ
エ
）
と
北
大
Ｏ
Ｂ
で
ワ
イ

ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
馬
場
聡
さ
ん
が
ブ

レ
ン
ド
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
の
特
徴
や
美
味
し
さ
に
つ
い

て
、「
ピ
ー
マ
ン
や
キ
ノ
コ
の
香
り
。

滑
ら
か
な
タ
ン
ニ
ン
は
や
や
ド
ラ
イ
な

印
象
で
す
が
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
脂

身
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
タ
ン
ニ
ン
が
滑

ら
か
に
な
り
、
丸
み
の
あ
る
酸
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
感
じ
取
れ
ま
す
。
余
韻
ま
で

優
美
な
味
わ
い
が
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
共

日
本
の
気
候
は
栽
培
中
に
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、
ま
た
、
背
丈
が
大
き
く
な

る
の
で
育
て
に
く
い
と
い
う
理
由
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
の
星
野
研
究
室
（
星

野
洋
一
郎
教
授
）
で
は
、
北
海
道
に
自

生
す
る
キ
イ
チ
ゴ
と
海
外
産
の
ラ
ズ

ベ
リ
ー
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

北
海
道
で
育
て
や
す
く
、
風
味
の
良

い
新
し
い
ラ
ズ
ベ
リ
ー
を
開
発
し
ま

し
た
。

　

交
配
は
、
北
海
道
に
自
生
し
て
い
る

キ
イ
チ
ゴ
（
ク
マ
イ
チ
ゴ
・
エ
ビ
ガ
ラ

イ
チ
ゴ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
エ
ゾ
イ
チ
ゴ
・
ク

ロ
ミ
キ
イ
チ
ゴ
）
と
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の

栽
培
品
種
（
果
樹
園
等
で
の
栽
培
用
に

育
種
さ
れ
た
キ
イ
チ
ゴ
）
14
系
統
で
行

い
、
１
０
０
系
統
以
上
を
作
り
出
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
４
つ
の
優
良
な
系

統
を
「
北
大
ラ
ズ
ベ
リ
ー
®
」
と
し
て

選
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
と
農
学
研
究
院
は
２
０
０
９

年
に
余
市
町
と
連
携
協
定
を
結
び
、
農

学
技
術
の
発
展
や
地
域
発
展
に
向
け
た

交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
星
野
研
究

室
で
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
ラ
ズ
ベ

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
余
市
町
と
生
産
者

と
北
大
が
参
加
す
る
「
余
市
ベ
リ
ー
研

究
会
」
が
発
足
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
今
で
は
道
内
９
つ
の
生
産
者
の
畑

で
栽
培
さ
れ
、
商
品
化
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

■ 赤ワイン

■ 北大ラズベリー®

「ケスク ジンパ? 
ボルドールージュ2019」

ジンギスカンに合うワイン！

国産ラズベリーの
普及を目指して！

〈食べられるお店〉  
  焼き菓子と雑貨のお店
  Kurumi no Ki
  （クルミノキ）

〈生産者〉
  砂川果樹園
  余市町梅川町1194

  よいち・土井体験農園
  余市町梅川町1001
　※そのほか7ヶ所の農園で栽培

容量：750ml　
原産地：フランス（ボルドー）
AOC認定
色：赤　価格：3,300円（税込）
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終
戦
の
翌
月
、
昭
和
20
年
９
月
、
堀

内
寿
郎
教
授
（
後
の
学
長
）
を
初
代
部

長
と
し
て
８
名
の
学
生
に
よ
り
漕
艇
部

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
26
年
か
ら

堀
内
教
授
が
コ
ー
チ
と
な
り
、
翌
27
年
、

第
７
回
国
体
（
福
島
県
）
の
ナ
ッ
ク
ル

フ
ォ
ア
で
優
勝
。
昭
和
28
年
に
は
、
埼

玉
県
戸
田
市
で
行
わ
れ
た
全
日
本
選
手

権
の
エ
イ
ト
に
出
場
し
ま
す
。
慶
応
大

の
艇
を
借
り
て
の
出
場
で
し
た
。
強
豪

ク
ル
ー
の
体
格
が
大
型
化
し
始
め
て
い

た
当
時
、
小
柄
な
北
大
ク
ル
ー
に
は
艇

が
大
き
過
ぎ
ま
し
た
が
、

堀
内
コ
ー
チ
の
オ
ー
ル
の

梃
子
比
を
調
整
す
る
決
断

で
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
決

勝
に
進
出
。
一
橋
大
、
早

大
に
ス
タ
ー
ト
で
引
き
離

さ
れ
る
も
、
そ
の
後
一
橋

大
を
抜
き
、
早
大
と
競
り

合
い
２
着
で
ゴ
ー
ル
。
新

聞
は
、
エ
イ
ト
初
陣
で
当

時
の
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ア
、東
大・

一
橋
・
早
稲
田
・
慶
応
に

ま
し
た
。
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
年
）

に
茨
戸
の
定
期
戦
で
争
っ
た
両
校
は
、

同
年
の
全
日
本
選
手
権
の
エ
イ
ト
の
決

勝
で
再
び
対
戦
し
、
両
校
が
優
勝
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
定
期
戦
時
と
同

じ
く
北
大
は
僅
か
に
及
ば
ず
準
優
勝
で

し
た
。
女
子
の
対
校
戦
も
昭
和
50
年
代

か
ら
始
ま
り
、
定
期
戦
で
東
北
大
に
勝

つ
こ
と
も
、
部
の
男
女
の
大
目
標
で
す
。

　

旧
北
大
艇
庫
は
昭
和
28
年
に
建
て
ら

れ
た
木
造
平
屋
で
、
現
在
の
艇
庫
の
対

岸
に
あ
り
ま
し
た
。
老
朽
化
に
よ
り
平

成
２
年
に
完
成
し
た
の
が
、
現
在
の
北

大
・
小
樽
商
大
共
同
艇
庫
で
す
。
シ
ャ

ワ
ー
や
快
適
な
食
堂
も
備
わ
っ
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
新
艇
庫
で
し
た
が
、
も
は

や
築
35
年
近
く
に
な
り
設
備
の
旧
態

化
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

艇
庫
に
は
エ
ア
コ
ン
は
無
く
、
一
昨
年

（
２
０
２
３
年
）
の
猛
暑
は
、
練
習

後
や
合
宿
中
の
夜
に
休
息
が
取
れ
ず
、

部
員
に
は
か
な
り
堪
え
、
遠
征
時
の
戸

田
の
公
民
館
の
方
が
快
適
だ
っ
た
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
秋
以
降
、
部
と

茨
水
会
で
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
下

調
べ
を
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
金
額
、
し
か
も
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
か
ら
、
発
注
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
は
工
事
が
翌
夏
に
間
に
合
わ
な
い
事

が
わ
か
り
、
設
置
対
策
会
議
を
急
ぎ
ま

し
た
。
茨
水
会
で
積
立
て
て
い
た
資
金

と
新
た
な
募
金
、
ボ
ー
ト
部
に
寄
付
し

て
頂
い
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
、
共
創
事
業
と
し
て
大
学

の
支
援
が
得
ら
れ
る
事
が
春
先
に
決
ま

り
、
昨
年
の
夏
前
に
設
置
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

入
賞
（
８
位
以
内
）
は
、
平
成
18
年

以
降
も
時
々
獲
得
し
ま
し
た
が
、
平
成

27
年
（
２
０
１
５
年
）
以
降
は
入
賞
か

昭
和
61
年
、
平
成
11
年
に
準
優
勝
を
し

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
カ
レ
で
は
、
昭
和
56
年
男
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
、
平
成
３
年
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
、
平
成
12
年
男
子
舵
手
な
し

ペ
ア
、
平
成
13
年
女
子
舵
手
な
し
ペ
ア
、

平
成
14
年
女
子
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
、
平

成
18
年
男
子
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
で
優
勝

を
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
は
、
全
日
本
選
手
権
の
女

子
舵
手
な
し
ペ
ア
で
も
優
勝
し
、
そ
の

年
、
女
子
ク
ル
ー
が
北
大
エ
ル
ム
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
平
成
18
年
（
２
０
０
６

年
）
以
降
、
イ
ン
カ
レ
や
全
日
本
ク
ラ

ス
で
の
優
勝
や
メ
ダ
ル
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　

小
樽
商
科
大
は
、
昭
和
21
年
（
１
９

４
６
年
、
当
時
は
小
樽
経
済
専
門
学

校
）
に
創
生
期
の
北
大
を
破
り
、
北
海

道
の
代
表
と
な
り
第
１
回
国
民
大
会
で

優
勝
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）
か

ら
定
期
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
艇

庫
は
共
同
艇
庫
で
あ
り
一
緒
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
商
大
は
艇
庫
の
仲
間
で
も
あ

り
、
茨
戸
の
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

　

東
北
大
と
の
定
期
戦
は
、
昭
和
32
年

（
１
９
５
７
年
）
に
始
ま
り
ま
し
た
。

北
大
は
東
北
帝
大
農
科
大
学
と
し
て
札

幌
に
開
校
し
た
前
身
を
持
つ
、
い
わ
ば

兄
弟
校
。
伝
統
校
で
大
先
輩
で
も
あ
る

東
北
大
学
の
胸
を
借
り
る
こ
と
に
な
り

　

北
大
漕
艇
部
の
練
習
拠
点
は
、
大
学

か
ら
北
に
10
㎞
ほ
ど
の
茨
戸
。
石
狩
川

は
か
つ
て
大
き
く
蛇
行
し
氾
濫
を
繰
り

返
す
暴
れ
川
で
し
た
が
、
大
正
７
年
か

ら
昭
和
６
年
に
か
け
て
（
１
９
１
８
～

１
９
３
１
年
）
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
工
事
が

な
さ
れ
、
残
さ
れ
た
三
日
月
湖
が
茨
戸

川
湖
で
す
。
本
流
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

静
水
は
、
格
好
の
ボ
ー
ト
環
境
に
な
り

ま
し
た
。茨
戸
は
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、

自
然
豊
か
な
四
季
の
風
景
や
練
習
の
様

子
を
歌
詞
に
し
た
、部
歌
『
春
三
月
の
』

は
部
員
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
心
の
故
郷
で
す
。

肩
を
並
べ
た
北
大
に
驚
き
、「
北
海
の
野

武
士
が
大
ダ
ン
ビ
ラ
を
引
っ
提
げ
て
暴
れ

込
ん
だ
」
な
ど
と
評
し
ま
し
た
。

　

激
し
い
練
習
に
加
え
て
、
堀
内
コ
ー

チ
の
軽
量
・
短
艇
化
へ
の
実
験
や
、
最
適

漕
法
の
研
究
も
功
を
奏
し
、
翌
29
年
の

全
日
本
選
手
権
は
、
準
決
勝
で
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
に
大
差
で
勝
ち
、
決
勝
で
は
２

位
東
大
、
３
位
早
大
を
抑
え
堂
々
の
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
賜
杯
は
、
初

め
て
津
軽
の
海
を
渡
り
ま
し
た
。

　　

Ｏ
Ｂ
会
は
、
全
日
本
選
手
権
で
優
勝

し
て
か
ら
５
年
ほ
ど
経
っ
た
昭
和
34
年

に
生
ま
れ
、
昭
和
46
年
に
会
の
正
式
名

称
が
茨
戸
に
ち
な
ん
で
茨
水
会
と
な
り

ま
し
た
。
登
録
会
員
は
９
０
０
名
を
超

え
、
現
会
員
は
約
８
０
０
名
で
す
。
昭

和
50
年
代
か
ら
女
子
部
員
も
入
り
、
会

員
の
う
ち
Ｏ
Ｇ
は
約
２
０
０
名
。

　

北
大
漕
艇
部
（
全
学
）
と
水
産
学

部
漕
艇
部
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
年
会
費
を
集
め
、
年
間
活

動
費
の
支
援
・
練
習
環
境
整
備
の
支
援
・

情
報
発
信
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
の
エ
イ
ト
優
勝
以
降
、
全

日
本
選
手
権
で
は
、
昭
和
35
年
に
舵
手

付
き
ペ
ア
で
優
勝
し
、
昭
和
39
年
、
53

年
は
エ
イ
ト
で
準
優
勝
。
全
日
本
軽
量

級
選
手
権
の
エ
イ
ト
で
、
昭
和
60
年
、

HOKKAIDO UNIVERSITY ROWING CLUB

　

昨
年
９
月
４
日
～
８
日
に
埼
玉
県
戸

田
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
カ
レ
で
、
ボ
ー

ト
部
が
18
年
ぶ
り
に
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
男
子
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
で
準
優
勝
。

部
員
減
少
で
一
時
期
、
存
続
も
危
ぶ
ま

れ
た
部
が
戸
田
で
復
活
し
た
。　
　
　

北海道大学漕艇部 茨水会
理事長

川 勝　幹 人
（S51年入学） 

北大漕艇部 18年ぶりに
インカレでメダル獲得！

2024年インカレ 表彰式後の男子舵手付きフォアクルーと部員、OBOG

昭和29年全日本選手権エイトで優勝
秩父宮妃殿下から賜杯を受ける石塚主将

早朝の茨戸

1978年全日本エイト決勝
北大（手前）と東北大

旧北大艇庫

現在の北大・小樽商大共同艇庫

茨
戸
（
ば
ら
と
）　

茨
水
会
（
し
す
い
か
い
）　

主
な
大
会
で
の
戦
績

小
樽
商
科
大
学
・
東
北
大
学

新
艇
庫
も
築
35
年

苦
難
の
時
代
を
経
て

部
創
生
期
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信
さ
れ
、
解
説
は
部
Ｏ
Ｂ
の
杉
藤
洋
志

氏【
※
２
】
で
し
た
。
大
接
戦
の
レ
ー
ス
と

中
継
で
流
れ
た
「
北
大
の
復
活
」
や
、「
ク

ル
ー
は
１
レ
ー
ス
毎
に
力
を
つ
け
、
素

晴
ら
し
い
大
会
を
過
ご
し
た
と
思
い
ま

す
」
と
の
言
葉
は
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
と
っ
て

も
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。

【
※
１
】 

一
昨
年
10
月
に
勇
退
さ
れ
、植
村

泰
雄
監
督（
昭
和
51
年
入
学
）に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。現
北
海
道
ロ
ー
イ
ン

グ
協
会
会
長
。

【
※
２
】 

昭
和
63
年
入
学
。平
成
３
年
イ
ン

カ
レ
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝
。平
成
６

年
日
本
代
表
と
し
て
ア
ジ
ア
大
会
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
優
勝
。カ
ナ
ダ
で
ロ
ー
イ
ン

グ
の
プ
ロ
コ
ー
チ
資
格
を
取
得
後
、北

大
で
ヘッ
ド
コ
ー
チ
、そ
の
後
日
本
代
表

コ
ー
チ
な
ど
を
歴
任
。

　

ボ
ー
ト
競
技
は
、
参
加
基
準
タ
イ
ム

な
ど
は
有
る
も
の
の
、
イ
ン
カ
レ
や
全
日

本
な
ど
全
国
大
会
へ
の
出
場
の
間
口
が
比

較
的
広
く
、
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、
多
く

の
大
学
や
団
体
と
競
い
、
日
本
一
を
目
指

せ
る
事
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
遠
征
に
は
、
旅
費
、

宿
泊
費
、
艇
の
運
送
費
な
ど
の
費
用

も
大
き
く
、
艇
や
オ
ー
ル
な
ど
の
道
具

や
設
備
の
更
新
に
も
相
当
額
が
か
り
ま

す
。
一
方
で
大
学
か
ら
の
支
援
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
事
か
ら
茨
水

会
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
部
員
数
が

大
幅
に
減
少
し
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
時

期
に
、
江
川
厚
志
監
督
【
※
１
】（
昭
和
47

年
入
学
）
を
迎
え
ま
し
た
。「
大
志
を
抱

い
て
漕
造
せ
よ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
少
し
ず
つ
部
員
も
増
え
、
自
主
、

自
律
を
発
揮
し
成
長
し
つ
つ
あ
る
中
で
今

度
は
コ
ロ
ナ
禍
。
大
学
か
ら
ボ
ー
ト
を
始

め
る
部
員
が
ほ
と
ん
ど
の
北
大
は
、
乗

艇
練
習
が
重
要
で
す
が
、
茨
戸
で
の
練

習
・
合
宿
が
全
く
出
来
な
く
な
り
、
長

い
期
間
、
個
人
練
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

茨
戸
の
ロ
ー
イ
ン
グ
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
）
を
部
員
宅
に

持
ち
込
み
、
時
に
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
合
同
練

習
の
雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
の
工
夫
も
。

苦
労
や
葛
藤
の
中
で
継
続
し
た
活
動

が
、
３
年
前
（
令
和
４
年
、
２
０
２
２

年
）
に
実
を
結
び
、
久
し
ぶ
り
に
イ
ン
カ

レ
の
男
子
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
で
８
位
入
賞

し
ま
し
た
。

　

昨
年
も
大
会
会
場
は
戸
田
の
２
０
０
０

ｍ
コ
ー
ス
。
予
選
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝

と
勝
ち
進
ん
だ
ク
ル
ー
は
、
決
勝
で
優

勝
候
補
の
日
大
を
抑
え
１
８
０
０
ｍ
付

近
で
ト
ッ
プ
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
応
援
団
は

大
大
声
援
。
し
か
し
、
日
大
の
素
晴
ら

し
い
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
か
わ
さ
れ
２

着
。
優
勝
を
逃
し
た
悔
し
さ
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
力
を
出
し
切
り
表
彰
式
で

晴
々
し
く
メ
ダ
ル
を
受
け
る
選
手
は
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
と
っ
て
と
て
も
誇
ら
し
く
、
一

同
で
盛
大
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
実

に
18
年
ぶ
り
の
イ
ン
カ
レ
で
の
メ
ダ
ル
獲

得
で
し
た
。

　

最
近
は
、
伴
走
車
や
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の

映
像
で
レ
ー
ス
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
も
あ

り
、
全
国
各
地
で
視
聴
が
出
来
ま
す
。

　

今
年
の
イ
ン
カ
レ
最
終
日
は
、
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ （
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
で
配

　
一
層
充
実
し
た
部
活
動
を
送
れ
る
よ

う
、
資
金
面
や
環
境
面
で
部
と
部
員
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
部
員
は
卒
業
し
た
ら
茨

水
会
員
と
な
っ
て
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
そ
の
よ
う
な
循
環
が
続
き
、
部
が

目
標
に
向
か
っ
て
更
に
成
長
、
発
展
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
、
支
援
の

活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

大会が終わった後に応援団と一緒に

整調：川崎千里（法４）、3番：安永匠（農４）、2番：小林知生（法２）、軸手：井上晟佑（工４）、舵手：納谷明里（文４）
舵手は性別が問われなくなり、他大学も女性舵手が多くなりました。

メダル受賞後の男子舵手付きフォアクルー 決勝レースゴール直後のクルー

茨
水
会
の
課
題
と

今
後
に
向
け
て

HOKKAIDO UNIVERSITY ROWING CLUB 北大漕艇部 18年ぶりにインカレでメダル獲得！

HOKUDAI  TOKYO  JINPA 
北大東京ジンパ2025

［日時］2025年5月18日（日）12時
［場所］昭和記念公園バーベキューガーデン（東京都立川市）

北海道大学東京同窓会 TEL.03-3211-9211 www.hokudai-tokyo.org

www.hokudai-jinpa.com
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旧
五
街
道
を
て
く
て
く
歩
い
て

　

定
年
近
く
に
な
り
、
ど
ん
な
趣
味
が

好
ま
し
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
健
康
や

教
養
に
良
い
こ
と
、
お
金
が
か
か
ら
な

い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
よ
り
多
く
の
時

間
を
費
や
せ
る
こ
と
な
ど
が
決
め
手
で

す
。
そ
こ
で
、
旧
五
街
道
を
て
く
て
く
歩

い
て
み
よ
う
と
、
満
58
歳
の
時
に
日
本

橋
か
ら
甲
州
に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
て
か
ら
約
10
年
後
に
完
歩
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
何
回
に
も
分
け
て
で

す
が
、
旧
街
道
上
で
は
全
長
歩
き
通
し

ま
し
た
。
旧
五
街
道
を
す
べ
て
足
す
と

２
０
０
０
㎞
を
超
え
る
そ
う
で
す
。

　

◆
い
ろ
い
ろ
な
歩
く
楽
し
さ　

　

　

旧
街
道
歩
き
の
醍
醐
味
と
は
何
か
、

３
つ
述
べ
ま
す
。
１
つ
は
、
車
や
電
車
で

は
味
わ
え
な
い
歩
き
目
線
で
し
か
見
え

な
い
も
の
と
出
会
え
る
こ
と
で
す
。
宿
場

町
の
風
情
、
一
里
塚
跡
、
そ
の
他
街
道

沿
い
の
歴
史
的
価
値
の
あ
る
史
跡
な
ど

ふ
と
足
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。
２
つ
目

は
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
空
気
を
吸
う

こ
と
で
す
。
普
通
の
観
光
で
は
訪
れ
な
い

場
所
に
泊
ま
る
と
か
、
畑
仕
事
を
し
て

い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
声
掛
け
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
居
酒
屋
で
は
地
の
食
材
と

地
酒
を
嗜
み
な
が
ら
、
地
元
の
人
々
と

の
語
ら
い
（
コ
ロ
ナ
禍
で
は
自
粛
し
ま
し

た
が
）
は
ま
た
格
別
で
す
。
３
つ
目
は
、

仲
間
と
の
出
会
い
で
す
。
旧
街
道
を
歩
い

て
い
る
と
同
じ
よ
う
な
旅
人
に
出
会
い
、

中
に
は
兵
（
つ
わ
も
の
）
も
い
ま
し
た
。

そ
の
１
番
は
９
日
間
で
旧
中
山
道
踏
破

を
目
指
し
ほ
と
ん
ど
走
って
い
た
人
で
す
。

　

そ
の
他
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
絶
景
と

の
出
会
い
で
す
。
最
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
富
士
山
を
眺
め
た
旧
東
海
道

の
薩
埵
（
さ
っ
た
） 

峠
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
川
を
渡
る
時
は
昔
「
渡
し
」
今

は
も
ち
ろ
ん
橋
で
す
が
、
こ
こ
で
も
数
々

の
絶
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
一
方
、
苦
労

し
た
こ
と
と
言
え
ば
、
１
番
は
峠
越
え

で
し
た
。
旧
東
海
道
の
箱
根
越
え
、
旧

中
山
道
の
碓
氷
峠
や
和
田
峠
、
旧
甲
州

道
中
の
笹
子
峠
越
え
な
ど
は
一
筋
縄
で
は

い
き
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
旧
街
道
は
山

越
え
谷
越
え
の
厳
し
い
道
で
す
。
２
番

目
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
公
共
交
通
機

関
や
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

コ
ン
ビ
ニ
や
商
店
が
無
い
区
間
が
続
く
と

こ
ろ
で
す
。
旧
中
山
道
の
和
田
峠
約
22

㎞
と
大
井
宿
～
御
嶽
宿
約
31
㎞
の
区
間

は
、
相
当
気
合
を
入
れ
て
通
り
過
ぎ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
の
人
は

旧
東
海
道
５
１
３
㎞
を
14
～
15
日
（
１

日
平
均
約
35
㎞
）
を
、
草
履
や
わ
ら
じ

で
歩
い
た
そ
う
で
驚
き
で
す
。

　

◆
土
木
技
術
の
視
点
で

　

少
し
技
術
的
な
話
を
し
ま
す
。
土
木

技
術
者
か
ら
見
た
「
み
ち
」
に
つ
い
て
少

し
考
え
て
み
ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
旧
街

道
は
結
構
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
地
形
に
影
響
し
て
い
る
ら
し
く
、

土
木
技
術
が
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い

当
時
は
切
盛
の
土
工
事
が
必
要
と
な
る

よ
う
な
ル
ー
ト
で
造
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
逆
な
言
い
方
を
す
れ

ば
、
い
か
に
地
形
を
上
手
く
活
用
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
、
現
在
の

国
道
や
主
要
道
路
を
直
線
的
に
造
っ
た

の
で
、
旧
街
道
と
幾
度
と
な
く
斜
め
鋭

角
に
交
差
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
都
市
部
の
旧
街
道
で
は
通

勤
時
間
帯
に
国
道
の
抜
け
道
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
、
狭
い
道
を
車
を
避
け
な
が

ら
歩
く
の
は
難
儀
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

国
道
を
歩
い
た
の
は
全
行
程
の
５
％
以

下
か
と
思
い
ま
す
が
、
旧
街
道
に
は
車

が
通
れ
な
い
山
道
や
畑
の
中
の
畦
（
あ

ぜ
）
道
み
た
い
な
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
旧
街
道
は
宿
場
内
で
は

意
図
的
に
進
路
を
変
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
防
衛
上
の
理
由
で
直
角
近
く
に
折

れ
る
「
枡
形
」
と
い
う
形
に
し
て
お
り
、

旧
東
海
道
岡
崎
宿
で
は
二
十
七
曲
が
り

が
有
名
で
す
。
３
つ
目
は
、
致
し
方
が
無

い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
の
道
路
は

車
優
先
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
国

道
で
す
ら
途
中
で
歩
道
が
反
対
側
に
変

わ
っ
た
り
無
く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
高
速
道

路
の
イ
ン
タ
ー
付
近
で
は
、
大
き
く
迂

回
さ
せ
ら
れ
距
離
が
延
び
て
し
ま
う
箇

所
も
あ
り
ま
し
た
。
車
の
通
行
に
難
儀

し
な
が
ら
歩
を
進
め
て
い
る
現
代
の
旅

人
の
姿
を
見
て
、
昔
の
旅
人
は
さ
ぞ
か

し
嘆
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。一
方
、「
み

ち
」
と
と
も
に
宿
場
町
の
風
情
を
残
し

て
い
る
地
域
も
あ
り
、
そ
こ
の
人
々
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
中
山
道
の
妻
籠
宿
や
馬
籠
宿
、
旧
東

海
道
の
関
宿
な
ど
の
街
並
み
は
十
分
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
は
生
活
に
必
要
な
も
の
と
同
時
に

文
化
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
踏
破
し

た
後
、
東
海
道
中
膝
栗
毛
や
奥
の
細

道
、
司
馬
遼
太
郎
の
街
道
を
行
く
な
ど

身
近
に
感
じ
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
我

が
国
に
は
高
速
道
路
、
国
道
か
ら
市
町

村
道
を
含
め
て
１
０
０
万
㎞
を
越
え
る

道
路
が
あ
り
ま
す
が
、
面
白
い
道
が
あ

る
こ
と
も
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
国
道

な
の
に
距
離
２
０
０
ｍ
に
も
満
た
な
い

道
、
さ
ら
に
は
車
が
通
れ
な
い
道
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
階
段
国
道
、
ほ

か
に
は
海
の
道
（
海
上
航
路
）
な
ど
の

国
道
や
県
道
が
存
在
し
ま
す
。

　

◆
歩
き
旅
行
の
お
す
す
め

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
健
康
の
た
め
に
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
日
帰
り
か

ら
１
泊
２
日
程
度
の
旅
を
お
勧
め
し
ま

す
。
旧
街
道
の
ル
ー
ト
は
一
般
の
地
図
に

は
あ
ま
り
載
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

ネ
ッ
ト
情
報
に
は
い
く
つ
か
あ
り
自
ら
の

歩
き
体
験
を
綴
っ
て
い
る
も
の
も
よ
く
見

か
け
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
観
光
協
会
や

市
町
村
の
観
光
課
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
無
料
で
お
宝
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
１
日
に
歩
く
距
離
は

20
～
30
㎞
に
設
定
し
、
30 
㎞ 

を
超
え
る

と
少
し
し
ん
ど
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

医
者
や
薬
に
お
金
を
使
い
よ
り
も
「
靴
」

に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
病
気
知
ら
ず
の

体
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
◆
◆

　

最
後
に
、
北
大
の
思
い
出
を
記
し
ま

す
。
受
験
の
時
に
雪
の
中
、
正
門
か
ら
農

学
部
ま
で
歩
き
そ
の
広
大
さ
に
感
激
し

ま
し
た
が
、
入
学
後
そ
の
北
側
に
広
大

な
学
び
舎
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り

再
度
感
激
し
ま
し
た
。
エ
ル
ム
の
学
園
で

の
四
季
折
々
の
風
景
と
と
も
に
北
海
道

の
人
々
の
大
ら
か
さ
に
触
れ
、
学
問
と
と

も
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
４
年
間
で
し

た
。
東
京
下
町
育
ち
の
乗
り
鉄
の
私
は
、

帰
省
の
時
に
東
京
札
幌
間
の
鉄
道
旅
も

楽
し
み
の一つ
で
し
た
。
で
き
れ
ば
、
ま
た

青
函
連
絡
船
に
乗
って
北
の
大
地
を
訪
れ

た
い
と
思
って
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 北村 昌文

（S5２・工・土木）

旧東海道・薩埵（さった） 峠からの富士山

旧東海道・笠寺一里塚

旧中山道・妻籠宿

旧東海道・関宿

◆旧五街道をてくてく歩いて

〜
土
木
技
術
者
が
み
ち
に
つい
て
考
え
て
み
た
〜

東海道

中山道

日光街道

奥州街道

甲州街道

１

２

３

４

５

日本橋〜京都三条大橋

日本橋〜草津宿

日本橋〜日光坊中

宇都宮宿〜厩石（津軽半島）

日本橋〜下諏訪宿

総 合 計

456

529

160

651

200

1,996

513

511

147

707

209

2,087

高速道路

一般道

一般道

高速道路

高速道路

ー

現在ルート（参考）旧街道

距離（km）※1）
ルート名称

※1）いくつかの情報から得たもので参考程度としてください
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Ｏ
Ｂ
が
寮
の
空
き
部
屋
を
宿
泊
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
土
曜
日
に
札
幌

の
ホ
テ
ル
が
取
れ
な
い
と
き
な
ど
私

も
利
用
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
大

変
重
宝
し
て
お
り
ま
す
。（
も
っ
と
も

学
生
を
２
人
ほ
ど
連
れ
て
近
所
の
飲

み
屋
に
行
く
と
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
よ

り
高
く
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
）

　

北
大
の
寮
と
い
え
ば
、
そ
の
規
模
や

全
国
的
な
知
名
度
に
お
い
て
も
、
恵
迪

寮
が
圧
倒
的
に
有
名
で
は
あ
り
ま
す

が
、
田
舎
の
県
の
学
生
寮
と
し
て
始

ま
っ
た
福
島
学
寮
（
旧
会
津
学
寮
）
は

そ
の
成
り
立
ち
、
運
営
、
Ｏ
Ｂ
会
と
の

つ
な
が
り
の
点
に
お
い
て
、
他
の
寮
と

は
ま
た
異
な
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

大
学
卒
業
生
の
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
に
北
大
が
選
ば
れ
た
と
か
、
日
本
経

済
新
聞
社
と
就
職
・
転
職
支
援
の
日
経

Ｈ
Ｒ
が
実
施
し
て
い
る
「
大
学
イ
メ
ー

ジ
調
査
」 

で
北
大
が
２
年
連
続
首
位

だ
っ
た
、
と
い
う
記
事
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
福
島
学
寮
の
よ
う
な
寮
が
い

ま
で
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ

の
こ
と
が
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
故
・
佐
藤
和
男
氏
（
Ｓ
38

獣
医
）
が
札
幌
で
の
Ｏ
Ｂ
会
の
席
上
で

詠
ま
れ
た
一
句
を
ご
紹
介
し
て
、
福

島
学
寮
ご
紹
介
の
締
め
く
く
り
と
い

た
し
ま
す
。

「
友
集
う 

北
の
寄
宿
舎 

秋
深
し
」

2024年：東京都 浅草「遠州屋」　
2023年：札幌市 札幌グランドホテル
2022年：新型コロナの影響で延期 
2021年：新型コロナの影響を考慮して延期
2020年：札幌開催が新型コロナで延期
2019年：福島市・土湯温泉
2018年：東京都 東京駅「日高」
2017年：札幌市 京王プラザホテル札幌
2016年：福島県いわき市 かんぽの宿いわき
2015年：栃木県那須塩原 かんぽの宿塩原
2014年：札幌市 京王プラザホテル札幌
2013年：会津若松市 東山グランドホテル
2012年：東京都 浅草「遠州屋」
2011年：札幌市 京王プラザホテル札幌
2010年：福島市 飯坂温泉「摺上亭大鳥」
2009年：大宮市 大宮パレスホテル

会
計
事
務
、
炊
事
を
担
当
す
る
住
み
込

み
の
寮
母
（
り
ょ
う
ぼ
）
さ
ん
を
学
生

が
雇
用
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

福
島
学
寮
は
住
人
で
あ
る
寮
生
が
管
理

運
営
を
し
て
お
り
、
本
当
の
意
味
で
の

自
治
寮
で
あ
り
、
こ
ん
な
学
生
寮
を
私

は
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
寮
の
運
営
上
に
お
け
る
法

律
関
係
の
相
談
者
と
し
て
顧
問
弁
護
士

　

こ
の
た
び
会
報
誌
に
福
島
学
寮
に
つ

い
て
の
ご
紹
介
を
す
る
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
昭
和
52
年
に
北
大
に
入
学
し
、

住
む
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
た
時
に
た
ま

た
ま
福
島
学
寮
と
い
う
寮
を
み
つ
け
ま

し
た
。
自
分
が
福
島
県
出
身
者
で
し
か

も
実
家
が
会
津
な
の
で
、
生
活
費
も
安

く
て
好
都
合
と
思
い
、
入
寮
選
考
を

経
て
福
島
学
寮
に
入
寮
し
ま
し
た
。

　

北
大
に
は
現
在
で
も
全
国
的
に
有

名
な
恵
迪
寮
は
じ
め
荘
内
寮
、
佐

藤
・
新
渡
戸
記
念
寮
な
ど
多
く
の
寮

が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
住
ん
で
い
た

福
島
学
寮
は
そ
の
中
で
も
特
に
ほ
か

の
寮
に
は
見
ら
れ
な
い
、
歴
史
・
運

営
・
Ｏ
Ｂ
会
と
現
寮
生
と
の
関
係
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
桑
園
地

区
に
は
仙
台
寮
、
米
沢
寮
、
秋
田
寮

（
木
下
尊
氏 

氏
）、
会

計
事
務
の
相
談
者
と
し
て

安
藤
行
政
事
務
所
（
西
区

琴
似
）
と
契
約
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
形
の
上
で
は
一
般
財

団
法
人
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
白
井
健

二
（
Ｓ
43
工
学
部
）
理
事
長
を
先
頭

に
法
人
役
員
、
Ｏ
Ｂ
が
寮
の
学
生
を

全
面
的
に
支
え
る
形
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。
２
代
目
寮
の
修
理
改
築
の
時
は
そ

の
費
用
を
Ｏ
Ｂ
に
寄
付
金
を
募
り
、
約

４
０
０
万
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
寮

の
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
禍
の
折
に
は
、
寮
生
が
バ
イ
ト
の

仕
事
が
減
っ
て
生
活
に
支
障
が
で
て
い
る

と
い
う
の
を
聞
き
つ
け
て
、
Ｏ
Ｂ
会
か

ら
学
生
に
支
援
金
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
寮
の
Ｏ
Ｂ
が
寮
生
を
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
同
時
に
、
学

生
に
も
自
治
寮
と
し
て
の
運
営
を
ま
か

せ
て
お
り
ま
す
。

❖ 

昔
の
会
津
学
寮

　

年
配
の
北
大
卒
業
生
に
は
福

島
学
寮
と
い
う
よ
り
は
、
会
津

寮
と
言
っ
た
ほ
う
が
話
が
通
り

や
す
い
の
で
す
が
、
会
津
寮
時

代
の
先
輩
方
の
話
を
お
聞
き
し

ま
す
と
、
北
大
に
お
け
る
会
津

寮
の
昔
の
評
価
は
、
勉
強
し
な

い
・
留
年
者
が
多
い
・
だ
ら
し

な
い
学
生
が
多
い
・「
北
大
の

吹
き
溜
ま
り
」・「
あ
ん
な
と
こ

に
住
ん
で
い
て
お
前
か
わ
い
そ

な
ど
多
く
の
寮
が
ほ
か
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん

ど
ん
閉
寮
と
な
る
な
か
、

福
島
学
寮
は
し
ぶ
と
く
生

き
残
り
現
在
の
３
代
目
の

寮
（
札
幌
市
北
区
北
26
条

西
13
丁
目
）
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

福
島
学
寮
の
特
徴
を
項

目
ご
と
に
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

❖ 
福
島
学
寮
の
運
営

　

福
島
学
寮
は
定
員
20
名
で
、
現
在
で

も
福
島
県
出
身
者
に
限
ら
ず
、
他
の
県

の
出
身
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
寮
の
運
営
は
全
て
寮
生

（
学
生
）
が
行
っ
て
い
て
、

毎
月
の
寮
費
の
徴
収
か
ら

う
に
な
」と
か
揶
揄
さ
れ
て
い
て
、散
々

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

❖ 

福
島
学
寮
・
会
津
学
寮
Ｏ
Ｂ
会

　

福
島
学
寮
を
語
る
と
き
、
こ
の
Ｏ
Ｂ

会
の
こ
と
を
抜
き
に
は
ど
う
し
て
も
語

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぐ
ら
い
Ｏ
Ｂ
会
の
役

割
は
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
福
島
学
寮
Ｏ
Ｂ
会
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、「
福
島
学
寮
Ｏ
Ｂ
会
」

で
検
索
す
る
と
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
Ｏ
Ｂ
会
は
最
初
１
９
７
０
年
に

穂
積
忠
氏
（
Ｓ
42
農
学
部
）
と
白
井
健

二
氏
（
Ｓ
43
工
学
部
）
が
横
浜
で
会

い
、
小
さ
な
飲
み
会
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
毎
年
、

札
幌
・
東
京
・
福
島
で
順
に
幹
事
を

つ
と
め
、
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
福
島
県
が
担
当
の
時
は
、

脈
々
つ
な
が
る
福
島
学
寮

《福島学寮》OB会が支援し続ける設立94年の自治寮

会
津
・
福
島
市
・
い
わ
き
と
３
方
部

が
持
ち
回
り
で
、
ま
た
泊
り
が
け
で

懇
親
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す

で
に
50
年
以
上
も
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

札
幌
で
の
Ｏ
Ｂ
会
開
催
の
時

は
寮
生
（
学
生
）
も
参
加
し
、
上

は
92
歳
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
下
は
18
歳

の
学
生
ま
で
と
、
な
ん
と
そ
の
年

齢
差
74
歳
が
一
堂
に
会
し
て
、

肩
を
組
み
な
が
ら
「
都
ぞ
弥
生
」

を
合
唱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
会
を

25
名
か
ら
30
名
ほ
ど
で
行
い
、

本
年
度
は
昨
年
11
月
16
日
に
東

京
の
浅
草
で
開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ

会
長
が
穂
積
忠
氏
（
Ｓ
42
農
学
）

か
ら
渡
辺
敏
治
氏

（
Ｓ
48
経
済
）
に
譲

位
さ
れ
ま
し
た
。

❖ 

寮
誌
・Ｗｅ
ｂ
会
議

　

福
島
学
寮
で
は
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
寄
付
で

寮
誌
「
朔
風
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま

す
。
記
事
内
容
は
Ｏ
Ｂ
の
昔
話
で
あ
っ

た
り
、
現
寮
生
の
紹
介
・
学
生
生
活
の

紹
介
で
あ
っ
た
り
、
寮
で
の
出
来
事
な

ど
Ｏ
Ｂ
と
の
橋
渡
し
に
な
る
よ
う
な
内

容
が
豊
富
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
月
に
一
度
、
法
人
役
員
と
寮
生

と
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
会
議
を
行
っ
て

お
り
、
学
生
の
困
り
ご
と
や
寮
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し

て
お
り
ま
す
。❖ 

最
後
に

　

福
島
学
寮
は
学
生
自
ら

が
お
金
を
集
め
て
寮
を
運

営
し
、
親
が
わ
り
の
よ
う

な
寮
母
さ
ん
を
雇
用
し
、

そ
れ
を
Ｏ
Ｂ
会
が
ま
る
で

わ
が
子
の
よ
う
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
体
制
が
何
十

年
も
前
か
ら
引
き
継
が
れ

て
い
る
、
ま
さ
に
稀
有
な

寮
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
福
島
学
寮
に
は

竣工時の会津学寮（1代目寮）

現在の３代目寮

2代目寮

一般財団法人福島学寮
理事

佐 藤 　文 康
（S58 歯学部）

1932年：

1969年頃：
1978年：
1980年：

2011年：

2012年：

2019年：

【近年のOB会の開催地】

【福島学寮の沿革】

会津若松市出身の木村勇先生
 （北大予科・英語教授）が、
私財を投じて会津学寮を建てる

［場所］中央区北八条西12丁目
名称を福島学寮に改める
12月に1代目寮が火災を起こす
2代目寮が完成する

［場所］1代目と同じ場所
2代目寮が歳月とともに劣化が
酷く、OB等の強力な援助により
建物の全面改修を行う
４月、財団法人福島学寮は、
一般財団法人として新スタート
12月に３代目寮の完成

［場所］北区北26条西13丁目
現在に至る

２０２４年11月16日　浅草でのOB会

毎年発行の寮誌「朔風」

〈福島学寮OB会HP〉https://obkai.xrosnet.com/
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一　うす紅の秋ゆうぐれに
　　滅びの風は吹き荒ぶ
　　斜陽かげ射す日に移ろいて
　　傾く姿痛ましく
　　吾が胸に満つ過にし日の映え
　　懐いは恵迪と共に

二　うす紫の冬あけどきに
　　透みわたる風底凍る
　　もの音絶えて冷たく寒く
　　暗くも映る空しさに
　　倒れゆくもの今この時に
　　想いは恵迪と共に

三　うす靄けぶる春あけぼのに
　　昔日の影たゆたい惑う
　　されど緑はまだ若くして
　　咲き初む花の望もて
　　新しき日のかげろい浮かぶ
　　憧れ恵迪と共に

四　うす花いろの夏よい闇に
　　たまゆら風はさわやけし
　　我が宴にも星降る幸と
　　歌う寮友らの嬉しさに
　　憩える帆にも希いありたし
　　夢こそ恵迪と共に

五　うつろう四季に感慨をこめて
　　朽ちゆくものを見つめつつ
　　いまだ乾かぬ血涙をもて
　　ただひたすらに祈り捧ぐ
　　唯一真実の迪を残さむ
　　想いは恵迪を永遠に
　　希いは恵迪よ永遠に

　

平
成
末
頃
に
恵
迪
寮
の
寮
歌
普
及
委

員
会
と
し
て
活
動
し
た
日
々
を
思
い
返

し
つ
つ
、
最
近
の
寮
歌
事
情
を
紹
介
し

た
い
。

　

寮
歌
普
及
委
員
会
は
半
年
ご
と
に
人

員
を
再
編
し
つ
つ
、
毎
週
日
曜
の
ス
ぺ

シ
ャ
ル(

炊
き
出
し)

と
い
っ
た
寮
生

が
集
ま
り
や
す
い
時
間
で
行
う
「
寮
歌

指
導
」
や
、
曲
の
背
景
を
紹
介
し
た
発

行
紙
を
各
部
屋
に
配
る
「
寮
歌
珍
報
」

な
ど
を
通
し
、
１
０
０
曲
以
上
あ
る
寮

歌
を
寮
生
に
年
中
普
及
し
て
い
く
。
春

は
新
入
寮
生
に
寸
劇
を
交
え
指
導
を
重

ね
、
秋
は
寮
祭
期
間
に
合
わ
せ
新
寮
歌

の
募
集
・
選
定
を
行
う
。

　

新
寮
歌
の
応
募
作
は
例
年
５
～
10

曲
ほ
ど
巨
大
な
紙
に
歌
詞
を
書
き
、
共

用
部
に
掲
示
し
候
補
作
と
し
て
普
及
活

動
を
始
め
る
。
寮
生
投
票
に
よ
り
決
ま

る
た
め
公
平
を
期
そ
う
と
苦
心
し
、
普

及
頻
度
に
差
が
な
い
よ
う
な
日
程
調
整

や
、
傘
連
判
状
の
よ
う
に
円
型
に
切
り

抜
く
投
票
用
紙
作
成
を
懐
か
し
く
思

う
。
そ
う
し
て
集
計
の
結
果
は
正
の
字

で
壁
に
書
き
な
ぐ
り
つ
つ
寮
祭
中
に
発

表
、
そ
こ
で
初
め
て
そ
の
年
の
寮
歌
を

寮
生
皆
で
全
力
で
歌
う
の
だ
。

　

世
代
ご
と
で
人
気
の
寮
歌
の
傾
向
は

あ
る
が
、
何
よ
り
も
各
人
の
寮
生
活
の

思
い
出
と
結
び
つ
い
た
も
の
が
そ
れ
ぞ

れ
で
好
ま
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
筆
者

は
士
幌
小
屋
の
運
営
委
員
会
の
頃
に
よ

く
歌
っ
た
「
草
は
萌
え
出
で
（
Ｓ
53
・

第
70
回
記
念
祭
歌
）」
が
馴
染
み
深
く
、

当
時
は
革
新
的
な
曲
調
と
し
て
「
快
速

エ
ア
ポ
ー
ト
（
Ｈ
24
）」
も
よ
く
歌
わ
れ

て
い
た
。

　

ま
た
、
寮
歌
と
寮
史
（
世
相
）
は
不

可
分
で
あ
り
、
寮
歌
に
は
各
年
代
に
お

け
る
出
来
事
や
気
運
・
想
い
が
込
め
ら

れ
る
。
安
保
闘
争
期
の
時
代
の
困
難
さ

が
映
る
「
茫
洋
の
海
（
Ｓ
35
）」、
初
の

女
子
入
寮
に
触
れ
る
「
六
華
ぞ
窓
に
（
Ｈ

７
）」
な
ど
１
０
０
曲
以
上
あ
り
な
が
ら

も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。

　

筆
者
の
卒
寮
か
ら
も
10
年

が
経
過
し
寮
の
文
化
も
大
小

変
遷
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
で
も
連
綿
と
続
く「
寮
歌
」

と
い
う
幹
に
各
世
代
の
青
春

が
紐
づ
く
こ
と
で
、
寮
歌
は

今
な
お
歌
い
継
が
れ
世
代
に

依
ら
ず
皆
で
肩
取
り

放
歌
で
き
る
の
だ
と
感

じ
、
こ
の
文
化
が
続
い

て
ほ
し
い
と
強
く
思
う
。

「
う
す
紅
の
」
を
作
曲
の
こ
ろ
高
田
和
重
（
Ｓ
54
年
入
寮
）

平
成
23
年
恵
迪
寮
入
寮　

小
松
遼
貴
（
Ｈ
29
・
文
）

（「
恵
迪
の
青
春
」
よ
り
転
載
）

　
「
星
影
さ
や
か
に
光
れ
る
北
を

　

人
の
世
の
清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が

れ
」、「
津
軽
の
滄
海
の
渦
潮
わ
け

て
」、
札
幌
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ

て
か
ら
、
今
年
（
昭
和
五
十
七
年
）

で
は
や
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
春
ま
で
の
三
年
間
、
自
分

は
恵
迪
寮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が

（
こ
の
四
月
よ
り
桑
園
学
寮
に
入

寮
）、
こ
の
三
年
間
の
学
生
生
活
は

恵
迪
寮
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
恵
迪
で
の
三
年
間
、
本
当
に

色
々
な
出
来
事
を
体
験
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
思
い
出
深

い
も
の
の
一
つ
が
、
寮
歌
作
曲
の
時

の
こ
と
で
す
。

鶴原 文孝君 作歌
高田 和重君 作曲

　

三
年
前
、
恵
迪
寮
に
入
寮
し
た
頃
、

夜
中
に
南
寮
階
上
の
廊
下
で
寮
歌
を
よ

く
歌
い
ま
し
た
が
、
そ
の
数
の
多
さ
は

「
都
ぞ
弥
生
」
し
か
知
ら
ぬ
自
分
に
は

驚
き
で
し
た
。
そ
の
年
も
お
し
せ
ま
っ

た
頃
、
昭
和
五
十
四
年
度
寮
歌
の
募
集

が
始
ま
り
ま
し
た
。
夜
中
の
廊
下
で
寮

歌
を
何
度
も
歌
う
に
つ
れ
て
、
自
分
も

寮
歌
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
詞
は
小

学
校
だ
か
中
学
校
だ
か
の
国
語
の
時
間

に
書
い
た
き
り
で
し
た
か
ら
、
寮
歌
の

よ
う
な
高
尚
な
詞
は
つ
く
れ
そ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
作
曲
の
ほ
う
は
、

譜
面
は
書
け
な
く
て
も
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
吹
き
込
ん
で
提
出
す
れ
ば
よ
い
と

知
り
、
こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
そ
う

だ
と
思
い
、
候
補
作
に
曲
を
つ
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
南
寮
階
上
５
、６
号

の
応
援
団
の
部
屋
で
締
切
の
前
日
、
徹

夜
で
完
成
さ
せ
、
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん

だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
一
週
間
位
候
補
作
を
寮
内
放

送
で
流
し
、
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
結
果
を
知
っ
た
の
は
「
モ
ツ

ラ
」
に
お
い
て
で
し
た
。
そ
の
晩
、
当

時
六
十
九
代
応
援
団
幹
部
で
あ
っ
た
本

山
邦
樹
さ
ん
達
と
「
モ
ツ
ラ
」
で
酒
を

飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
午
後
九
時
を

ま
わ
っ
た
頃
、
店
に
入
っ
て
き
た
寮
生

に
、
自
分
の
曲
が
昭
和
五
十
四
年
度
寮

歌
に
選
ば
れ
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
う
れ
し
さ
は
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
（
寮
歌
に
選
ば
れ
ま
し
た

も
の
の
、
自
分
で
は
譜
面
が
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
な
い
た
め
、
寮
の
先
輩
に

採
譜
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。

　

こ
の
「
う
す
紅
の
」
を
作
詞
し
た

鶴
原
さ
ん
は
寮
の
一
年
先
輩
で
、

根
っ
か
ら
の
恵
迪
寮
生
と
い
っ
た
感

じ
の
人
で
し
た
。
自
分
は
寮
歌
決
定

の
日
の
夜
中
、「
モ
ツ
ラ
」
か
ら
寮

に
帰
る
と
、
鶴
原
さ
ん
の
部
屋
に
行

き
、
寝
て
い
る
先
輩
を
起
こ
し
た

と
き
き
ま
す
（
こ
の
あ
た
り
か
ら

強
く
酔
っ
て
い
た
た
め
記
憶
が
途

切
れ
る
）。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
当
時
の
自
分
に

は
寮
歌
作
曲
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ

の
事
は
、
北
大
入
学
以
来
の
大
事
件

で
し
た
。

昭和五十四年寮歌

 うす紅の  

明治40年から連綿と続く恵迪寮の伝統

今
も
作
ら
れ
続
け
る〝
北
大
寮
歌
〟◀︎恵迪寮寮歌集アプリ　

　はこちらから！

寮歌を懐しむ同窓生が毎年集う北大寮歌祭
昨年10月12日に開催された大田区産業プラザ コンベンションホールでの様子
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と
に
。
毎
朝
き
ち
ん
と
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
を
飲
む
陽
気
な
イ
タ
リ
ア
人
と

旅
を
す
る
の
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

　
ス
テ
フ
ァ
ン
は
、「
カ
ウ
チ
サ
ー

フ
ィ
ン
」
と
い
う
無
料
で
民
泊
で

き
る
旅
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加

し
て
お
り
、
ブ
ラ
ワ
ヨ
に
着
く
と

直
ぐ
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
人
の
エ
ン
ゲ
ル

バ
ー
ト
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

２
人
の
厚
意
で
僕
ら
も
歓
迎
し
て

も
ら
い
、
夕
飯
を
共
に
す
る
こ
と
に
。
彼

の
家
は
団
地
の
一
角
に
あ
り
、
近
所
の
子

供
た
ち
に
挨
拶
し
て
、
外
の
一
区
画
を

使
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
で
始
ま
っ

た
。
灯
り
も
少
な
く
断
水
も
し
て
い
る

の
で
、
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
宅
の
側
に
井
戸

に
は
、
周
り
の
住
人
た
ち
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
水
を
汲
み
に
来
て
い
た
。

　

そ
の
様
子
を
横
目
に
、
僕
ら
は
み
ん

な
が
大
好
き
な
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
を
聴

き
、
大
麻
で
ち
る
ち
る
（
僕
は
吸
っ
て
な

い
）
し
て
い
た
そ
の
時
だ
っ
た
…
。
突
然

闇
の
中
か
ら
ス
テ
フ
ァ
ン
の
リ
ュ
ッ
ク
が

ひ
ょ
い
と
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま

持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。「
あ

れ
、
あ
ん
な
家
族
い
た
っ
け
？
」
そ
う
思

う
の
も
束
の
間
、
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
と
彼

の
息
子
が
全
速
力
で
犯
人
を
走
っ
て
追

い
か
け
て
い
た
。

　

犯
行
後
に
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
の
家
に

車
が
横
付
け
さ
れ
、
犯
人
は
そ
れ
に
飛

び
乗
っ
て
い
る
の
で
計
画
的
犯
行
だ
っ

た
の
だ
。
そ
の
車
に
２
人
が
必
死
で
し

が
み
つ
く
も
、
車
内
か
ら
ナ
イ
フ
で
刺

さ
れ
振
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
息

子
は
そ
れ
で
も
１
㎞
は
し
が
み
つ
い

て
い
た
。
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
は
と
っ
さ

に
自
分
の
ク
ル
マ
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

「
行
く
ぞ
、
飛
び
乗
れ
！
」
と
叫
ぶ
。

飛
び
乗
り
な
が
ら
「
ス
テ
フ
ァ
ン
行
こ

う
！
」
と
声
を
か
け
る
と
彼
は
呆
然
と

立
ち
尽
く
し
て
い
た
。

　
ク
ル
マ
に
乗
ら
な
い
ス
テ
フ
ァ
ン
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
走
り
出
す
瞬
間
、「It is 

m
y everything!!

」
と
叫
ぶ
彼
の
声
が
こ

だ
ま
し
た
。
す
れ
違
う
人
す
べ
て
に
声

を
か
け
て
目
星
を
つ
け
て
、
最
も
危
な
い

ス
ラ
ム
地
域
を
捜
索
に
行
く
。
酔
っ
払

い
、
ジ
ャ
ン
キ
ー
、
喧
嘩
の
騒
ぎ
ば
か
り

で
犯
人
は
い
な
か
っ
た
。
結
局
リ
ュ
ッ
ク

は
見
つ
か
ら
ず
、
警
察
に
行
き
盗
難
届

を
出
し
た
。

　

僕
に
は
全
く
被
害
は
な
く
、
人
生

勉
強
に
な
っ
た
だ
け
で
済
ん
だ
が
、

ス
テ
フ
ァ
ン
は
大
麻
の
影
響
で
ひ
ど

く
落
ち
込
ん
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

た
。
翌
日
も
陽
気
な
性
格
か
ら
打
っ
て

変
わ
っ
て
情
緒
不
安
定
に
な
り
、
朝
起

き
る
と
「
僕
の
コ
ー
ヒ
ー
は
ど
こ
だ
？

コ
ー
ヒ
ー
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

…
」
な
ど
と
い
う
の
で
カ
フ
ェ
に
連
れ
て

行
っ
た
。
そ
れ
が
３
日
ほ
ど
続
い
た
。

　

ど
う
や
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
も
カ
ー
ド
も

盗
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の

リ
ュ
ッ
ク
の
中
は
サ
ン
グ
ラ
ス
と
日
本

旅
行
の
お
土
産
だ
け
だ
っ
た
そ
う
だ
。

怪
我
を
負
い
な
が
ら
、
ろ
く
に
眠
ら
ず

捜
索
を
続
け
、
翌
日
も
警
察
か
ら
買
い

物
ま
で
文
句
も
言
わ
ず
、
落
ち
込
む
ス

テ
フ
ァ
ン
に
寄
り
添
っ
て
い
た
エ
ン
ゲ

ル
バ
ー
ト
に
は
感
動
し
た
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
は
滅
多
に
な
い
ん

だ
。
ど
う
か
こ
の
国
や
文
化
を
嫌
い
に

な
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
彼
が
話
し
た

が
、
日
本
の
闇
バ
イ
ト
く
ら
い
に
滅
多

に
な
い
事
件
だ
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ

ん
現
地
で
こ
の
程
度
の
こ
と
が
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

が
。
も
し
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
行
く
人
が
い

れ
ば
彼
を
紹
介
し
た
い
し
、
僕
も
ま
た

会
い
に
行
き
た
い
。

　

◎
死
が
近
い
か
ら

　

旅
行
中
は
各
国
の
大
使
館
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
事
務
所
を
訪
問
し
、
毎
回
色
々
な
お

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ

カ
最
初
の
国
、
エ
チ
オ
ピ
ア
事
務
所
で
も

２
人
の
職
員
に
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
ひ
と
り
は
元
々
海
外
協
力

隊
を
し
て
い
た
青
木
さ
ん
。
最
初
の
任

地
モ
ロ
ッ
コ
で
は
体
育
の
先
生
を
し
て
お

り
、
現
在
は
エ
チ
オ
ピ
ア
で
協
力
隊
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
人
を
助
け
た
い
と

い
う
思
い
を
持
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
地
を
踏

ん
だ
彼
は
、
協
力
隊
の
任
務
を
終
え
て

帰
国
し
た
後
は
千
代
田
区
で
消
防
士
を

し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
月
曜
の
朝
が
一
番
忙
し
い
で
す
」
。

東
京
駅
で
過
労
で
倒
れ
て
し
ま
う
人
、

自
殺
を
す
る
人
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
対

応
に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
ア
フ
リ
カ

で
は
生
き
た
い
の
に
生
き
て
い
け
な
い
人

が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
。
皮
肉
な
対
比

だ
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
は
い
つ
も
笑
顔

だ
。
目
が
合
う
と
ニ
コ
ッ
と
返
し
て
く

れ
る
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
大
き

な
声
で
話
し
か
け
て
く
る
。
さ
ら
に
は

握
手
、
気
づ
い
た
ら
ハ
グ
ま
で
し
て
い

る
。
耳
が
壊
れ
そ
う
に
な
る
ほ
ど
音
楽

を
大
き
く
鳴
ら
し
て
、
踊
る
体
は
い
つ

も
抑
え
き
れ
な
い
み
た
い
だ
。
幸
せ
そ

う
に
見
え
る
し
、
実
際
彼
ら
と
い
る
と

僕
も
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。
で
も
彼
ら

の
現
実
は
苦
し
い
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
整
わ
な
い
食
事
を
１
日

１
回
た
く
さ
ん
食
べ
る
。
乾
季
は
井
戸

も
枯
れ
て
、
少
し
し
ょ
っ
ぱ
い
泥
水
で
ご

飯
を
作
る
。
隣
で
け
ら
け
ら
笑
っ
て
い
た

お
ば
ち
ゃ
ん
が
マ
ラ
リ
ア
で
３
日
後
に

は
死
ん
で
い
る
。
で
も
彼
ら
は
諦
め
て
い

な
い
。
毎
日
最
大
限
に
幸
せ
に
生
き
て
、

人
生
を
楽
し
み
続
け
て
い
る
。
だ
か
ら
い

つ
も
笑
顔
な
の
だ
。

　

さ
て
も
う
一
人
の
砂
崎
さ
ん
は
南
米

を
希
望
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
社
し
た
。
し

か
し
全
く
希
望
を
聞
い
て
く
れ
な
い
上

司
に
ア
フ
リ
カ
配
属
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

渋
々
や
っ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
だ
が
、
気
づ

け
ば
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
だ
。
今
で
は
日
本
に
２

年
も
い
る
と
息
苦
し
く
な
っ
て

く
る
ら
し
い
。
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
ア
フ
リ
カ
が
好
き
な
の
か

尋
ね
て
み
る
と
「
死
が
近
い
か

ら
」
だ
と
言
う
。

　

ア
フ
リ
カ
人
は
毎
朝
挨
拶
が

長
い
。
ま
ず
し
っ
か
り
握
手
と

ハ
グ
を
し
て
、
そ
の
後
家
族
の

安
否
を
一
通
り
聞
か
さ
れ
る
。

親
戚
の
お
じ
さ
ん
に
つ
い
て
ま

で
だ
。
あ
る
日
出
勤
す
る
と
、

そ
ん
な
同
僚
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い

う
知
ら
せ
を
受
け
た
。
昨
日
ま
で
あ
ん

な
に
長
い
挨
拶
を
し
て
い
た
の
に
。
そ
う

い
う
時
、
一
番
に
思
い
出
す
の
は
挨
拶
し

た
手
の
記
憶
。
温
か
さ
や
感
触
、
彼
の
存

在
が
消
え
な
か
っ
た
。
長
い
挨
拶
の
本
当

の
意
味
が
分
か
っ
た
気
が
し
た
と
い
う
。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
を
転
々
と
し
て
き
た

砂
崎
さ
ん
は
、
セ
ネ
ガ
ル
に
い
た
時
、
出

張
先
の
隣
国
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
よ
る

死
体
の
山
を
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

だ
。
死
の
近
さ
ゆ
え
の
人
の
繋
が
り
、
明

日
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
こ
そ
今

を
全
力
で
生
き
て
い
る
ア
フ
リ
カ
人
た

ち
の
生
き
方
を
感
じ
、
そ
れ
が
好
き
な

理
由
な
ん
だ
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
日
は
こ
こ
で
筆
を
置
き
ま
す
が
僕

の
旅
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
旅
の
様
子
は

Facebook

やYouTube

、Instagram

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
！

　

◎
リ
ュ
ッ
ク
強
奪
事
件

　

ア
フ
リ
カ
11
か
国
目
ジ
ン
バ
ブ
エ
で

の
こ
と
。
世
界
三
大
瀑
布
ビ
ク
ト
リ
ア

の
滝
か
ら
入
国
し
た
時
に
、
日
本
大
好

き
イ
タ
リ
ア
人
の
ス
テ
フ
ァ
ン
に
出
会
っ

た
。
そ
こ
か
ら
の
ル
ー
ト
〔
ビ
ク
ト
リ
ア

フ
ォ
ー
ル
ズ
→
ブ
ラ
ワ
ヨ
→
ハ
ラ
レ
）
が

同
じ
だ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
行
動
す
る
こ

◎アフリカ一周《開拓使ともお》のBe Funbitious !

　

北
海
道
大
学
水
産
学
部
資
源
機
能
化

学
科
５
年
目
３
年
、
髙
澤
共
生
（
た
か

さ
わ 

と
も
お
）
で
す
。
現
在
、
大
学
を

１
年
休
学
し
、
寮
生
の
後
輩
と
ア
フ
リ

カ
を
一
周
し
な
が
ら
現
地
で
働
く
日
本

人
を
訪
ね
る
旅
、
い
わ
ば
北
大
か
ら
開

拓
使
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
飛
び
込
む
毎

日
を
続
け
て
い
ま
す
！

　

２
０
２
４
年
６
月
５
日
に
日
本
を

発
っ
て
チ
オ
ピ
ア
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

旅
は
、
２
０
２
５
年
１
月
21
日
現
在
、

20
か
国
目
の
西
ア
フ
リ
カ
は
ガ
ー
ナ
に

辿
り
着
き
ま
し
た
。
旅
で
体
験
し
た
こ

と
感
じ
た
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

未曾有の干ばつで滝は枯れて
いたそうですがそれでも大迫力

タンザニアのザンジバル島へジャガイ
モ袋に隠れて密航した日の朝。船長の
勘と風まかせの船旅。

水産学部3年　髙澤共生Be Funbitious !

アフリカ一周

開拓使ともおの

AFRICA

YouTube Instagram

包帯すらもお洒落に見える
事件後のエンゲルバート

何人乗っても壊れない日本車はアフリカで大活躍

14歳で初めて学校に来たスラムの子どもたち。
一生懸命覚えた日本語を叫んでいるところ。
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森　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

横
田　

秀  

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎︵

工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
︶

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

幹事長

樋口　達夫
舟木　謙二
松本　　偉
釜谷　　明

（水・50・食品・修）

（水・59・食品）

（水・H5・漁業）

（水・H3・食品）

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

近
藤　

伸  

一

会
長

︵
工・
58
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

︵
経
・
60
︶

横
田　
　

浩

会
長

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会

︵
工・
39
・
冶
金
︶

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男︵

工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会 

理
事
長

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

岩
﨑　

哲
也

技
監

︵
工・
59
・
機
︶

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

大
野　

隆
明

P
resident and C

EO

︵
水
・Ｈ
６・
食
・
修
︶

Earthrise N
utritionals LLC

(a M
em

ber of the D
IC

 group)

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

常
務
理
事石

堂　

正
信

日
本
私
学
振
興・共
済
事
業
団
評
価
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

︵
法
・
44
︶

2025年（令和7年）

寒中お見舞い

申し上げます。

福
士　

博
司

特
別
顧
問

︵
工・
59
・
合
化
・
修
︶

味
の
素
株
式
会
社　

小
西　

竜
太

ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー︵

医
・Ｈ
14
︶

三
菱
商
事
株
式
会
社

境　
　

政
人

副
会
長・関
東
支
部
長

︵
獣
・
53
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

杉
山　

和
彦

︵
法
・
45
︶

北大スキー部OB会
東京支部

事務局長

理事

幹事

中村　秀治
髙橋　　寛
依田　智子

（工・58／環科・60・修）

（農・62・農工）

（工・H4・合化・修）

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
４
・
金
属
︶

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
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瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
12
・
農
工
︶

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

小
野　

桂
子

代
表
取
締
役

︵
農
・
62
・
農
化
︶

ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス

　

＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

（
令
和
６
年
７
月
～
、
敬
称
略
）

鈴
木
雄
太
（
農
）、
岩
波
浩
太
（
農
・

農
経
Ｈ
13
）、
西
川
菜
穂
子
（
教
育
・

教
育
Ｈ
16
）、
中
村
幸
太
郎
（
工
・
機

械
Ｒ
３
）、
増
井
昇
（
農
・
森
林
科
学

Ｈ
29
）、
増
井
琴
羽
（
農
・
森
林
科

学
Ｈ
31
）、
横
山
卓
矢
（
工
・
機
械

知
能
Ｈ
27
）、
森
俊
介
（
薬
・
薬
院

Ｈ
７
）、
山
田
正
克
（
水
産
・
漁
業

Ｈ
４
）、
竹
田
遥
香
（
法
Ｒ
２
）、
石

川
直
敬
（
工
・
合
化
Ｓ
39
）、
北
井

正
之
（
工
・
機
械
Ｓ
60
）、
内
田
佳
希

（
工
・
応
用
理
Ｈ
25
）

鈴
木
暉
男（
医
Ｓ
38
）、北
谷
知
己（
教

養
・
医
課
Ｓ
33
）、中
澤
邦
春（
農
・
経

Ｓ
31
）、森
川
真
好（
法
・
Ｓ
58
）、城

田
昌
良（
経
・
経
済
Ｓ
37
）、伊
藤
敦

之（
医
Ｓ
42
）、関
口
光
雄（
工
・
土
Ｓ

43
）、西
野
伊
史（
農
・
化
Ｓ
44
）

令
和
６
年
７
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略

櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
理
事 

小
坂　

達
朗

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

松
沢　

幸  

一

︵
農
・
46
・
農
化
／
48
・
修
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
監
事

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・Ｈ
１
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

中
西　

克
彦

代
表
取
締
役
社
長

︵
経
・Ｈ
22
・
経
営
︶

千
秋
庵
製
菓
株
式
会
社

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
リ
ソ
ー
ス
株
式
会
社

猪
飼　

秀  

一

常
任
幹
事 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
52
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

佐
々
木　

雅
寿

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科︵

法
・
61
︶

代
表
取
締
役
社
長

橋
本　
　

修

︵
法
・
62
︶

三
井
化
学
株
式
会
社

藤
田　

美
津
夫

会
長

︵
法
・
51
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

理
事
長

小
口　

正
範

︵
法
・
53
︶

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長 小口　正範 （法・53）

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

︵
文
・Ｈ
8
︶

財
界
さ
っ
ぽ
ろ
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盛
ん
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
高
度
情
報

処
理
や
先
端
半
導
体
と
の
融
合
研
究
を

見
据
え
た
連
携
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
連
携
の

一
環
と
し
て
、
今
回
、
国
立
陽
明
交
通

大
学
の
先
生
方
を
迎
え
て
、
半
導
体
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
バ
イ
オ
医
療
科
学

に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
併

せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
部
企
画
課
）

　

６
月
25
日
（
火
）、
寳
金

清
博
総
長
と
国
立
陽
明
交
通

大
学
（
台
湾
）
の
チ
ー
ホ
ン・

リ
ン
学
長
と
の
間
で
、
今

後
、
半
導
体
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
を
中
心
に
、
緊
密

な
研
究
協
力
体
制
を
確
立
し

て
い
く
旨
の
合
意
文
書
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
立
陽
明
交
通
大
学
は
、
高
齢
者
長

期
療
養
、
腫
瘍
学
、
脳
科
学
、
医
学
工

学
の
分
野
で
強
固
な
研
究
基
盤
を
有
す

る
他
、
先
端
半
導
体
を
中
心
と
す
る
電

子
、
情
報
通
信
、
経
営
、
工
学
分
野
で

の
研
究
を
リ
ー
ド
し
、
半
導
体
産
業
を

中
心
に
台
湾
で
多
く
の
産
学
連
携
実
績

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
と
国
立
陽
明
交
通
大
学
は
、

２
０
１
３
年
に
大
学
間
で
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
、
研
究
交
流
・
学
生
交
流

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
研
究

者
間
の
交
流
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
の

度
、
リ
ン
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行

部
が
本
学
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
り
、

半
導
体
分
野
に
お
け
る
共
同
研
究
や
人

材
育
成
を
中
心
に
連
携
体
制
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
研
究
者
・
学
生
交
流
等
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

半
導
体
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心

と
し
て
緊
密
な
研
究
協
力
体
制
を
確

立
す
る
た
め
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

を
編
成
し
、
両
大
学
の
半
導
体
分
野

に
お
け
る
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
両
大
学
で
は
ナ
ノ
バ
イ
オ

や
医
療
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
も

北海道大学の近況

北海道大学の近況
（２０２４年 夏・秋）

北海道大学社会共創部広報課
　

本
学
とRapidus

株
式
会
社
は
、

半
導
体
産
業
を
通
じ
た
我
が
国
の
科
学

技
術
力
の
向
上
及
び
人
材
の
育
成
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
６
月
５
日

（
水
）
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

北
海
道
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の
振

興
に
向
け
た
動
き
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
中
、
現
在
課
題
と
さ
れ
て
い
る
人

材
育
成
や
研
究
開
発
の
面
に
お
い
て

Rapidus

が
計
画
し
て
い
る
２
０
２
５

年
４
月
か
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
イ
ン
稼

働
開
始
や
２
０
２
７
年
の
量
産
開
始
後

を
見
据
え
、
長
期
的
な
高
度
人
材
の
育

成
や
先
端
半
導
体
研
究
等
の
協
力
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
度
包
括

連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
面
は
、
本
学
に
よ
るRapidus

株
式
会
社
の
半
導
体
拠
点
整
備
へ
の
協

力
や
、
半
導
体
人
材
育
成
・
先
端
半
導

体
研
究
に
お
い
て
連
携
を
図
る
予
定

で
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
の
例
と

し
て
、
２
０
２
４
年
中
を
目
処
に
、

Rapidus

が
２
ナ
ノ
半
導
体
の
評
価
・

分
析
を
行
う
拠
点
を
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、Rapidus

に
関
連
す
る
先
端
半
導
体
の
研
究
開
発

事
業
の
促
進
や
、
本
学
の
研
究
の
特
色

を
活
か
し
た
先
端
半
導
体
研
究
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

半
導
体
人
材
育
成
に
関
し
て
は
、

Rapidus

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
本
学
へ
の
実

務
家
教
員
派
遣
に
よ
る
講
義
や
、
本

学
の
最
新
研
究
成
果
をRapidus

エ

ン
ジ
ニ
ア
が
学
ぶ
機
会
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
総
務
企
画
部
企
画
課
）

連携強化の合意書への署名
（左からリン学長、寳金総長）

調印後の集合写真

北
海
道
大
学
と
Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ
ｕ
ｓ
株
式
会
社
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結

地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

    

（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
）キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

国
立
陽
明
交
通
大
学
と
の

連
携
体
制
を
強
化

　

７
月
25
日
（
木
）
に
本
学
が
主
催
、

文
部
科
学
省
、
日
本
学
術
振
興
会

（JSPS

）
の
後
援
で
、「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（J-PEAKS

）」
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤

と
し
た
地
球
環
境
を
再
生
す
る
新
た

な
持
続
的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
展
開
」
に
係
る
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し

た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
５
７
０
名

（
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
約
３
５
０
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
寳
金
清
博
総
長
に
よ
る
開

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
く
来
賓
挨
拶
で

は
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
（
北
海
道

総
合
政
策
部
の
大
矢
邦
博
次
世
代
社
会

戦
略
監
が
代
読
）、
北
海
道
経
済
連
合
会

会
長
・
北
海
道
電
力
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
の
藤
井
裕
氏
、
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
上
山
隆

大
議
員
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学

術
政
策
局
産
業
連
携
・
地
域
振
興
課
の

池
田
一
郎
課
長
か
ら
本
事
業
に
お
け
る

本
学
へ
の
期
待
を
賜
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
瀬
戸
口
剛
理
事
・
副
学
長
か

ら
本
事
業
の
取
組
概
要
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
本
学
の
４
名
の
教
員
か
ら
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ（
環
境
再
生
型
）な
、

低
投
入
・
高
収
量
・
低
排
出
の
農
業
・

畜
産
業
や
、
安
定
・
高
収
益
・
低
排
出

の
水
産
業
を
目
指
す
た
め
の
、
農
学
、

水
産
学
、
畜
産
学
、
生
態
学
の
各
分
野

の
研
究
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
西
邑
隆
徳
副
学

長
の
進
行
の
も
と
、
一
次
産
業
に
関
わ

る
民
間
企
業
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

地
方
自
治
体
、
研
究
者
な
ど
、
産
学
官

締結式の様子。左から寳金清博総長、
Rapidusの小池淳義代表取締役社長

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
６
名
が
一
堂
に

会
し
、「
あ
り
た
い
未
来
の
食
料
生
産

シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
事
例
に
基
づ
い
て
意
見
を
述

べ
、
現
在
の
一
次
産
業
の
現
状
か
ら
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
食
料
生
産
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

起
こ
し
て
ゆ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発

言
を
同
時
進
行
で
絵
や
図
形
に
描
く

リ
ア
ル
タ
イ
ム
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
参
加
者
の
議
論
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
者
か
ら
も
大
き
な
注
目
を
集
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
盛
り
上
が
り
を

一
層
高
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
内
閣
府
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
の
柿
田

恭
良
統
括
官
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

本
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
総
評
を
い

た
だ
き
、
横
田
篤
理
事
・
副
学
長
に

よ
る
挨
拶
で
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
研
究
推
進
部
研
究
支
援
課
）

寳金総長による開会の挨拶

シンポジウム会場の様子

パネルディスカッションの様子

ノ
ー
ベ
ル
賞
メ
ダ
ル
公
式
レ
プ
リ
カ
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

令
和
３
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受

賞
し
た
創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成

研
究
拠
点
（
以
下
、ICReDD

）
の
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ス
ト
特
任
教
授
か

ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
メ
ダ
ル
の
公
式
レ
プ

リ
カ
が
寄
贈
さ
れ
、
８
月
28
日
（
水
）

に
総
合
博
物
館
に
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
メ

ダ
ル
公
式
レ
プ
リ
カ
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
メ
ダ
ル
の
公
式
レ
プ
リ

カ
は
、
受
賞
者
が
ノ
ー
ベ
ル
財
団
か
ら

３
個
を
上
限
に
作
成
を
許
可
さ
れ
る
貴

重
な
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
が
本

学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ICReDD

の
主
任
研
究
者
で
あ
る
リ

ス
ト
特
任
教
授
は
、ICReDD

が
設
置

さ
れ
た
平
成
30
年
当
初
よ
り
主
任
研
究

者
と
し
て
参
画
し
、ICReDD

に
お
け
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る
計
算
（
理
論
）
科
学
・
情
報
科
学
・

実
験
科
学
の
３
分
野
融
合
に
よ
る
化

学
反
応
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。ICReDD

が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

"Revolutionize Chem
ical Reaction 

Design and Discovery"

（
化
学
反
応

設
計
と
発
見
の
革
新
）
は
、
リ
ス
ト
特

任
教
授
の
考
案
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

リ
ス
ト
特
任
教
授
へ
は
、
令
和
４
年

に
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月

か
ら
は
リ
ス
ト
特
任
教
授
を
中
心
と

し
た
次
世
代
有
機
触
媒
開
発
を
目
指

す
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「List

サ
ス
テ

ナ
ブ
ル 

Ｄ
Ｘ 

触
媒
連
携
研
究
プ
ラ
ッ

し
た
。

　

レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
は
、
半
導
体

分
野
の
研
究
開
発
で
世
界
有
数
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

に
お
い
て
、
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
・
ナ
ノ
テ

ク
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
、

こ
の
地
域
の
半
導
体
の
主
要
な
機
関
と

緊
密
な
関
係
を
有
し
、
半
導
体
分
野
に

お
け
る
教
育
及
び
研
究
に
お
い
て
先

進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

寳
金
総
長
の
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大

学
訪
問
を
契
機
に
、
半
導
体
分
野
の

人
材
育
成
・
研
究
力
向
上
の
必
要
性

を
共
有
し
て
い
る
両
大
学
の
連
携
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
進
め
、
こ
の
度

の
合
意
文
書
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

【
寳
金
総
長
コ
メ
ン
ト
】

　

北
海
道
大
学
は
、
半
導
体
の
高
度

人
材
育
成
及
び
研
究
推
進
に
関
す
る

体
制
構
築
を
加
速
度
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
米
国
の
半
導
体
分
野
に
お

THEインパクトランキング2024で
世界72位(国内1位)

本学が5年連続で国内1位を
獲得したことを称える楯

楯を持つ横田 篤理事・副学長を中心に
記念撮影をする関係者

本学が目指す4つの姿

北海道大学の近況

（
創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
、
総
合
博
物
館
）

　

８
月
20
日
（
火
）（
現
地
時
間
）、
寳

金
清
博
総
長
が
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学

（
米
国
）
を
訪
問
し
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

Ａ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
学
長
と
の
間
で
、
半

導
体
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
・
研
究
活
動
で
の
協

力
を
と
も
に
検
討
し
て
い

く
た
め
の
合
意
文
書
に
署
名
し
ま
し

た
。
締
結
式
に
は
、
鈴
木
直
道
北
海
道

知
事
とRapidus

株
式
会
社
の
小
池

淳
義
代
表
取
締
役
社
長
が
同
席
し
ま

合意書署名後の集合写真（左から小池社長、鈴木知
事、寳金総長、シュミット学長、レンセラー工科大学プロ
ボストのレベッカ・ドールジュ氏、ＩＢＭ半導体部門ゼネラ
ルマネージャー・ハイブリッドクラウド研究担当バイスプ
レジデントのムケシュ・カレ氏。写真：レンセラー工科大
学提供、撮影者：クリス・クア（レンセラー工科大学））

い
て
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
レ

ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
と
関
係
が
構
築
さ

れ
、
半
導
体
分
野
に
関
す
る
連
携
の
模

索
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い

教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

と
と
も
に
、
研
究
力
の
向
上
に
資
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
企
画
課
）

　

６
月
12
日
（
水
）、

英
国
の
高
等
教
育
専
門

誌
「T

im
es H

igher 
Education

（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
：

テ
ィ
ー
・
エ
イ
チ
・

イ
ー
）」
か
ら
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
４
」
の
総
合
ラ
ン

Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

５
年
連
続
国
内
１
位
を
称
え
る
楯
を
拝
受

レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
と

半
導
体
分
野
に
お
け
る
合
意
書
を
締
結

キ
ン
グ
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
別
ラ
ン
キ
ン
グ
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
ラ
ン
キ
ン
グ

は
、
各
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取

組
等
を
も
と
に
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

枠
組
み
を
使
っ
て
大
学
の
「
社
会
貢
献

度
」
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
も
の
で
、
今

年
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
１
２
５
の
国
と

地
域
か
ら
２
１
５
２
の
高
等
教
育
機
関

（
国
内
か
ら
は
88
大
学
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
学
は
、
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で

対
象
と
な
っ
た
世
界
１
９
６
３
大
学
中

72
位
と
な
り
、
５
年
連
続
で
国
内
１
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て

は
、
17
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
目
標
の
う
ち
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
２ 

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」（
世
界
89

位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
９ 

産
業
と
技
術
革
新

の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」（
同
49
位
）、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
14 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」（
同

57
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
15 

陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う
」（
同
51
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
17 

パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ

う
」（
同
52
位
）
が
世
界
１
０
０
位
以

内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
か
ら
、
本
学
が

２
０
２
０
年
か
ら
５
年
連
続
で
国
内
１

位
を
獲
得
し
た
こ
と
を
称
え
る
楯
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
授
与
さ
れ
た
４
年
連

続
で
国
内
１
位
を
獲
得
し
た
こ
と
を

称
え
る
楯
は
、
総
合
博
物
館
で
展
示

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
授
与
さ
れ
た

楯
も
同
様
に
総
合
博
物
館
で
展
示
を

行
う
予
定
で
す
。

海
道
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣

言
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
宣
言
の
前
半
で
は
、
札
幌
農
学

校
を
起
源
と
す
る
本
学
発
展
の
歴
史
に

触
れ
、
広
大
な
研
究
林
等
の
フ
ィ
ー
ル

　

本
学
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
学
生
や
教
職
員
等
、
構

成
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
ち
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
令
和
６
年
８
月
１
日
付
け
で
「
北

「
北
海
道
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
」を
策
定

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
、
統
合
Ｕ
Ｒ
Ａ
本
部
）

ド
や
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
・

保
有
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

や
環
境
科
学
等
に
強
み
を
持
つ
に
至
っ

た
こ
と
等
を
述
べ
て
い
ま
す
。
後
半
で

は
、
学
生
や
教
職
員
、
経
営
層
も
含
め

た
全
構
成
員
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

含
む
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
共
通
言

語
と
し
た
学
内
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
一

体
感
）
の
醸
成
を
図

り
、
大
学
の
総
合
力

を
向
上
さ
せ
、
構
成

員
が
重
ん
じ
る
べ
き

倫
理
観
を
養
い
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
世
界

の
課
題
解
決
に
一
層

貢
献
で
き
る
大
学
を

目
指
す
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
を
通
じ

て
、
本
学
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
核
と
な

り
、
学
外
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
（
共
感
）

を
醸
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
を
一

層
高
め
る
大
学
に
な

北海道大学サステイナビリティ宣言

●北海道大学サステイナビリティ宣言 
https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/
2024/08/Hokkaido-University-Sustainability-Declaration_jp.pdf

る
と
の
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
本
宣
言
の
実
現
を
通
じ
て

「
本
学
が
目
指
す
４
つ
の
姿
」
も
表
明

し
ま
し
た
。
共
通
目
的
に
向
か
っ
て
構

成
員
が
一
体
と
な
っ
て
歩
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
本
学
が
見
据
え
る
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
）

雨
龍
研
究
林
と
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

　

令
和
５
年
度
に
生
物
多
様
性
の
保
全

に
貢
献
し
て
い
る
区
域
と
し
て
環
境

省
か
ら
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
に
認

定
さ
れ
た
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
雨
龍
研
究
林
及
び

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
が
８
月
に
、
国
連
環

境
計
画
世
界
自
然
保
全
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（UNEP-W

CM
C

）
が
管

ト
フ
ォ
ー
ム
（List

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）」
が
始
動
し
て

い
ま
す
。

　

リ
ス
ト
特
任
教

授
に
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
前
か
ら

のICReDD

と
の
縁

と
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
の
称
号
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か

ら
、
北
海
道
大
学
を
「
研
究
に
お
け
る

第
二
の
ホ
ー
ム
」
と
感
じ
て
い
る
と
し

て
、
か
ね
て
よ
り
メ
ダ
ル
公
式
レ
プ
リ

カ
を
寄
贈
し
た
い
と
の
意
向
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
度
の
寄
贈
に
は
そ
う
し
た

北
海
道
大
学
へ
の
感
謝
の
意
と
、
次
世

代
を
担
う
若
い
世
代
へ
向
け
た
「
自
分

自
身
の
熱
意
を
追
い
続
け
る
こ
と
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
メ
ダ
ル
公
式
レ
プ
リ
カ
は
、
広
く

一
般
の
方
々
へ
も
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
リ
ス
ト
特
任
教
授
の
想
い
か
ら
、

準
備
が
整
い
次
第
、
総
合
博
物
館
に
展

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

リスト特任教授から
寳金清博総長へのメダル寄贈

総合博物館にて
来館者へのメッセージと共に
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理
す
る
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｍ
（Other Effective area-based 

Conservation M
easures

）
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
は
、「
生
物
多
様
性
国
家
戦

略
２
０
２
３-

２
０
３
０
」
に
お
い

て
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
反

転
さ
せ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」
の
実
現
に
向
け
、
30
ｂｙ
30
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
環
境
省
で
は
、
民
間
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全

応
用
科
学
研
究
棟
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
宇
宙
関
連

の
研
究
に
携
わ
る
学
内
教
員
及
び
宇

宙
技
術
を
利
用
す
る
学
内
教
員
が
互

い
に
情
報
を
共
有
し
、
共
同
で
教
育

研
究
活
動
な
ど
を
検
討
で
き

る
場
と
し
て
、
新
た
に
「
北
海

道
大
学
宇
宙
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
し
て
、
学
内
外
の
宇

宙
研
究
・
宇
宙
産
業
に
関
係
す

る
方
、
宇
宙
に
関
心
が
あ
る
方

が
集
ま
り
、
宇
宙
研
究
や
宇
宙

産
業
な
ど
に
つ
い
て
の
最
新

の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
初

に
、
瀬
戸
口
剛
理
事
・
副
学
長

が
開
会
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
京
大
学
大
学
院
公
共
政

策
大
学
院
の
鈴
木
一
人
教
授
が
基
調
講

演
を
行
っ
た
後
、
工
学
研
究
院
の
永
田

晴
紀
教
授
、
理
学
研
究
院
の
高
橋
幸
弘

教
授
、
北
極
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
平
田

貴
文
特
任
准
教
授
、
遺
伝

子
病
制
御
研
究
所
の
園
下

将
大
教
授
及
び
理
学
研
究

院
の
倉
本
圭
教
授
が
一
般

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
理
学
研
究
院

の
大
津
珠
子
准
教
授
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
、
基
調
講
演
及
び
一
般

講
演
の
講
演
者
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
な
り
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
行
松

泰
弘
理
事
が
閉
会
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
学
内
外

１
１
４
名
の
方
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
58

名
）
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
研
究
推
進
部
研
究
振
興
企
画
課
）

北海道大学の近況

子
の
２
連
覇
な
ど
多
く
の
団
体
の

躍
進
に
よ
り
、
本
学
が
第
43
回
大

会
以
来
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
七
大
戦
で
の
優
勝
は
実
に
20
年
ぶ

り
で
あ
り
、
加
え
て
本
学
初
の
「
主

管
校
破
り
」
に
よ
る
総
合
優
勝
と
な

り
ま
す
。

　

寳
金
総
長
か
ら
は
、
第
63
回
大
会
総

合
優
勝
へ
の
賛
辞
と
、
第
64
回
大
会
実

施
の
激
励
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

髙
橋
彩
理
事
・
副
学
長
か
ら
第
64
回
大

会
の
運
営
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
学

生
か
ら
ホ
ス
ト
役
を
担
う
大
学
と
し
て

各
競
技
や
式
典
が
盛
況
に
終
え
ら
れ
る

　

10
月
２
日
（
水
）、
七
大
戦
を
担
当

す
る
北
海
道
大
学
体
育
会
役
員
の
学
生

３
名
が
総
長
室
を
訪
れ
、
第
63
回
大
会

の
総
合
優
勝
と
、
本
学
を
主
管
大
学
と

す
る
第
64
回
大
会
実
施
の
意
気
込
み
を

寳
金
清
博
総
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　

全
国
七
大
学
総

合
体
育
大
会
（
通

称
：
七
大
戦
）

は
、
旧
帝
国
大
学

で
あ
る
七
大
学
が

毎
年
主
管
を
持
ち

回
り
で
実
施
す
る

体
育
大
会
で
す
。

第
１
回
大
会
は
、

昭
和
37
年
度
に
本

学
を
主
管
大
学
と

し
て
開
催
さ
れ
、

七
大
戦
の
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
名
古
屋
大
学
を
主
管

大
学
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
63
回
大
会

で
は
、
柔
道
、
相
撲
、
弓
道
女
子
の
３

連
覇
を
は
じ
め
、
硬
式
庭
球
女
子
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男総長室での懇談

パネルディスカッションの様子

閉会挨拶をする行松理事 基調講演を行う鈴木教授

参加者の集合写真

総長室での写真撮影 （左から、杉山雄介第78期
体育会委員長、 髙橋理事・副学長、萱沼虎太朗
第77期体育会委員長、 寳金総長、近藤 紫第64
回七大学総合体育大会実行委員長）

　

10
月
27
日
（
日
）、「
北
海
道
大
学
宇

宙
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
工
学
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

「
北
海
道
大
学
宇
宙
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

よ
う
尽
力
し
た
い
と
力
強
い
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

主
管
大
学
が
10
巡
目
に
入
る
第
64
回

大
会
は
、
本
学
を
主
管
校
と
し
て
令
和

７
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
、
航
空
及
び
ス
キ
ー
の
３
競

技
は
令
和
６
年
度
冬
季
に
実
施
さ
れ
る

た
め
、
第
64
回
大
会
は
ま
も
な
く
始
ま

り
ま
す
。

　

未
だ
本
学
が
成
し
え
て
い
な
い
連
覇

に
向
け
、
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（

学
務
部
学
生
支
援
課
）

第
63
回
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
総
合
優
勝
を
総
長
へ
報
告

が
図
ら
れ
て
い
る
区
域

を
「
自
然
共
生
サ
イ

ト
」
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年

度
に
認
定
さ
れ
た
自
然

共
生
サ
イ
ト
の
う
ち
、

保
護
地
域
と
の
重
複
を

除
い
た
区
域
４·

８
万

ha
が
日
本
か
ら
初
め
て

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
国
際

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
雨
龍
研
究
林
と
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
と
で
、
そ
の
半
分
ほ
ど
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
世
界
課
題
の
解
決
や
地
域

へ
の
貢
献
に
向
け
、
知
的
資
産
と
物
的

資
産
を
活
用
し
、
30
ｂｙ
30
目
標
の
達

成
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
生
物
多
様

性
保
全
と
気
候
変
動
対
策
の
両
立
に
向

け
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
、北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
）

ＯＥＣＭ認定のロゴマーク

● 北海道大学雨龍研究林
Hokkaido University ‒Uryu Experimental Forest
登録面積：24,170ha

（自然共生サイト認定区域のうち、保護地域（鳥獣
保護区）との重複を除いた区域）
https://www.protectedplanet.net/555781412

● 北海道大学札幌キャンパス
Hokkaido University ‒ Sapporo Campus
登録面積：126ha

（自然共生サイト認定区域全域）
https://www.protectedplanet.net/555781411
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イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

東京同窓会事務局の廣重晃以さん（S55・法）が退任し、
2025年4月より松浦優美子さん（H7・文）が後任となります。

北大フロンティア基金に高額の寄付をされた方に、本学は謝意として昨年より称号を授与しています。
加藤元氏には北海道大学エクセレントビジョナリースポンサーの称号が授与されました。
佐々木俊夫氏、矢ケ崎啓一郎氏、石山喬氏、平岡満里氏にはそれぞれビジョナリースポンサーの
称号が授与されました。詳しくは、『北大フロンティア基金』サイトをご覧ください。

事務局からのお知らせ

日時：2025年３月７日（金）18時30分より
会場：ビアホールライオン銀座7丁目店（6階）
会費：7,000円（当日お支払い）

▪北大東京同窓会 2025年度総会・懇親会

▪北大応用マテリアル工学コース同窓会
　2025年度総会・懇親会

▪北大フロンティア基金 高額寄附者への称号授与

▪事務局スタッフ交代

〈申込み・お問合せ〉 
matealumni@eng.hokudai.ac.jp 
渡辺精一（金属43期）
※お申込みはお早めにお願いいたします。

日時：2025年6月14日（土）夕刻／会場：交詢社（銀座6丁目交詢社ビル）
※詳細はホームページ、会員メルマガでお知らせいたします。
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■
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
２
０
２
３
年

11
月
に
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
エ
ル

ム
談
話
室
が
再
開
し
、
こ
の
回
か
ら
ほ

ぼ
皆
勤
で
聴
講
し
て
い
る
。
主
催
者
の

平
田
さ
ん
が
講
演
者
を
見
つ
け
、
毎
月

第
１
金
曜
日
の
14
時
か
ら
サ
ピ
ア
で
開

催
し
て
い
る
や
さ
し
い
講
演
会
で
あ
る
。

　

そ
の
道
に
長
く
携
わ
る
方
の
最
新
の

知
識
や
経
験
談
、
業
種
業
界
の
解
説

を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
勉
強
会
の
よ
う
に

聞
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
専
門
家
の

本
音
や
裏
話
も
同
窓
会
な
ら
で
は
だ
。

聴
講
者
か
ら
の
遠
慮
な
い
質
問
も
面
白

く
、
本
当
に
聞
く
べ
き
は
就
活
前
の
学

生
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。

　

初
め
て
植
物
細
胞
学
実
習
の
た

め
実
験
材
料
の
採
集
に
で
か
け

た
。
行
く
先
は
札
幌
円
山
の
申
し
訳

な
い
ほ
ど
細
い
円
山
川
を
挟
む
草

地
で
あ
っ
た
。
目
指
す
植
物
は
ク
ル

マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
。
花
粉
母
細
胞

の
減
数
分
裂
の
最
中
だ
と
い
う
。
教

室
に
持
ち
帰
り
早
速
鏡
見
。
ス
ラ
イ

ド
グ
ラ
ス
上
に
葯
を
押
し
広
げ
、
ア

セ
ト
カ
ー
ミ
ン
で
赤
く
染
め
た
花

粉
母
細
胞
の
染
色
体
。
美
し
さ
に
息

を
の
ん
だ
。
一
九
四
四
年
（
昭
和

一
九
）
学
究
的
権
威
を
誇
る
北
大
理

学
部
に
併
設
さ
れ
た
、
札
幌
臨
時
教

員
養
成
所
生
物
科
に
入
学
で
き
た

春
で
あ
っ
た
。

　

臨
時
教
員
養
成
所
と
は
、

太
平
洋
戦
争
の
最
中
、
旧
制

中
学
校
の
理
科
系
教
員
の
極

端
な
不
足
を
補
う
た
め
に
、

苦
悩
し
た
文
部
省
が
臨
時
措

置
令
に
も
と
づ
き
対
応
し
た

制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
の
教
育
環
境
は
最
高
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
そ
う

た
る
理
学
部
教
授
、
助
教
授

を
は
じ
め
多
く
の
諸
先
生
か

ら
じ
か
に
指
導
を
い
た
だ
け

た
の
だ
。
北
海
道
帝
国
大
学

一
覧
を
み
る
と
、
そ
こ
に

附
と
し
て
養
成
所
一
覧
が
あ

り
、職
員
や
講
師
の
項
に
は
、

諸
先
生
の
名
が
連
な
り
懐
か

し
い
。

　

戦
況
の
悪
化
に
伴
い
、
学
徒
出

陣
や
勤
労
動
員
と
続
き
、
学
業
そ
っ

ち
の
け
の
日
が
続
い
た
が
、
ま
も
な

く
終
戦
！ 

学
業
の
再
開
は
翌
年
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
木
造
な
が
ら

専
用
の
教
室
が
与
え
ら
れ
た
。
以

前
の
水
産
学
実
習
室
と
か
第
五
講

堂
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
で

あ
っ
た
。

　

や
が
て
卒
業
を
迎
え
る
が
、
面
白

く
な
っ
て
き
た
生
物
、
特
に
植
物
の

世
界
だ
。
も
う
少
し
浸
っ
て
み
よ
う

と
の
思
い
を
理
学
部
植
物
学
科
の

編
入
試
験
で
救
っ
て
戴
い
た
。

　

や
が
て
植
物
分
類
学
、
形
態
学
や

細
胞
学
の
実
習
が
は
じ
ま
っ
た
。
当

然
実
験
室
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
や

は
り
実
験
材
料
は
円
山
に
限
る
。
懐

か
し
い
円
山
川
周
辺
で
あ
っ
た
。
ク

ル
マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
も
ツ
ク
バ

ネ
ソ
ウ
た
ち
も
健
在
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
群
生

す
る
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
。
な
ぜ
あ

の
頃
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
目
、
が
節
穴
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

今
、
そ
の
あ
た
り
は
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
、
円
山
動
物
園
の
敷
地
内

に
な
っ
て
い
る
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

【FRONTIER44号より】 鮫島先生は2024年1月に亡くなられました。既号の懐かしい寄稿を再掲しています。

（
島
田
久
）

ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン

発行所：北海道大学東京同窓会
〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
　103‒3211‒9211 503‒3211‒9288

北海道大学
東京同窓会会報

第66号　2025年（令和7年）2月20日発行

Eメール
H　  P
発行人
編集人

hokudaic＠poppy.ocn.ne.jp
http://www.hokudai-tokyo.org/
横田 　浩
髙橋 　寛　島田 　久　髙野 　葵　浦崎 稔史
山本 淳博　八谷 俊雄　青山 千穂　谷畑 敦史
陣谷 義直　


